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      一章　出発前日






　カーテンを開けると、女体だった。



　何この情景描びよ写うしや。文学作品じゃあるまいし。



　開いたカーテンを右手に束ねて掴つかんだ姿勢のまま、氷ひ見みと透おるは硬こう直ちよくした。

　脳の中に浮うかんできた情景モノローグにツッコミを入れつつ、目の前、ほんの数十センチの所にあるヒトの裸ら体たいを網もう膜まくに映したまま、凍こおり付いて止まった時の中で、ゆっくりと世界を確認する。おれは誰だ。ここはどこだ。おれは何をしてるんだ。何で、こんな事になっているんだ。

　まず、一つ一つ明らかにして行こう。まず、おれは。そう、今ここで、水着売り場の試着室の前でカーテンを右手に握にぎり、左手に売り物の海パンと、持ってきた財布を握り締しめている男の名は、氷見、透。神か奈な川がわ県けん、十とつ葉は市立高校、二年生。

　一年生までは東京に在住し、そこの御お頃ごろ高校という所に在学していたが、とある事情により、二年生四月から引ひっ越こし、転校。ここ、十葉市に在住の身となり、一人暮らしの身分となった。最近、同居人が出来たが、まあ、今は、それについて考えるのは止めよう。今、この場、今、見知らぬ女体を目の前に据すえたこの状態で、同居人の少女の事を思い出すのは、止めておいた方がいいような気がする。なんとなく。

　そして、ここは……この場所は……そう、同じく十葉市の総合商業施し設せつ『十葉商店街』の一店、スポーツ用品店。今は夏休み真っ盛りという事もあり、その売り場面積の殆ほとんどは特設の水着コーナーによって占しめられている。広大な敷しき地ち面積に様々な種類のカラフルな布切れが陳ちん列れつされ、通路は人が二人、やっとすれ違ちがえるくらい。売り場敷地の中央には、休きゆ憩うけい・待ち合わせ用の椅い子すが並べられ、四方片かた隅すみには臨時の試着室が用意されている。

　そう、まさに、そのうちの一つ、片隅の試着室、カーテンの前。

　それが、今、おれが立っている、その場所だ。

　よし。確認。

　──そうだ。思い出してきた。

　今日は夏休み真っ盛り、八月十日。明日からの海旅行に備え、友達六人で……つまり、自分、由ゆ宇う、灯あか璃り、七なな尾お、鳥と羽ば、羽は幌ほろのみんなで、ここに水着を買いに来て──そう、だんだん真実が明らかになってきたぞ。いい調子だ。

　そして──中央の休きゆ憩うけ所いじよで、皆みないったん別れて、で、男の海パンなんてどうでもいいし、適当に黒のを一着選んで、でもまあ、サイズだけは一応確認しておこうと思って、

　何気なく、試着室の扉とびらを、閉まっていた白いカーテンを、開けて──

「……………………」

　目の前の物体と、目の前の女の子と、目が合った。と。よし、やっと、話が繋つながった。

　足元で、ドサッ、と、音がした。

　自分の左手に握っていた海パンと財布が、地面に落下する音だった。

　その音で、世界の時間が、一いつ瞬しゆんだけ、動いた。

　その一瞬で、二、三回瞬まばたきをし、そして、口を開く。

「あ」

　網膜に映る光学情報を、再認識。

　そう、試着室だ。人が一人立つのがやっとの、狭せまい空間。

　その中心に、初対面の女の子が立っている。こちらに背を向け、肩かた越ごしに振ふり返って、同じく、止まった時の中で、目をいっぱいに見開き、こっちを見ている。

「…………あの」

　恐おそらく元々かなり大きな瞳ひとみと、すっきりと鼻筋の通った上品ともいえる顔立ち。将来、かなりの美人になりそうな──でも、今はその幼さと愛らしさでどうにか「かわいい」の範はん疇ちゆうに入っているような──そんな感じの、女の子。

　そう、可愛かわいい。その見開かれた瞳は今になっても、まさに純じゆ粋んすいまじりっけなしの「驚きよう愕がく」のみに占められ、いまだ他の感情が湧わいてくる気配は無い。目の前の異変に呆あつ気けに取られ、動く事が出来なくなった、毛並みのいい子犬、そんな雰ふん囲い気き。肩かたにかかるほどの長さの髪かみは無造作に飾かざり気無く後ろに結わえられ、やはり幼げなプラスチックの髪かみ飾かざりがつけられている。髪飾りには（わざとではないだろうが）犬のキャラクターが印刷されてあった。

　その髪かみ質しつは基本的に癖くせのない真っ直すぐだが、何故か前まえ髪がみが一ひと房ふさ、そこにだけ局所的な寝ね癖ぐせでも付いたかのように前に跳はね上がっているのが、いやに印象的。

　パッと見、それほどの年ねん齢れいではなさそうで──

　実際──

　若さそのもの、まさに水分をはじきそうなきめの細かい肌はだは綺き麗れいに日に焼け、シミやアレの一つさえ見当たらない。背骨の窪くぼみはあくまでも健康的に下へと真っ直ぐに通り、そして、下、まだ幼さの残る形と大きさの「足の付け根部位」はしっかりと締まり、

「ごめ…………」

　さらにその下、まだ色気にはほんの少し早いような、でもそう遠くない将来、まさに芸術的そのもののラインを形成しそうな

　足が、

「…………」

　そして、その、

「…………………ごめん」



　じゃっ。

　カーテンを、閉めた。

　財布と、海パンを、拾った。

　逃にげた。



「どうした。透」

　中央休憩所のベンチに座っていた少女が、飛び出してきたこちらの姿を確認し、声を出した。

「何か、あったのか」

　顔を傾かたむけ、質問を重ねる。長い赤髪が、頭の動きにつられてさらさらと流れた。

「見…………み」

　その目前で、急ブレーキ。透は、立ち止まった。

　ベンチの脇わきに積み重ねてある籠かごを一つ拾い、手に持っていた海パンと財布を、放り込む。

「み？」

「カー…………か、」

「か？」

「し…………」

「し？」

「……………………白かった」

「何が？」

「布が」

「ぬの？」

「他にも、色々と」

「色々？」

「勿もち論ろん、他の色も」

「…………意味が、分からん」

　ベンチに座った少女は、切り捨てるように断言し、ふん、と鼻を鳴らした。

「そして…………」

　夏らしい白のワンピースを身に纏まとい、長い裾すその先で、所在無げに足をぶらぶらさせる、少女の全身を、確認。

「なぜ人の身体をじろじろ見るんだ」

「確かに」

「何が確かなんだ」

「お前より、成長してた」

「……どこが」

「様々な箇か所しよが」

「…………なんだかよく分からんが、ムカつく言葉だな」

　目の前にいる、この少女の名は、紅くれない由宇。

　幼い顔立ちに、ツリ目気味の瞳の生意気そうな表情が案外とよく似合っている。あまり大きい声では言えないが、まあ、ちょっとキツめの美少女として、かなりのレベルに達していると言ってもいいだろう。その額には紅あかい宝石がはまり込み、これもまた、全体の中で、まるで品のいいアクセサリーのように良く似合っている。

　四ヶ月半前からの『同居人』であり、そして、半年前、地球に降ってきた宇宙人でもある。ただ「人間」としては、まだまだ発展途とじ上ようで、背も低く、見た目の年ねん齢れいは、十代の前半か、そのくらいで…………

「十六歳さいくらいだった」

「何がだ」

「さっきの」

「『さっきの？』」

「さっきの子」

　由宇のツリ目が、獲え物ものを前にした猫ねこのように、少し細くなった。

「『さっきの、子？』」

「いや、何でも」

　ふーっ、と息を整え、浮うわついた心を、真っ直すぐに立て直す。

　うん、落ち着いた。よし。

　海パンと財布の入った籠を、持ち上げる。プラスチックの取っ手が、軽い音を立てた。

　ゆっくりと、由宇の隣となりに座りつつ、重々しく、一言。

「日焼け跡あとが」

「何を錯さく乱らんしているのだ」

「大だい丈じよ夫うぶ、身元はバレてない」

「人を呼んでやろうか」

「それは困るんだよ！」

「何で必死なんだ」

「この事は他言無用だぞ」

「どの事だ」

「あと、たった半年すれば、さぞかし」

「半年たてばどうだというのだ」

「惜おしい事をした」

「何故か今、お前の目が澱よどんだ」

「透──う」

「うわああああああああああああああああ!!」

　不意に後ろから掛かけられた声に、透は文字通りベンチから飛び上がった。突つっつかれたダンゴムシさながらに、殆ほとんど脊せき髄ずい反射のような動きで地べたに膝ひざをつき、そしてその勢いを殺さず重力に引かれるままに頭を急降下させる。

「すいませんすいませんマジすいません。いや、出来心というか、いや、そうじゃなく、出来心じゃなくて、その、完全な事故であって当方には何の意図も」

「透？」

「つまり、その、決して見たわけじゃなくて、いや、見たけど、いや、それはあくまでも結果としてそうなったのであって、つまり、当とう該がい事じ項こうに、犯罪性は」

「何言ってんの」

　はっ、と顔を上げ、声の主、目の前に立つ人ひと影かげを確認する。

「なんだ、灯璃か」

　膝をついたまま、ふう、と息をつき、額の汗あせを拭ぬぐう。

「何だとは何よ」

　目の前の少女、不ふ破わ灯璃は、憮ぶ然ぜんとした口調で、腰こしに手を当てた。このクラスメイトは、そういう表情をしてもよく似合う。意志の強そうな瞳ひとみ、自信に満ちた顔つき、少し日に焼けた、体育会系の体つき。齢よわい十六歳にしてしっかりと自分の中に芯を持った、言うなら「大人の魂たましい」って感じ。基本的に心も身体も幼い由宇とは、対照的で…………



    

  
    
      　そして……『あの子』とも、また違ちがった魅みり力よくが……

　そうだな、『あの子』は、その、境界線な感じが、とても、

　何と言うか、喩たとえるなら、熟うれる一歩手前の、若い果じ……

「あああああああああああああああごめんなさいごめんなさい不ふ可か抗こう力りよくなんです不幸な事故なんです」

「……」

「だいたい向こうも悪いんだよどこの誰だか知らないけどさ、使用中なら使用中でちゃんと札を上げておかないと外からは分からないじゃないか。そりゃあ、外からでも中の気配くらい分かるじゃんと言われたらその通りだけど」

「…………」

「カーテン越ごしに、中の影かげが見えるわけで、いや、それどころじゃなく、その」

　開けたら、

「身体が」

「………………何言ってるの？　彼」

　灯璃は屈かがみ込み、座ったままの由宇の耳元で、恐こわ々ごわと呟つぶやいた。

「知らん」

「いやあああああああああ冷たい視線いやあああああああああ」

「…………行こう。水着、選んであげるから」

「うむ」

「うわあああああ待ってくれえええええおれの話を聞いてくれええええおれは無実なんだあああああれは純然たる事故なんだあああああ」



「もう海パン選び終わったのか。早いな、透のヤツ」

「で…………何やってんだ、アレは……」

　ベンチに座り込んだ世界で、両手で作った闇やみの中、遠くから、二人の男の声と、足音が、聞こえてくる。

「なんだアレ。落ち込んでるのか？　何やらかしたんだ。今度は」

「さあ……聞いてみればいいんじゃないか。……答える気力、なさそうだけど」

　どんどん近づいてくる。二つの足音はそのまま、こちらの目の前、ベンチの手前で立ち止まり、そして、声を出した。

「おい、透」

「あ──」

　うめき声と共に顔を上げて、目の前に立つ二人の男を見る。

　チビで丸まる刈がりの鳥羽と、長身長ちよ髪うはつの羽幌。同じ部、学園行事実行部の仲間であり、明日からの海旅行メンツの二人だ。確認。

　そして、再び俯うつむいて、顔を沈しずめる。

「は────」

　顔を下げたそのついでに、深々とため息。このまま世界が閉じてしまえばいいのに。このまま床ゆかに穴が開いて、全てのものを飲み込んでくれればいいのに。

「何だ何だ」

　言いながら、二人の男は、それぞれ、こちらを挟はさむ形でベンチの隣となりに座った。

　右側に座った鳥羽は、そのまま、悪あく趣しゆ味みなレポーターのように、マイクを握にぎったつもりの右みぎ腕うでを伸のばしてくる。

「何をやった。え、何をやらかした。言ってみろ」

「…………何を、か……」

　透は、僅わずかに顔を上げ、呟いた。

「見えたんだ……そう、おれは、見たんだ……」

「は？」

「その、色々と…………」

「などと、意味不明の言動を繰くり返しており」

　鳥羽は『空気マイク』を自分の口元に戻もどし、何故か正面に向かって言った。

「えらいモンを見た……」

「だから何を」

「見てしまった……」

「見たら呪のろう系の妖よう怪かいか？」

「世界が…………」

「えらく深遠な単語が」

「世界が始まる……」

「クトゥルフ系か？」

「世界が始まる場所を、見た」

「なんか物もの凄すごい事言ってるような気がするんだが、意味は分からん」

「発禁になったら、どうしよう…………」

「なんか微びみ妙ように身近な呪いだぞ」

「明日、おれが集合場所に姿を見せなかったら、おれの事は忘れてくれ……」

「…………」

「なんで開始直後からいきなり全力なんだよ……」

「変な所と交信を始めた」

「勢いだけでブッ飛ばすのは程々にしろって、あれ程言われただろうが……」

「……そっとしておいた方が、いいんじゃないか。鳥羽」

「…………そうだな」

『空気マイク』をしまい、携けい帯たい電話を取り出し、嬉うれしそうにスケジュール表を開く。

「明日は、いよいよ出発だ。ややこしい事は、忘れようぜ、な！」

　

　今年度の『十葉高校学園行事実行部』文化祭終しゆう了りよう記念臨海宿しゆく泊はく事業、スケジュール確認。

　本日、八月十日、六名で『十葉商店街』にて、水着購こう入にゆう。

　翌、八月十一日早朝、六名に、兵ひよう藤どう部長を加えた計七名、十葉駅に集合。在来線で東京に行き、東京観光。とりあえず、浜はま離りき宮ゆう恩おん賜し庭園、東京ミッドタウン、秋葉原を予定。

同十一日夜、竹たけ芝しば桟さん橋ばしにて、七尾の兄である七尾遊ゆう也やと待ち合わせ、合流の後、八名にて大型客船に搭とう乗じよう。伊い豆ず諸島の一つ、神かみ代しろ島しまに向けて出港。客船内、二等寝しん台だい室にて、宿泊。

　翌十二日朝、神代島着。旅館に荷物を置き、着き替がえたあと、一日、海水浴。夕刻、バーベキューの後、就しゆ寝うしん。宿泊。

　翌十三日、神代島の中央休火山『神代岳だけ』に、登山。同日昼過ぎに、帰りの客船出航。夜、十葉市帰着。

「……で、八月十四、十五が休みで、十六日が、十葉高校、登校日…………と」

　締しめるように呟つぶやき、鳥羽は携帯電話を閉じた。

「しかし、うちの高校って、登校日多くねえか？　確か、八月一日も学校行っただろ」

　八月一日は、文化祭だった。学園行事実行部の、一年での最大の行事。この海旅行は、一応、それの反省会ということになっている。まあ、建前だが。

「二週間に一回、学校行ってるじゃん」

「不良化阻そ止し……って、事だろうな」

　足元に置いた自らの買い物籠かごから海パンを取り出し、値札を確認しつつ、羽幌が呟いた。

「一ヶ月放っておくと、何をするか分からんヤツが多い」

「まあ、確かにな。…………」

　暫しばらく上空に視線をさまよわせ、一言。

「夏休み前には清せい楚そ可か憐れんだった憧あこがれのあの子が、新学期顔を合わせたら、めでたくダンナと子持ち。こりゃあ、ちょっと辛つらいわなあ」

「物ぶつ騒そうな事をしみじみ言ってんなよ」

　二人の声を聞きながら、つい、妄もう想そうする。

　例えば……えと、例えば……灯璃が、九月、知らない男に手を引かれて…………

「透、紹しよ介うかいするわ。この男の人は、私の……」とか言って……

「いやいやいや」

　首を振ふって、不ふ吉きつな妄想を振り払はらう。

　確かに、そりゃ辛そうだ。シャレにならん。ありがとう先生方。

「何か、似たような思い出でもあるのか」

「ねぇよ羽幌」

　こちらの声なき感謝には勿もち論ろん気付かず、二人は能天気に言い合いを続ける。

「……他にもさ、例えば、夏休み中に、馬ば鹿かが何かやらかして」

「ああ、いそうだな。そういうヤツ」

「あー。絶対、一人や二人はいるね」

　…………。

「馬鹿な事やらかして、警察沙ざ汰たになって、」

　警察沙汰。

「補導されて」

　補導…………

「退学処分くらって」

　退学………………

「そのまま、人生が終了して」

　人生、終了…………

「一生、後ろ指を差されて…………」

「いやああああああああああああああああああああああああああ」

「おい、うるさいぞ透。静かにしろ」

　鳥羽は、携帯電話をポケットに入れた。

「十三日の夜に帰って来て、十六日が登校日だから……十四、十五日は空いてるな」

「お。そうだな…………どうする、透。十五日あたり、また、どっか行くか？」

「ああ……あ、いや、」

　ふと、我に返る。八月十五日。その日は。

「八月十五日は、お盆ぼんなんだ」

「お盆？」

　鳥羽は一いつ瞬しゆんだけ考え、そして、得心したように頷うなずいた。

「ああ、そうか。お盆か」

　そのまま、何も聞かず、ガッツポーズのように親指を立てる。

「よし、お前、家にいろ。な」

　わざと、ふざけた雰ふん囲い気きで断言する。

　それを見て、透は、つくづく思う。こいつらは、本当に、いい友達だ。

　お盆。死者の魂たましいが、家へと帰ってくる日。

　オカルトを信じている訳ではないのだが。それでも、その日は、家にいたい。

　帰ってくる魂は、一年四ヶ月前に死んだ、家族だ。両親と、妹。

　一年四ヶ月前、去年の四月一日、その日、両親と妹が、突とつ然ぜん死んでしまった。卑ひ口ぐちという名の、犯罪者の手によって。

　もう、過去の事だ。卑口は死に、三人の魂は、成仏した。自分では、そう思っている。

　別に、宗教とか信しん仰こうとかを持ち出す気は無いけど、自分では、そう信じている。

　だから、おれは、お盆は、家にいる。

「すまんな」

「いやいや気にすんな。うん」

「えーと、………………所で、さ、」

　湿しめっぽくなりそうな空気を払うように、左から羽幌が話題を変えた。

「何だよ」

　こっちも、こんな場所で湿っぽいのは勘かん弁べんだ。身を乗り出して、話題に乗ってみる。

「そういえば……お前、あの子の保護者なんだよな、一応」

　あの子、とは、由宇の事だ。

「まあ、そうだけど」

　由宇は、あいつは、ヒトになって、人間として生き始めて、まだ半年。

　時たま、こっちが驚おどろくほどの発想をする事もあるが、それでもまだまだ、分からない事だらけ、馴な染じまない事だらけだ。一人で生きていく事なんて、出来やしない。誰かが保護し、誰かが教えるしかない。

「……一応、な。自じし称ようしてるだけだけど」

　こっちだって未成年、大した事は出来ないけど、それでも、両親に教わった事を、そのまま伝える事ぐらいは、出来るかもしれない。

　だから、自分は、アイツと、同居している。

　向こうがどう思っているのかは知らないが、少なくとも、こっちは、そのつもりだ。

「女の子の水着って、高いぞ」

「え」

　いやに、現実的なことを言われた。

「……お前、金持ってるのか？」

「いや…………それなりには、多分」

　少し、不安。ちょっと確認しよう。財布の中には、いくら入っていたっけ……

　足元の買い物カゴから、いつもの、茶色の財布を拾い上げて、ゆっくりと開く……

　ぱさっ、という音と共に、財布に挟はさまれていた紙切れが、落下した。

「あれ？」

　海パンの上に着地した紙切れに、視線を落とす。

　フィルム会社の名前が薄うすく印刷された、白い、長方形の紙……写真だ。裏返った、写真。

「何だお前、写真なんか財布に挟んでるのか」

「いや、そんな覚えは……」

　言いつつ、落ちた写真をそのままに、開いた財布の中身を見る。

　いつもの形だ。二つ折りの構造で、向かって右側が小銭入れ、左側がカード入れ。薄いフィルムが張られたカード入れには、十葉高校の学生証がぴったりと入り、なかなか、いい塩梅で……

「あ！」

　フィルムの窓から、学生証に貼られた写真から、見慣れない女の子が、こっちを見つめている。学生証に、見慣れない女の子の写真が貼はり付けてある。大人になる寸前の、幼い顔立ち。髪かみを後ろで二つにゴムで縛しばり、何故か前まえ髪がみ一ひと房ふさだけが、局所的な寝ね癖ぐせのように、重力に逆らってぴんと跳はね上がり──

　いや。透は、思い出した。

『見慣れない子』じゃない。この子は、『見た事がある』。

　この子は、さっきの。

　え、つまり。

　混乱した意識に答えるように、脳が、さっきの情景を、思い出す。

　数十分前の風景を、リピート再生。

　あの時……世界の時間が止まった、あの時。

　……そう、確か、左手から、海パンと財布を取り落として……

　……そして、数秒、棒立ちになって……

　そして、そのまま、足元も見ずに、落ちていた財布と、海パンを拾って──

　そう、足元も見ずに。つまり。

「財布を……」

　間ま違ちがえて、人の財布を拾って、

「取とり違ちがえ…………」

「あ！　何これ？　ひーちゃん、何この子？」

　叫さけび声ごえと共に後ろから伸のびてきた手が、透の手から財布をひったくった。

「なーんで、こんな所で、女の子の写真だしてんのー？」

「え」

　魔ま法ほうにかかったように、振ふり返る。いつの間にか、後ろに立っていたのは、七尾。同じく、十葉高校、学園行事実行部の一員。いまどき珍めずらしい三つ編みメガネ、絵に書いたような文学少女スタイル。ちなみに、その中身は「絵」とは真逆だったりする。

「なーに？　誰、この子？　ひーちゃんの彼女？」

「違うぞ」

「何やってんだよ、七尾」

　出現した七尾に向けて、鳥羽が座ったまま振り返って顔を向ける。

「買い物終わったのかよ。とっとと…………」

「うっさいわね。まだよ。女の子は時間がかかるに決まってんでしょうが」

「何なら選んでやろうか」

「黙だまってろ……あ、」

　めんどくさそうに鳥羽をあしらいつつ、財布の中の学生証を、まじまじと見つめる。

「この子……」

　呟つぶやいて、学生証から、目を離はなした。

「なんで、ひーちゃん、愛あい華かちゃんの財布、持ってんの？」

「愛華ちゃん？」

　立ち上がり、振り向いて、七尾の手から財布を取り戻もどし、学生証の、名前の欄らんを見る。

『生徒名』の横に、丁てい寧ねいなボールペン文字で『式しき津づ、愛華』と、書いてあった。

　式津、愛華っていうのか。なるほど。納得しつつ、学生証の全体を確認。自分のと、同じ学生証だ。つまり、この財布の持ち主、あの子も、十葉市立高等学校の、在学生。

　生年月日を見ると、どうやら一年生のようだ。後こう輩はいだ。

　と言っても、高二の始めに転校してきた自分とは、在学期間は一いつ緒しよだが……

「七尾、この子と知り合いなのか？」

　学生証から目を離して、質問する。七尾は、立ったまま「うん」と呟いた。

「うん。知り合い。中学ん時の、部活の後輩よ」

「へえ」

　鳥羽が、軽く呟いた。

「俺、知らねーんだけど。その子」

「違う部活だったじゃん。知る訳ないっしょ」

　七尾と灯璃、そして鳥羽は、同じ中学出身だ。

「灯璃は、知ってるかもね。何回か、一緒に遊んだりしたし……

　……でも、この子、確か、高校入試受けて合格したそのすぐ後、今年の、二月十二日に、朝のランニング中に、『あの事故』に、巻き込まれて……」

「あの事故？」

　思わず、復唱する。『二月十二日の、あの事故』。それだけで、分かる。

　二月十二日、この十葉市で起きた『事故』と言えば、あれしかない。

　あの、隕いん石せき墜つい落らく事故だ。

　その日は、情報処理鉱物生命体『宝石』が、隕いん石せきに混じって、地上に降ってきた日だ。

　その日、十葉市に突とつ如じよ降ってきた隕石は、落下地点を吹ふき飛とばし、大勢の人間を死亡・行方不明・負傷させた。

　その衝しよ撃うげきで、隕石に便乗していた『宝石』も、粉々に砕くだけ、いくつもの『欠片かけら』『破片』となった。粉々になったそれらは、それぞれ独立した存在となり、その体積に比例して、それぞれの知能と力を持った。

　体積が大きい奴やつらは、自己の意思すら持ち、墜つい落らく地点にあった、『ヒトの形をしたモノ』つまり……脳死状態、または完かん璧ぺきな死体……の身体の構造を書かき換かえ、寄生、融ゆう合ごうし、ヒトと同じ外見、生理構造を得、『地球人に混じった宇宙人達』となった。これが、通つう称しよう、『欠片』。……これが、さっきの赤あか髪がみの少女、由宇の、正体だ。

　体積が少ない、知能が低い『宝石』は、自己の意思を持たないが、何かの弾はずみで──例えば、隕石墜落時の爆ばく風ふうの影えい響きようで──生きている人間の、身体の中に侵しん入にゆうすれば、自動的に『宿主』の身体構造を書き換え、その『人間』は、元の意志と感情を持ったまま、身体能力が『人間離ばなれ』を始める。これが、『宇宙の力を手に入れた、特とく殊しゆな人間達』。通称、『破片』……ちなみに、自分、氷見透と、不破灯璃も、これだ。

　という訳で、隕石墜落事故に巻き込まれ、そして、生き残った、と言う事は、つまり、その際、この『破片』が、体内に侵入した可能性が、それなりに高い訳で、

　ひょっとしたら、この子は……

　考えつつ、学生証の写真を、見直す。

　……この子も、その…………

　いや。透は、写真から、目を逸そらした。

　そんな事は、とりあえず、どうでもいい。

　今、問題にすべきは、

「……どんな子なんだ。この子は」

　聞きながら、思わず緊きん張ちようする。『あの情景』を、性しよ懲うこりも無く、また脳内でリピート再生。

　さっき……カーテンを開け、その…………

　……裸はだかを見て、しかも、そのまま、財布を持って、逃にげてきてしまった。

　言い訳のしようもない。まるっきり弁解の余地もない話だ。

　謝って、話して許してくれればいいが、もし……

「えーっと」

　こちらの気き迫はくに押おされたのか、七尾は慌あわてたように後ずさった。

「うん…………そう、ね」

　右みぎ斜ななめ上うえを見上げつつ、顎あごに人差し指を当てて、一言。

「何か、一いつ生しよ懸うけ命んめいな子」

「へ」

「思い込みが、激しい……かも」

「思い込み？」

「あの、さあ」

　七尾はこちらに視線を向け、言葉を続ける。

「その……二月十二日の『事故』自体は、大した事、無かった訳よ。愛華にとっては。

　彼女の家は現場の遠くだし、ランニング中に巻き込まれただけだから、ちょっと怪け我がして、ちょっと入院しただけで済んだの。でも……」

　少し、口ごもり、

「ほら、あの子、ちょっと……熱血過ぎる所あるから…………その後、ちょっと」

「その後？」

「退院して、高校に入学して、その後……高校には、何とか、来てるらしいんだけどさ。

　……なんか、それ以来、『妙みような所』へ、出入りを始めたみたいで……っ…………と」

　そこまで言って、七尾は口を閉じて、

「そんな事より、さ。ひーちゃん」

　そして、話題を変えた。これ以上は陰かげ口ぐちになる、と思ったのだろうか。

「取とり違ちがえたんならさ、ひーちゃんの財布……向こうに行っちゃってるんじゃ？」

「…………あ！」

　思わず、声が出た。今いま頃ごろ思いついた。そうだ。そっちの問題もあった。そうだよ。おれとあの子は、同じ形の財布を使っていた。だから、取り違えたんだ。つまり、あの子は、そうと知らずおれの財布を持って行ったわけで、

　おれの財布が、学生証が、向こうへ行っている。ええと、つまり。

　まずいぞ。そう、まずい。何がまずい？　ええと、つまり、こっちの名前と、顔写真が、向こうに行っている。ええと、つまり、身元が、ばれた訳で、もう、逃げられない訳で、ああ、いや、まあ、それは、とりあえず、いいとして、

「あ」

　明日からの旅行のチケットを、財布の中に、入れたままだ。

　まずい。今度は、その言葉が、形を持った姿で頭を埋うめた。明日、まさに明日、必要なチケットが、「あの子」の所へ、行ってしまった。由宇の分も、一いつ緒しよに。

　由宇のヤツ、旅行を物もの凄すごく楽しみにしてたんだ。今、ここで「ごめん、チケットなくした。行けない」なんて事になったら、いったい、どれ程怒いかり狂くるうやら。

「やばい」

　口に出すと、余計心が焦あせる。そう、アイツは、絶対に怒おこる。

　ひょっとしたら、また、『鞭むち』を飛ばしてくるかもしれない。遠えん隔かくで、問答無用に、こっちに痛みを押し付ける、厄やつ介かいな能力。あれ、つくづく卑ひき怯ようなんだよなあ。

　思わず立ち上がり、無意味に周りを見回す。

　十葉商店街は、三階建ての大型ショッピングモールだ。中央公園を取り囲む形でドーナツ型の店てん舗ぽが並んでいて、その敷しき地ち面積は隅すみから隅すみまで走ったら息切れするに十分の広さ。人がはぐれるには十分な広さ。

　あれから、あの瞬しゆ間んかんから、もう、かなりの時間が経ってしまっている。

　あの女の子は、おれの財布を持ったあの子は、どこへ行ってしまったんだろうか。

　この人ごみの中で、名前と顔しか分からない一人の女の子を、どうやって探したら……

『ぴーん・ぽーん・ぱーん・ぽーん』

　スピーカーから響ひびいてきた能天気なチャイムの音が、思考を断ち切った。店内放送だ。今は、それ所じゃない。ええと、何か、いい方法は。

『お客様の、お呼び出しを申し上げます』

　え？

『十葉市よりお越こしの、氷見、透様。

　式津、愛華様がお待ちです。いらっしゃいましたら、一階、中央公園内、インフォメーションセンターまで、お越しください。繰くり返します……』

　そうか。その手があったか。



「女の子と会うならついて行く」と執しつ拗ように要求する鳥羽を根性で振ふり切きり、「ねえちょっとあの子に言いたい事あるんだけど連れて行ってよ」という七尾を何とか宥なだめすかし、一人、スポーツ用品店を背にする。

　公園周回通路を五十歩ほど歩くと、中央公園に植えられたヒメリンゴの枝越しに、インフォメーションカウンターが姿を現した。

『？』の文字が大きく掲かかげられた小さなブースの中に、制服を着た二人のおねーさんが座っていて、その隣となり、公園の中に、待合用の椅い子すがいくつか置かれている。

　大して利用される事もない、塗とり料ようのワニスが剥はげて斑まだらになった木製の椅子、その上に、

　いた。

　椅子に座っている少女の後ろ姿を、目視で確認、足を止めて深呼吸。

　後ろからでも分かる、一ひと房ふさだけ跳はねた前まえ髪がみと、無造作にくくられた後うしろ髪がみ。今はＴシャツとジーンズに包まれている、『寸前少女』の体つき。さっきは、その、布切れ一枚だったのに。ええと、いや、この期に及およんで、何を余計な事考えてんだ。あの子だ。さっきの子。

「…………」

　少女は、ベンチに座ったまま、手元の何かを、じっと見つめている。

　まだ、こちらに気付いた様子は、無い。

　よし。心を決め、覚かく悟ごを決めて足を進める。どうかこの道を無事に帰ってこれますように。

　取りあえず、二、三発のパンチくらいは覚悟しておこう。

　気合を入れ、一歩一歩、少女へと近づいていく。

　夏の日、太陽の下で、緑色に茂しげった広葉樹の木こ陰かげ。

　ベンチに座って、ただ一人、手元の何かを、一いつ生しよ懸うけ命んめいに見つめている少女。

　あと、距きよ離りにして、五歩くらい。さあ、どのタイミングで、声を、

　そう思った、まさに、その瞬間、

「はっ！」

　小さな声と共に、少女は、いきなり、振り返った。

「いやああああああああああああ」

　透は弾はじかれたように叫さけび、なぎ払はらわれたように頭を下げた。

「あああああああすいませんすいませんすいません」

「あ」

　少女は、振り返ったその力をそのまま利用する蒸気機関のように立ち上がり、身体ごと、こっちを向いた。手元、両手で握にぎっていた『何か』を右手に持もち替かえ、そのまま左手を下ろす。それで分かった。この少女がさっきから熱心に見つめていたのは、財布だ。

　正確には、財布の中身、財布の中に入っていた、学生証。

　……つまり、おれの、写真と名前……だ。ちょっとした戦せん慄りつと共に、透は確信する。

　この子は、さっきから、おれの顔写真と、名前を、じっくりと確認して……

「あああああああすいませんすいませんいや謝ってすむことでもないんですけど見たものは見たんですけどいや開き直る訳じゃなくてどうかお心を」

「氷見…………」

「はい氷見透です。十葉高校の二年生です。逃にげも隠かくれも致いたしません。致しませんが、どうかそこを寛かん大だいなお心でこんな事が叔お父じさんに伝わったら私は」

「会いたかったんです」

「はい、私もその通りです。いや、さっきは逃げちゃったけど、いやあれは逃げた訳じゃなくて、いえ、実際逃げたんですけどそれは結果としてそうなった訳であって決して責任を取らずにこのままトンズラここうとした訳では」

「憧あこがれてたんです」

「つまり、その…………」

　頭を、止める。え、今なんて。この子は、今、どういう意味の言葉を、

「…………は？」

　今、耳から入ってきた、この情報は、何だ？

「……………………」

　脳が、耳から入った情報に、『理解不能』の札を貼はり付けて、放り出した。そのまま、無責任に活動を休止。後は任せた、もう知らん。

　脳の統制を失った身体は、おずおずと、元の姿勢に、戻もどった。

　透は、下げていた頭を、元の位置に、戻した。

　目の前の『少女』は、学生証が入ったケースを両手で握り締しめ、まるで……祈いのりを捧ささげる信徒のようなポーズで、今、まさに、念願のアイドルに出会いましたといわんばかりの、キラキラとした瞳ひとみを輝かがやかせて、

「ずっと、会いたかったんです」

　全身で、真まっ直すぐに意思を表現するように、夢見るような微びし笑ようを浮うかべ、上気した顔で、

「あの」

「氷見、透さん！」

　こちらの名前を、呼んだ。

　………………………………。

　

　脳から放り出された情報の塊かたまりには、カタカナのラベルが貼られていた。

　ナニヲイッテルンダ、コノヒトハ。



「ええと、透さんの名前はですね、私、ずっと前から、知ってたんですよ」

「そうなんですか」

「私の属する、『特とく殊しゆ犯罪対策室』の、幹部の方々から伺うかがいまして。その日から、ずっと」

「うん」

「ええと、本当はですね、こういう話を、他人にしちゃあ、いけないんですけどね」

「はあ」

「特に、あの、上司の『おっさん』なんか、物もの凄すごい怒おこるんですけどね、『こっちから連れん絡らくするまでは、一切動くなって言っただろーが』とか、うるさいのなんの。

　……でも、実際、『向こうからの連絡』なんて、この数ヶ月、一回もないんですよ。こっちから、一方的に中身のない報告書送るだけ。おかしいじゃないですか？

　こうしている間にも、『邪じや悪あくな宇宙人』達は、それぞれの計画を、着々と進めているかもしれないのに！

　やっぱりですね、上が動かないなら、下したっ端ぱが動くしか、ないと思うんですよ」

「えらいですね」

「で、先日なんですけどね、ついに、会えたんですよ。直接！　ほら、この写真は、その時のものです。幹部の方々が、一いつ緒しよに写真に写ってくれたんですよ！　この人たちは、日々、危険を顧かえりみず、『邪悪な宇宙人』と直接対決しているんです。

　まじりっけなしの、『正義の公務員』なんですよ！」

「凄すごいですね」

　なんとなく、七尾の言っていた事が、分かったような気がする。

　透は、木製の椅い子すに座ったまま、もう、何度目かも分からない相あい槌づちと共に、思った。

　何でおれは、こんな所で、インフォメーションカウンターの隣となりなんかで、こんな話を聞くはめになっているんだろう。そんな疑問を感じていたのは最初の三分間程度、今はもう、刺し激げきに対して機械的に頷うなずくだけの人形みたいになっている。この子はさっきから、この調子で、ずっと喋しやべりっぱなしだ。内容は──

「私達も、同じです。私達は、余す所なく、『正義の公務員』なんですよ！

　あ、恥はずかしいとか思っちゃダメですよ。普ふ通つうの警官でも、そういう自負って、必要な事だと思うんですよ。まして、私たちの相手は、得体の知れない宇宙人です。正義の自負は、過かじ剰ような事は無いんです。何せ、『人類の為ため』なんですから！」

　この少女が、さっきから言っている、『特殊犯罪対策室』──

　日本国家は、人間に混じって生活する『宝石憑つき』について、独特な、しかし、それなりに筋の通った解かい釈しやくを持っている。即すなわち、『隕いん石せきの影えい響きようで、謎なぞの症しよ例うれいに感染した患かん者じや達』。

　あれらは断じて『宇宙人』でも、『宇宙の力を手にした人間』でもない。『ちょっと変わった病気に感染した、ちょっと変わった人間』である、という訳だ。

　そして、その『ちょっと変わった人間達』への対策として、急きゆう遽きよ作り上げた組織が、『警備局特殊犯罪対策室』。断固として『警察』の一部門、あくまでも、『隕石の影響で、謎の症例に感染した患者達』に対する、犯罪対策専門機関、というわけだ。

『患者』は、その症しよう状じようによって『罹り患かん者しや』と『発はつ症しよ者うしや』に分けられ、両者の判断は『対策室』自身が行う。つまり、『対策室』にとって都合のいい『患者』が『罹患者』であり、『対策室』にとって、都合の悪い……つまり、その力を利用して犯罪行こう為い等を企たくらんだりする可能性のある『患者』達が『発症者』という訳。



    

  
    
      『対策室』の職員は、殆ほとんどが（『欠片かけら』『破片』の差はあれど）『罹患者』であり、それぞれ、その『人間離ばなれした力』を発揮しつつ、『発症者』を追うことが仕事──

　とはいえ、その実質は、数名の『実行部隊』を除いて、殆どの職員が、形だけの仕事と『待機命令』を与あたえられるだけの、まさに、『給料泥どろ棒ぼう状態』。

　要するに、「金も地位もやるから、黙だまっておとなしくしていろ。『人間離れした力』を、むやみに宣伝するな。『謎の隕石』の事は、世間には絶対に秘密だ。本当にヤバイ奴やつらは、こっちで何とかする」というのが、組織の主な方針なのだが……

　しかし……

「下っ端は延々待機、『幹部』しか働かない、『幹部』に全てを押おし付ける。

　そんなの、おかしいじゃないですか！」

　この子は、その立場に、永遠の待機状態に、納得していないらしい。

「下っ端とはいえ、出来る事は、ある筈はずですよ！」

　さっき、七尾が言っていた、『妙みような所への出入り』とは、この事か。軽く、納得。

　この子、この調子で『対策室』の方へ（頼たのまれもしないのに）押しかけて、その仕事について、色々と口を出しているのだろう。多分。

「で！　夏休みにもなったし、いよいよ、『幹部の人たち』に、会いに行ってみたんです！」

「『幹部？』」

「『幹部の人たち』の本部……『欠片同盟』の、本部に、です！」

　選手宣せん誓せいのように、誇ほこり高たかく胸をそらす。

「この写真は、その時のものです！」

　そのまま、当然のように、写真を突つき出した。さっき、財布に挟はさまっていた写真だ。

「…………」

『欠片同盟』……その名は、まだ、記き憶おくに新しい。透は、思い出した。

『特とく殊しゆ犯罪対策室』に属し、他の『発症者』を狩かる事と引き換かえに人間社会に侵しん入にゆうし、自らの立場と権力を高め、生存（と、或あるいは、他の、何らかの野望）を達成しようとする、『欠片』達の組合。

　その構成員は、全員が、高質量の『欠片』たちで──思いながら、写真を覗のぞき込む。

「この写真……どうやって撮とったの」

「カメラを持っていきました！」

　元気よく返事。そんな職場にカメラを持って行くって、その発想が凄いよ。

　写真の背景は、どこかの雑居ビルの入り口。ひょっとしたら、これが『欠片同盟』の、本部なのかもしれない。その玄げん関かんでポーズを決めるように、目の前の少女、式津愛華と、それを取り囲むように立つ、三人の「人ひと影かげ」が、写っている。

「よく、一いつ緒しよに写ってくれたもんだね」

「頼みましたから！」

　撮る愛華も凄すごいが、撮られる方も凄い。

　まず、真ん中で、緊きん張ちようしたような作り笑いを浮うかべているのが、愛華。髪かみ型がたと服装は、今日と一緒。前まえ髪がみ一ひと房ふさの癖くせ毛げと、二つに縛しばった後うしろ髪がみ。Ｔシャツとジーンズ。

「あ、ちゃんと制服を着ていくべきでしたね」

　そういう問題じゃ、ないと思うんだけど。透は喉のど元もとまで出たツッコミを、飲み込んだ。

愛華の右側に、少年が立っている。愛華の左ひだり肩かたに右手を置き、いたずら小こ僧ぞうのような笑顔を浮かべ、左手でピースサインを作る少年。二重の涼すずやかな瞳ひとみ、女の子と見まごうばかりの綺き麗れいな肌はだ、ちょっと色素の薄うすい灰色の髪かみを短たん髪ぱつに刈かり揃そろえたその外見は、まさにテレビのジュニアアイドルみたいだ。その低い鼻先にはアクセントのように少しソバカスが浮かび、パッと見は中学生くらいの「美少年」に、見える。

「あ、その人は、灰はい人とさんです。若く見えますけどね。れっきとした、大人ですよ」

　どうだか……愛華の解説を聞きながら、心の中だけで、透は思う。

　彼らは、手に入れた国家権力の片へん鱗りんを使い、事故時の『行方不明者』の戸こ籍せきを流用して、自分の身分を作っている。肉体年ねん齢れいと『設定年齢』とは、基本的に、何の関係もない。

　灰人と呼ばれた少年の右みぎ脇わき、写真のすみっこには、二人目の人影が「突っ立たっている」。

「これは……女の人？」

「女の子だと思いますけど」

　こちらの小さな呟つぶやきを逃のがさず、愛華はキッチリと答えた。

「こんなに若いのに、頑がん張ばってるんですよ。凄いですね」

「……」

　そう、女の子だ。

　そこそこ背が高く、ネクタイつきの紺こん色いろスーツをまるでマネキンみたいに完かん璧ぺきに着こなし、しかしそんな格好をしている割には一目で『女の子』と分かる、端たん整せいで秀しゆ麗うれいな顔立ち。

　体つきは、本当に栄養が足りているのか怪あやしいくらいの細身スレンダー。由宇や愛華とはまた違ちがったタイプだが、パッと見の印象は、かなり、可愛かわいい。

　……しかし、その調和は、その頭に生える『青い髪』によって一転、不気味とすら思えるような印象になっている。

「その、青い髪の女の子は……」

　愛華が、写真を指し示した。

　そう、青い髪。

　スーツの女の子は、ヒトにはありえない筈はずのその髪をポニーテールにくくり、しかし、それに何の感情も感想も持たないような無表情で、やはり青い瞳を半眼に開いて、まるで「キレイなヒトのカオ」という仮面をつけた人形のように、ただ、戸板のように突っ立っている。

「その子の名前は……ええと、聞けなかったですね。そして」

　愛華の指が、『青い女の子』から離はなれ、左へと滑すべっていく。

「で、ええと、この人は」

　新しく指し示された人物、写真の左側に立つ人物には、見覚えがある。

　流れるような金きん髪ぱつ、丸っこい童顔に大人の瞳を持つ、年ねん齢れい不ふし詳ようの女性。

「栗くり林ばやし……浅あさ黄ぎさん」

　思わず呼んでしまった名に、愛華は、感激するように反応した。

「知っているんですよね、浅黄さんを！」

「まあ…………知って」

　この人とは、浅黄さんとは、先日の事件で、ちょっと縁えんが出来た。

「流石は、透さん！」

　星を浮かべたような、憧あこがれるような瞳。

「今朝、浅黄さんに電話して、話を聞いたんですよ！　浅黄さん、透さんの事を、凄く褒ほめてました。ちょっと、予想がつかない人だ、って、言ってました。浅黄さんにそうまで言われるなんて、凄い！」

　それって、本当に褒め言こと葉ばだったんだろうか。ちょっと不安。

「それだけじゃないでしょう？　私は、知ってますよ。透さんの事」

　写真を、まるで何かのご本尊のように財布にしまいこみながら、少女は確信のような言葉を続ける。

「八月一日には、凶きよ悪うあくな『発はつ症しよ者うしや』である、『卑口』を、その手で倒たおしたとか！」

　…………。

「倒したんですよね！　記録では、灯璃さんが倒した事になってますけど……

　いいえ、浅黄さんに聞きました！　あれを倒したのは、透さんなんですよね！」

　…………確かに、そうだけど。透は、思った。

　その事は、卑口の事は、あんまり、思い出したくない。

「さらに、先日の事件では、『卑口』の後ろにいた真の敵、『対策室』最優先マークの『発症者』、『白い人』にさえ、手痛いダメージを与あたえたとか！　その野望を、寸前で阻そ止ししたとか！」

　……野望を、寸前で阻止、か。

「まだ、透さんは、『対策室』には、正式登録は、されていないようですけど……」

　そんな事まで。この子、こんな情報を、どこから手に入れているんだろう。少し考える。

『対策室』の上司は、こんな情報を、気軽に末まつ端たんに漏もらしたりしないはずなんだけど。

　なんで、こんなに、情報がダダ漏れになってるんだ？

「でも、大だい丈じよ夫うぶですよね」

　勢いをつけて、ばっ、と、こちらの顔を覗のぞき込む。

「透さんも、もうすぐ、『対策室』の、一員になるんですよね！」

「え」

　当然のように断言され、思わず、言葉につまる。

「いや、その」

　透は、言葉を濁にごし、目を逸そらした。

　……この少女には悪いし、あんまり大きな声では言えないが。

　……今のところ、そのつもりは、なかったりする。

　勿もち論ろん、今のままでは、自分は『発症者』だし、その方が……『対策室』に属して、その命令を聞いていた方が、いいんだろうけど──でも、

　由宇の事もある。自分が、『対策室』に入ったら、由宇も、『欠片かけら同盟』に、入らざるを、得ないだろう。『欠片同盟』の方針は、悪いけど、由宇とは、合わないような気がする。

　浅黄さんも黙もく認にんしてくれているみたいだし、今の所──というのが、正直な所だ。

「ええと……」

　愛華の視線を感じながら、口をおずおずと開く。

「……まあ、考えては、いるような」

　一応、煮にえ切きらない返事。

「考えてください」

　少女は、煮え切るように、大きく断言した。

「明日、また、連れん絡らくします」

　明日って。

「善は急げですよ」

　木製の椅い子すに座ったまま、ずいっ、と、身を乗り出してくる。

「あ、いや、」

　迫せまってくる少女の顔面に押おされ、思わず身をそらす。

「一いつ緒しよに、戦いましょう」

　下がった距きよ離り分、構わず突っ込んでくる。

「私と、一緒に」

　ああっなんでそんなに無防備に近くにっ

「透さん、私を、」

　うわ。この子は、真まっ直すぐな瞳ひとみで、真っ直ぐに見つめて。なんか、本当に、懐なついてくる子犬みたいで、はっきり言って、けっこう可愛かわいいというか

「指導してください」

　ああああこんなに近寄るといい匂においが近い近い息がっ指導って何だ何を指導するんだっ

「その、別に、おれは、そういう事に熟練している訳ではっ」

「充じゆ分うぶんです」

　いや、そんな、買かい被かぶりって言うか、おれは、まだ、

「『邪じや悪あくな宇宙人』の、倒し方を、私に」

　そりゃそうですよね。うん。

「あ、そうだ。その前に。サインくださいサイン」

　身を乗り出したまま、ポケットに手を突っ込んだ。

「いや、サインって。いいけど、どこに」

「婚こん姻いん届とどけに」

「婚姻は十八歳さいからでっおれはまだ未成年で稼かせぎも無いしっ学生だしっ後見人の叔お父じさんは怖こわいしっ」

「でも、見たでしょう？」

「あ、いや、すいません。見ました。いや、その、この目が」

「責任は、取りましょう」

「あっ、いや、そんな、じゃあ、その」

「冗じよ談うだんです」

　すっ、と椅子に座りなおし、無む邪じや気きに「にこっ」と笑った。

「冗談ですよ」

　よかった本当によかった。全力フル活動する心臓を服の上から押さえ、少女から目を逸らす。消し飛ばされるかと思った。食われるかと思った。帰ってこれなくなるかと思った。

「まだ、今は」

　あああ聞こえないフリ聞こえないフリあああああ冷ひや汗あせが鼓こ動どうが

「透さんの、その力とですね……

　私が、『破片』と共に手に入れた『特技』を合わせれば、たいていの敵には…………」

「あ」

　突とつ然ぜん、透の胸に、チクリ、と、痛みが走った。

　比ひ喩ゆ的てきな意味ではない。軽い力で、抓つねられるような痛み。

「…………どうしたんですか？」

　痛みは、すぐに消えた。怪け訝げんな顔の愛華に愛想笑いを返し、周りを見回す。

　見回しながら、Ｔシャツの上から、さっきの軽い痛みの箇か所しよ、もう古くなった傷きず跡あとを押さえる。この痛み、何も触ふれられてはいない、唐とう突とつな痛みの発生源は、

　インフォメーションカウンターの横に、白いワンピースの少女が、腕うで組ぐみをして立っていた。そう、この少女、由宇こそが、この『痛み』の発生源。透は確認する。

『欠片』であるこの少女は、ヒトに自分の一部を分わけ与あたえ、『破片』にする事が出来る。　四ヶ月半前、家に唐突にやってきたその時、この少女は、問答無用にこちらの身体に『破片』を突っ込み、その身体を改造した。それによってこちらの身体は『人間離ばなれ』を始め、そして、『欠片』と交こう尾びする事により、『欠片』の次世代を作る事ができるようになった。少女は、この力を利用して自分の分身たる『欠片』を量産し、この人間世界を支配するつもり……だった。

　彼女がそれについて、今どう思っているのかは分からないが、とにかく、少女の『破片』は、まだ、こちらの体の中に、残っている。

　そして、『欠片』は、自分の『破片』に、干かん渉しようする事が出来る。耳には聞こえない超ちよう音おん波ぱを放ち、『破片』に痛みを与える事ができるのだ。これが、通つう称しよう『鞭むち』。

『鞭』によって、この少女は、遠えん隔かくで、こちらを痛めつける事ができるのだ。多分、その気になれば、そのまま殺す事ができる程に。……幸い、最近は、その使用頻ひん度どと強度は、かなり少なめだが。当たり前だ。そうホイホイ痛めつけられてたまるか。

「由宇」

　名前を呼ばれた少女は、ゆっくりと腕組みを解き、険しい視線のまま、ずかずかと近寄ってきた。

「由宇、お前、何か、用が」

　無言のまま近づき、そのまま、右手で、こっちの右みぎ腕うでを掴つかむ。

「帰るぞ。用は、済んだのだろう」

「え…………あ、うん」

　手を引かれて、立ち上がる。

「さっきから、待っているんだ」

　掴んだ右腕をぐいぐいと引っ張りつつ、後ろ姿で、そっけない言葉。

「いつまでも、ぐずぐずしているんじゃない」

「え、お前ら、もう、水着、選んで……」

「七尾が、まだだ。私は、終わった」

「じゃあ…………」

「お前がいないと、勘かん定じようが済まないだろうがっ。とっとと来い。用は済んだのだろうが」

「おい、ちょっと、引っ張るなって、おい、分かった分かった行くから引っ張るな」

　腕を引かれたまま、無理な姿勢で振ふり返り、後ろにいる愛華に声をかける。

「それじゃあ。あの、今日は、ありがと…………じゃなくて！　ごめん！

　式津さん！　それじゃ」

「早く歩け。馬ば鹿かが」

　振り返ったまま、愛華に、最後に大きく頭を下げ、

　透は、進行方向、由宇の後ろ姿に、身体を戻もどした。





「…………」

　引きずられていく透を、しばらく呆ぼう然ぜんと見つめ、

「…………」

　取り残された少女、式津愛華は、小さく、頷うなずいた。

「……………………あの子」

　視線をそのままで、透を引きずって消えていった少女の姿を、思い出す。

　携けい帯たい電話を取り出して、電話帳を呼び出す。

「…………もしもし？」

『対策室職員』の少女は、電話に出た相手に向けて、喋しやべった。

「……愛華ですけど」

　電話の向こうから、声がしている。焦あせったような口調で、何かを、喋っている…………

　愛華は、その言葉を、聞いてはいない。

「…………『発はつ症しよ者うしや』を、発見しました」

　透の去っていった場所を見つめたまま、そのまま、言葉を続ける。

「少女型です。……はい。

　前ぜん途と有望な者を、自分の配下にして…………支配しています」

　そして、断言のように、呟つぶやく。

「…………私が、排はい除じよします」





「神代島へ、行くんだよ」

　自宅の居間に置かれた、二つのスポーツバッグを前に、透は宣言した。

　青いのが自分の、赤いのが由宇のだ。女の子の旅行セットなんかよく分からないので、水着を買いに行った帰り、灯璃と七尾に手伝ってもらった。女三人で散々長い事大おお騒さわぎしていたが、それもやっと無事に終わり日も暮れ、後は、明日の出発を待つだけ。

　…………なのだが、

「だから、明日は、早いんだ。早く寝ねろ」

　さっきから、由宇は、スポーツバッグを睨にらみつけたまま、正座して動かない。

「むう」

　赤いスポーツバッグを前に、眉まゆをひそめる。

「何か、まだ、忘れ物をしているような気がするのだが」

「してないっ。お前ら、何時間かけたと思ってんだ。これ以上忘れるものなんか無いだろ」

「だが、万一ということもある。もう一度、荷物の点検を」

　別に、忘れ物の心当たりなんか、無い筈はずだ。透は、確信している。

　コイツは、単に、ワクワクしているだけだ。そのくらい分かるんだからな。

「いいから、とっとと寝ろ。明日、辛つらくなるから」

「子供に言うように言うな」

「とっとと寝ろ」

「子供じゃないと言ったら寝る」

「子供じゃないからとっとと寝ろ」

「アイツなどより、よっぽど物を知っているぞ。私は」

「『アイツ？』」

「うるさい」

　何故か怒おこったように振り返り、右手を振り上げて、こちらをびしっ！　と指差した。

「見たらしいな」

「な、何をですか」

「色々と」

「色々となんて、そんな」

　いや、ほんの、数すう箇か所しよで、

「お前は、身体しか見ていない」

「は？」

　会話の流れが分からない。本当、相変わらず……時々、訳が分からない。

　とりあえず、「お前は身体も心も子供だ」とでも言ってみようか。やめよう。絶対に怒る。何故か、断言できる。言ったらコイツは烈れつ火かに怒る。

「…………じゃあ、おれは、先に、寝るぞ」

「……………………わかった」

　由宇は右手を下ろし、立ち上がった。

「私も、寝る。では、明日」

　廊ろう下かへと続く戸を開けながら、後ろ姿で、一言。

「…………楽しみだな」

「ああ」

　透は、頷いた。



　そう、明日、出発だ。

　楽しい思い出が、作れるはずだ。

　そうに、決まっている。



    

  
    
      二章　出発、船の中






　夜の闇やみ、港の明かりの中、港と船体を繋つなぐタラップが、モーター音と共に離はなれてゆく。

　船体が船着場脇わきのゴム緩かん衝しよ材うざいからゆっくりと剥はがれ始め、両者の隙すき間まに生まれた人工的な海かい峡きようが、流れ込んだ海水が作り出す複雑な海流と共に、斜ななめに広がってゆく。

「おおおおおお」

　船の屋上、トップテラスからそれを見下ろしていた由ゆ宇うは、鉄製の手すりから、まるで鉄棒をする小学生のような按あん配ばいで身を乗り出しつつ、腹から声を出した。

「離はなれたぞ」

　顔を上げて、確認するように、一言。

「船が、離れた」

「そのまんまの感想だな」

　その隣となりで、透とおるは、冷静にツッコミを入れた。

「落ちるなよ」

　実は、こんな事を言いつつも、これでけっこう興奮している。素直に感想を漏もらす由宇が、ちょっと羨うらやましかったり。

　眼下、港の施し設せつの明かりが、職員の手によって、次々と消されてゆく。

　離れてゆくタラップが操作され、船着場の上で、ゆっくりと折りたたまれてゆく。

「…………あいつらは」

　身を乗り出したまま、由宇はそれを指し示した。

　その服装は、南国っぽい半はん袖そでのアロハシャツに、短めのカットジーンズ。昨日、家の奥おく底そこの押おし入いれから発はつ掘くつして引っ張り出して洗せん濯たくした、ほぼ新品の「よそ行き」だ。手荷物を入れた赤いリュックサックを背中に背負い、まさに、「旅行に行く子供」。

「あいつらは、ずっと、ここで、この仕事をしているのか」

「『あいつら』って言うな。そうだよ」

「ほおお」

　指を下ろし、得心するように頷うなずく。

　汽笛の響ひびきと共に、もやい綱づなが船に巻き取られてゆく。船と陸をつなぐものは、もう、完全に無くなった。船と陸の海峡も船の動きと共にすでに大きく広がり、明日の朝まで、この船は、この海の中、独立した、一つの世界になる。

「あの人たちは、毎日、この仕事をしてるんだ」

「昨日の夜も、していたのか」

「そうだよ」

「一ヶ月前も、変わらずにか」

「勿もち論ろん」

「私が、あの家に、初めて来た時も」

「多分な」

「お前が、この世に、生まれた夜も」

「ひょっとしたら」

「ほおおおおおおお」

　もう一度、深く頷き、少し考え、頷いて、

　そして、おもむろに、一言。

「人間の世界は、人間が動かしているのだな」

　…………たまに、こういうことを言うから、コイツは侮あなどれないんだ。

「そうだな」

　この旅に、こいつを連れて来て、よかった。いや、まだ、始まったばっかりだけど。

「あ…………おい！　ちょっと、こっちへ来い、透」

　手すりから手を放し、足を甲かん板ぱんに着地させた少女が、ぐいぐいと服を引っ張ってくる。

「何だよ」

「向こう側へ行くと、海が見える」

　そのまま、後ろも見ずに甲板上を走って、向かいの手すりへと移動。

「あ……おい、あんまり走ると」

　声をかけながら、その後ろについていく。今、自分たちが履はいているのは、備え付けの船内用スリッパ。スニーカーと違ちがい底面に滑すべり止どめの溝みぞもなく、甲板の床ゆかが濡ぬれているせいもあって、無防備に走ると、とても滑りやすい。

　そんな、こちらの心配を意に介かいする風も無く、由宇は器用に身体を動かし、向かいの手すりに無事到とう着ちやく。強くなり始めた海風に長い赤あか髪がみをなぶられながら、まっすぐに、前を見つめる。遅おくれて到着し、その見つめる先を、同じく、見る。

　微かすかに光る湾わん内ない施し設せつと、遥はるか先で点てん滅めつする灯台、そして、広大な黒い水面。

「海だ！」

　改めて、確認するように、大声。

「お前、海なんか、散々『観察』して来たんじゃないのかよ。『宝石』の時に」

「『観察していた』だけだ」

　視線を、眼前の未知から外さないまま、赤髪の少女は、元気に言った。

「第一、その時の記き憶おくは、『私』には、殆ほとんど、残っていない」

　コイツの、コイツの額の宝石は、当年とって三億歳さい。

　宇宙の果てで生まれて三億年宇宙を放ほう浪ろうし、そして、五百万年前に地球を発見した。

　本来は、人間なんか問題にならないほどの『知識』を溜ため込んでいる筈はずなのだが、半年前に『ヒトの形』を得た時、その殆どを封ふう印いんしてしまったそうな。

　そして、徐じよ々じよに、『宝石』であった頃の記憶は、薄うすれ始めているらしい。

　つまり、これは……

　船の動きと共に、海風がますます強くなってくる。

「寒い！」

　襟えりを立てて、由宇が叫さけんだ。その姿を見て、しみじみと考える。

　つまり、これは……徐々に、『人間』に近づいてきていると、思っていいのだろうか。

「そして、ベタついている。潮風が！」

　風に歯向かうように叫びながら、リュックサックに手を伸のばす。前を向いた姿勢のまま、器用に背中からパンフレットを取り出し、吹ふき付ける風に逆らって、力ずくで地図のページを開く。

「今、この船は、ここにいる訳だ」

　そのまましゃがみ込み、確認するように、地図の上の一点を、小さな指で指し示す。

「そして、ここを通って……」

　のっぺりした水色、『海』を表す記号の上を、そのまま、指が滑ってゆく。

「明日の朝には、ここだ」

　指が到着したのは、『神かみ代しろ島しま』と記き載さいされた、小さな、丸いオレンジ色。『島』を表す記号であり、そして、これから、自分たちが、一泊ぱく二日を過ごす、『世界』だ。

「海をたどると、陸に着く」

　断言して地図をしまい、後ろ手で器用にリュックを閉めて、元気に立ち上がる。また、手すりから身を乗り出して、一言。

「海には、波がある」

　当たり前だ。なんてツッコむのは、やめておく。

　突とつ然ぜん、背後、港の方角から、ぼん、と、軽い爆ばく発はつ音おんがした。

「あ」

　振ふり返って、音の発生点を確認する。黒い水面と夜の空の果て、もう、だいぶ小さくなった港と、その遥か彼方かなたの、東京の夜景の上に、

「花火が！」

　色とりどりの光の球体が、闇やみを照らし、そして、消失する。

　花火が、上がっている。

「船の上からでも、見えるもんだな」

　透は、手すりに凭もたれて、呟つぶやいた。竹たけ芝しば桟さん橋ばし付近で開かい催さいされている、花火大会だ。

　まだ、終わっていなかったのか。本当は、陸から、船に乗る前に見るつもりだったのだが、会場には人が多く、遅れてやってきた自分達は、ろくに天を見上げないまま乗船手続きを済ませる事になってしまったのだが。

　けど、ここで、こうして見れるんなら、それも、いい感じだ。

　手すりに手を置き、頬ほお杖づえを付いて、都会の灯と、その上に上がる光の色しき彩さいを見つめる。

　飛び散った球体の光が、銀、赤、緑、青、赤の五重構造を描えがき、そして、闇に消えてゆく。

　こうして遠くから見ていても、小さな丸い火の塊かたまりは、しっかりと、花火だ。

「なあ」

　横で、由宇が呟いた。

「何で、あれは、あんな色に燃えるんだ」

「え…………と」

　口ごもる。こいつは、疑問に思った事は、何でも聞いてくる。

「炎えんし色よく剤を入れた『星』が、タマの中で多重構造になってんのよ」

　背後から、いつの間にか近寄っていた七なな尾おが、言った。ゆっくりと前に進み、手すりに身体を預けて、遠くを見つめる。

「今のは、『四よ重え芯しん変へん化か菊ぎく』。中心の芯星～外周の親星を含ふくめて、五重構造ね」

　声と共に、もう一度、光の色彩が、彼方の闇に出現した。今度のは、一つきりの大物じゃない。幾いくつもの小さな小花が、まるで、夏のアジサイのように一気に咲さき乱みだれる。

「あれは『千輪』。でっけータマの中に、小さいのがいっぱい詰つめ込んであるから、あんな風に燃える。その中でも特に火花がたくさん開くのを、『千輪菊』っての。

　……作る人は、色々工夫してるのよ。見てる方は、一いつ瞬しゆんだけど」

「何でお前、そんな事知ってるんだよ」

　こちらの質問に、三つ編みを海風に靡なびかせながら、七尾は言った。

「私、文化祭で花火担当だったじゃん。勉強したのよ。否応無く」

「あ、そうだっけ」

「そう」

　八月一日の、文化祭……か。

　まだ、十日前の事だが、何だか、もう、遠い日のような気もする。

　あれから、色々あった。本当に、色々。

「……あの時の花火は、結局、殆ほとんど、おもちゃみたいなモンになったけどね。知識だけは、けっこー残っちゃった訳。今後人生に役立つかどーかは、びみょーだけどさ」

「…………ま、役立つんじゃないの」

「そーかなあ」

「多分」

　無責任に呟いて、七尾から目を離はなし、再び、沖おきを見る。

　船が波をかき分ける音が、ゆっくりとした振しん動どうと共に、足元から伝わってくる。

「…………っと、」

　ふと思いつき、透は口を開いた。

「七尾、お前、暫しばらくここにいるのか？」

「ん？　いるよ」

「おれ、風ふ呂ろ行ってくるからさ……」

「ああ」



    

  
    
      　七尾は瞳ひとみだけでこっちを見て、そして、微びみ妙ように頷うなずく。

「わかった。由宇ちゃん、ちょっと、ここで待っててようね」

「子ども扱あつかいするなと言うのに」

　由宇は、頬ほおを膨ふくらまして言い返した。



　この船には大浴場は無く、また、二等寝しん台だい使用の身分としては、部屋専用シャワーなどというブルジョア設備にも縁えんは無い。使えるのは、船内備え付けのコインシャワーだけ。

　事前情報によると、いつもはかなり行列が出来て使いにくいそうだが、今日の船内は、何故か、全体的に人が少ない感じ。コインシャワーも、空いている。

　ひょっとしたら。テラスから屋内へと入るドアをくぐりながら、透は思った。

　天気予報を見なかったけど、ひょっとしたら台風とかが来ているのだろうか。それで、帰りの船がやばくて、旅行を断念した人が多いとか。ありうるなあ。

　もし、帰りの船がちゃんと出なかったら、どうしよう。お盆ぼんに間に合わないぞ。

　どうしようもない不安を遠くへ放り投げ、二等寝台室へ。船の片かた隅すみに二段ベッドが所ところ狭せましと並べられていて、一人に付き一つのベッドが貸かし与あたえられる。

　全体が一部屋構造で、ベッドごとの仕切りのようなものは特に無い。が、男子席はスペースの右側、女子席は左側の指定席で、それぞれ対極の場所。チケットを買った時に、ちゃんと席分けをしたらしい。

　男ゾーンの中に、足を踏ふみ入れる。一番奥おくのベッドでは、アイマスクをつけた部長が、早くもいびきをかいている。早い。部長の長身に、このベッドは狭せまいだろうに。よくこんなに熟じゆ睡くすいできるもんだ。

　手前のベッドには、鳥と羽ばと羽は幌ほろが二人で座り、二人して何やら熱心に、それぞれの手元の携けい帯たいゲーム機を操作している。

「おい、おまえら、何やって……」

「うわああああ話しかけるなよ透ううまた失敗したじゃないかあああ」

　鳥羽が、叫さけびと共に携帯ゲームを放り出した。ぽふ、とベッドの毛布に着地するゲーム機の画面に表示される、『ゲームオーバー』の文字。

「何やってんだ」

「見て分からんか。ゲームだよゲーム」

　ゲーム機を拾い、また画面を凝ぎよ視うししながら、鳥羽は答える。

「さっきから、ラストステージに挑いどんでるんだが、なかなか…………」

　羽幌の方も、額に汗あせを浮うかべ、画面を凝視。二人して、何やってんだ一体。

「リズムゲームだ。テンポに合わせて、正確に精密に操作すれば、得点が入っていく」

「ほお」

「これが、物もの凄すごく難しくてな。クリアするには、身体能力と記きお憶くり力よくと反射神経と動体視力と、とにかく、様々な能力が複合的に必要で」

「へえ」

「それぞれのステージに物語があって」

「はあ」

「ラストステージは、皆みなの力を合わせて、宇宙をビッククランチから救う」

　どういうゲームなのか、さっぱり分からん。

「そのラストステージが、滅め茶ちや苦く茶ちや難しいんだよ」

　鳥羽の言葉と共に、また二人でゲームスタート。二台の携帯ゲームから、威い勢せいのいいオープニングテーマが流れはじめる。

「まだネットでもクリア報告が一つもなくて、そのエンディングテーマは全国のプレイヤーの中でも伝説になってるくらいで」

「ああ、そう言えば、製作者が雑誌で『最終ステージの難易度は、失敗だった。あれは、自分達にも無理だ』って公式発表してたな……」

「マジでか羽幌？　道理で無茶な難易度だと思った。二人がかりでコレだもんな。よっしゃ。ここでおれたちが華はな々ばなしく名乗りを上げるぜ！　そして皆の喝かつ采さいと賞賛を一身に浴びるんだ！　いくぜ！　もう一回だ！」

「小学生か、お前らは」

　旅行に来て携帯ゲームかよ。なんて勿もつ体たい無ない。

　まあ、本人が楽しけりゃ、何でもいいけど。投げやりに思いながら、青のスポーツバッグを開け、シャワー用のタオルを取り出す。

「ああああああああまたミスったああああ」

「いや、ちょっと待て、鳥羽、やっぱり、これは無理だぞ。

　……冷静に考えると、これは無理だ。人間の限界超こえてるぞこれは」

「頑がん張ばれよ」

　戦う男たちを背中で激げき励れいし、男ゾーンを出て行く。

　船内構造は、何だか無む闇やみに複雑だ。さて、シャワールームへはどう行ったらいいのかな。そう思って、中央の案内所へ足を運んだ所で、

「おお、透くん」

　立っていた青年に、声をかけられた。爽さわやかな瞳ひとみ、そこそこの長身、美形と呼んでもいい、整った顔。まるで若手のインチキ俳優みたいな外見の、この人は……

「七なな尾、遊ゆう也やさん」

　七尾の、兄だ。透は、記き憶おくの奥おく底そこから、存在を引っ張り出した。現在二十歳はたち、大学生。一応、この旅の、引率者だ。少なくとも、形式上は。あくまでも、書類上は。

　遊也はそのまま、怪あやしげな独裁者のように、満面の笑みを浮かべた。

「ところで、由宇君は一体、一いつ緒しよではないのかね」

　いきなりですか。つくづく、この人は、その、嗜し好こうに問題があると言うか、

「一緒では無いです」

「ふむ」

　真面目な顔で、頷うなずく。

「折角、寝ね間ま着き姿を脳裏に深く刻きざもうと思ったのに」

「シャワー行きましょう、一緒に」

「おお、なんと。シャワーか。それはいい考えだ。安心しろ、私の手にかかれば、仕切りの一つや二つ。なあに事故だと言い張ってしまえば」

「肌はだを見せるつもりは無いです。おれは」

「なぜ私が君の肌を見なければならん」

「由宇はシャワールームにはいないからです」

「ならばなぜ、私はシャワーなどに」

「いいから来てください」

　そのまま、手を引っ張る。この人を、由宇のいるトップテラスに行かせるのは、良くない。一応、保護者のつもりだからな、うん。あんまり、怪しげな人間を、由宇のそばに近寄らせるわけには、

「ジェラシーか」

「違ちがいます」



　男二人、連れもって船内通路を歩いていく。船室の隙すき間まを縫ぬうような細い道だ。横に並んで歩くには、ちょっと狭せまい。エンジンに近いのか、ガソリンみたいな匂においが漂ただよってくる。

「どうだ、船の感想は」

　隣となりを歩く遊也の言葉に、透は、少し考えて、口を開いた。

「正直、心細いですね」

　海の中、未知の大地へ、問答無用で進んでゆく。引き返すことは出来ない。

　やっぱり、なんとなく、怖こわい、かも知れない。子供みたいだが。

　帰りの船はあるし、目的地はハッキリしている。それは、分かってはいるんだけど。

「そうか。心細いか」

　この人は、真面目な顔をしていれば、絵になるんだよなあ。

「まあ、気持ちは分かる。あの少女も、恐おそらく、そうだろう。

　……だが、それが、旅の醍だい醐ご味み、というやつだ」

「そんなモンですかね」

「そうだよ。私も、小学生の時、臨海学校でフェリーに乗った時、出発ノンストップで泣いたものだ」

「何でまた」

「だって、帰れないんだぞ」

「帰れますって」

「帰れないと思ったんだ、子供心に」

　結構、繊せん細さいだ。

　遊也は、真面目な顔のまま、言葉を続けた。

「今も、帰れるとは、限らん」

「…………え」

「いや、心構えの話だよ。大した意味は無い」

　言葉と共にこちらに向き直り、カメラの前のアイドルのように、満面の笑みを浮うかべる。

「何かあった時、陸続きならどうとでもなるが、海はそうはいかん。

　……さて、果たして、一人も欠ける事無く、この旅は」

「物ぶつ騒そうな事を…………」

　言い返そうとしたその瞬しゆ間んかん、突とつ然ぜん、ズボンの中で、携けい帯たい電話が振しん動どうした。

　こんな沖おきでも、電波が届くのか。思いつつ、タオルを肩かたにかけ、携帯電話を取り出す。『七尾』だ。船内から、陸の電でん波ぱ塔とうを経由して、また船内に連れん絡らくか。何だか、妙みような感じ。

「もしもし？」

　そんな呑のん気きな感想は、電話の向こう、七尾の言葉と共に、飛び散って消えた。

「透、その…………」

　深刻な声。

「由宇ちゃんが……ヤバイ」



「あ！　透！」

　甲かん板ぱんの上、七尾に抱だきかかえられた由宇の小さな身体は、まるで粘ねん土どの人形みたいだった。ぐったりとして、どこにも力が入っていない。

「あの、海を見ててさ、いきなり屈かがみこんで、動かなく」

「え、ちょっと」

　腕うでの中の由宇は、目を瞑つぶったまま、微び動どうだにしない。顔色は、真っ青を通とおり越こして、まさに紙かみ粘ねん土どのように真っ白だ。何だこれ。一体、

「由宇、おい」

　七尾の腕の中、力をなくした由宇の身体。声をかけてみる。

「どうしたんだ、おい、しっかり」

　こちらの呼びかけに、力なく、うっすらと目を開け……そして、大たい儀ぎそうに、閉じる。

「え、だって、さっきまで、あんなに」

　額には、脂あぶ汗らあせがびっしり。一体、何が。さっきまで、元気にしてたのに、一体、

「おい、由宇、ちょっと、」

「あの…………」

　遠えん慮りよがちに、七尾が、口を挟はさんだ。

「乗り物酔よい、だって」



　子供は、三半規管も、未熟だ。

「私が背負って行こう。なあに少女の身体と密着できるとあらば、多少の」と主張する遊也に「ありがとうございます」とリュックサックを渡わたし、小さな身体を背負い上げる。

「いや、まあ、よくある事よね」

　後ろから付いてくる七尾が、笑いながら言った。

「この兄貴もさあ、昔、臨海学校でゲロ吐はいて、翌日からあだ名が」

「おい、妹。こんな所で、身内の恥はじを」

「うっせえ、恥が服着て歩いてるような男が今いま更さら何を」

「ゲロ……」

　背中で、ピクリ、と、由宇が反応した。

「あ、由宇、お前、口を…………」

　耳元で、少女が、吐と息いきと共に、言葉を吐く。

「嘔おう吐と物…………」

「あ、おい、その、お前、あんまり、今は、その事を、考えない方が」

「内臓が……」

　その声は深く暗く、まさに、今『何か』が、一いつ緒しよにせり上がってきそうで、

「え？　いや、だから、今、リアルに想像しちゃうと、現実に、」

「吐き気が…………」

　人が言った事は、すべからく実現する。これ、誰の言葉だっけ。

「ちょっと、待て。…………えっ、ちょっと待て。頼たのむから、な、今、ここでは」

「……限界…………」

　限界って、おい、ちょっと、今、おれは、お前を、背負ってる訳で、この位置関係で、

「あ、分かった。よく分かった。凄すごく分かった。トイレ行こう。すぐ行く。すぐに、この足で、今まさに、トイレに、洗面所に、だから」

「う……………………」

　あ、ちょっと、ちょっと勘かん弁べんしてください。ねえ、お願いだから、由宇さん。えっと、

「だから、お…………」

「うえぇえええええええええ」

「ぎゃあああああああああああああああああああ」



　着き替がえが一着、初日にして早くも天に召めされてしまった。

　シャワールームで洗ったＴシャツを、ため息と共にテラスの手すりに括くくりつける。括られた布切れは、海風に煽あおられてバタバタと身もだえを始めた。こうして一晩中海風に晒さらしておけば、明日の朝までには乾かわくだろう。もう一度着れるかどうかは、かなり微びみ妙ようだが。

「部屋に寝ねかせてきたよ。由宇ちゃん」

　ドアを開け、姿を見せた灯あか璃りが、挨あい拶さつのように右手を上げつつ、笑顔で言った。

「凄く疲つかれてるみたいだし、このまま、大人しく眠ねむると思う。

　……いやー。それにしても、災難ねぇ。至近距きよ離りで、背中から、こう」

　そのまま、横に立って、手すりに凭もたれる。

「まあ、それも、一つの、いい思い出、って事で」

「他人事だと思って」

「こういう思い出の方が、結構、『後々の思い出』になったりするのよ。あの時、お前、大失敗したなーみたいなヤツがさ。……透にも、そんな思い出、ない？　家族と」

「…………まあ」

　洗せん濯たく物ものから手を放し、灯璃の方を見る。

「ある、かな」

　透は、呟つぶやきながら、努めて軽く、思いを続ける。

　家族と。その言葉は、おれ達にとって、大きな意味を持つ。

　自分の家族は、両親と妹は、もう、亡なくなってしまった。

　そして、灯璃も、自分と同じような境きよ遇うぐうだ。ある日突とつ然ぜん、家族を亡くしてしまった。

　あの、二月十二日に落ちてきた隕いん石せきが、突然、彼女の家族と家を、消し去ってしまった。

　それでも、灯璃は普ふ段だん、その事をオモテに出したりはしない。他人の前では、いつも、普ふ通つうだ。気きじ丈ように振ふる舞まうとか、そういうものじゃない。普通、だ。

　つくづく思う。灯璃は、とても強くて、そして、とても綺き麗れいで…………

　……って、ちょっと待てよ。

　ある事実に思い当たり、透は思考を止めた。

　と言う事は、つまり、おれは、灯璃にとって、「オモテ」の存在で、と言う事は……

「ん？」

　こちらの無言に反応し、微笑ほほえみながら、振ふり返る。

　…………。

　まあ、いいか。

「うん」

　今は、いいや。

「何、頷うなずいてんの」

「いいや」

　沖おきに、視線を逸そらす。

「別に」

　もう、花火も終わり、都会の明かりも遠くなってしまった。

　見えるのは、遥はるか彼方かなたの、名も分からない陸と、同じく、名も分からない家々の光、そして、月に照らされた、夜の空模様だけ。

「さて、私も、そろそろ寝よう、っと」

　灯璃は手すりから手を放し、伸のびをした。伸びをしたまま、言葉を続ける。

「由宇ちゃんの事は、こっちに任せといて」

「ありがと」

「透も、早く寝なさいよ。明日は、早いよ。船内放送で起こされるらしいよ」

「あー」

　手すりに凭れたまま、透は答えた。

「おれは、もう少し、ここにいるよ」

「じゃ、お休み」

「お休み」

　手を振って、灯璃の後ろ姿を最後まで見送る。

　そして、ドアが閉まる音と共に、天を見上げる。

　月の明かりの届かない場所で、星が静かに瞬またたいている。空は、綺麗だ。ここも東京都のはずなんだけど。

　のんびりとした波と、ゆっくりとしたエンジン音を耳に、今日一日の事を思い出す。

　今日は、楽しかった。

　まず、早朝に起きて集合。部長は、朝六時には来て、全員を待っていたらしい。時間には何とか全員揃そろって、そして、皆みな、でっかい荷物を担かついで東京まで出て……

　……ええと、まず行ったのが、浜はま離りき宮ゆう恩おん賜し庭園。

　海辺の公園だ。ビルに囲まれ、走る車の音が聞こえてくるほど幹線道路と隣りん接せつし、しかし一歩中に入れば緑の別世界。遠くにビルの影かげを見ながら、自然がいっぱい。真ん中には茶室みたいな建物があって、部長がやけにその空間を気に入って、「私はここにいる。各自自由散策してくるように」って事になったから、おれは、海岸の丘おかを登って、遥か沖に目を凝こらし、竹たけ芝しば桟さん橋ばしを探そうとして……

　そうそう。記き憶おくの糸が、ゆっくりとほぐれてゆく。で、レインボーブリッジが横断する海を、暫しばらくじっくり一分ぐらい眺ながめてたら、後ろから誰かに何やら指で突つっつかれて、由宇かと思って振り向いたら、

　愛あい華かだった。

「あの話、考えてくれましたか？」とか聞いてきたから、適当にごまかして、ダッシュでその場から立ち去った。

　で……えっと。……次は。そう、東京ミッドタウンだ。

　入って一歩、由宇が『おなか空いた何か食べる』とあまりにもうるさいからそこらへんの店でおにぎりを買ってやって、その食べっぷりがあまりにも美お味いしそうだったから、全員、そこで昼ごはんを食べようって事になって、そして、「相席でいいですか？」の店員の声に頷いて机に向かったら、

　愛華が、座っていた。

「『欠片かけら同盟』の本部は、この近くに……」とか言い出したから、聞こえないふりしてトイレに逃にげ込み、そのまま十分間立てこもった。

　そう……そして、次は、秋葉原へ行った。

　ニュースなんかの特集でたまに見る、関東の電気街。なんとなく、並ぶ店は全て萌もえ萌え、道行く人は全員コスプレ、喫きつ茶さ店てんは全てメイド喫きつ茶さみたいなイメージを持っていたのだが、実際に行ってみると、普ふ通つうの飲食店もあり、そこそこオシャレな建物もあり、勿もち論ろん怪あやしげな店もありの、つまり、人が生きる、普通の町だった。

　で、とりあえず最さい先せん端たんのマシンでも見てみようか、とゲームセンターに入ると、

　両りよ替うが機えきの前に、愛華がいた。

「これから、一いつ緒しよに浅あさ黄ぎさんの……」とか言おうとしたから、走って地下階へ行ってそしてそのままひたすらメダルゲームに没ぼつ頭とうした。

（まったく…………）

　心の中で呟つぶやき、手すりに、背中を預ける。

（熱心なのは、いいんだけど…………）

　背中に感じる、鉄の手すりの冷たい感覚と共に、意識が、現在へと戻もどってくる。

（一体、何を、考えてるんだ？　……）

　まあ、それも、もう終わりだ。これから三日間ほとぼりを冷ませは、彼女も、飽あきる筈はず。

ここまで来れば、大だい丈じよ夫うぶ。

　…………。

　いや、大丈夫だよ。うん。確認するように、頷うなずく。

　だって、……ほら、海の上だぜ？　船の中だぜ？　陸続きじゃないんだぜ？

　大丈夫だよ。こんな所まで、追ってきたりはしないよ。

　…………。

　追ってきたり……してない、筈。

「いや、無いって、本当」

　口に出して言い、わざと大きく首を振ふる。そう、ホラー映画じゃあるまいし。

　そう、ホラー映画じゃないんだから……

　…………。

　そう、映画では、こんな時。ふっと気を抜ぬいて、安心した、その時……

　こうして、のんびりして、油断している時に、まさに、

　音もなく、忍しのび寄よってきて、背後から……

　そう、すぐ背後から……

　…………

　何の音もなく、忍び寄って…………

　……………………

「うおおっ！」

　気合と共に、全力で振り返る。

　後ろは、無人の甲かん板ぱん。誰もいない。

「は……ははは」

　少し、自じち嘲よう気味に、笑う。そりゃそうだ。いくらなんでも、考えすぎだ。いくら熱心だからって、こんな所まで、付いてくる訳、無いじゃないか。

　もうそろそろ、寝ねよう。

　甲板を横切り、屋内へと続く扉とびらを、開ける──

　……………………。

「…………」

　目の前に、少女が立っていた。

「あ」

　観察。一ひと房ふさだけハネた前まえ髪がみ、きらきらした瞳ひとみ、後ろの髪かみ飾かざり。以上、観察終わり。

　そのまま、閉める。

　………………………………。

　ああああちょっと突とつ然ぜん船首の方へ行ってみたくなった。そうそうちょうどここからこの扉とは正反対の方向へ、船首の方へ行きたい。今、何故かそう思った。そしてそのまま半時間くらいそこで体育座りしていればきっと今見た光景も若き日の幻まぼろしのように消えうせるはずで、そうあくまでも今のは精神的なアレによる幻げん覚かくとかそういうので、決して、

「透さ……」

　よし船首行こう船首。あくまでもおれは今から船首に行くのであってだからもう屋内へ行く必要は無いのであってつまりあの扉を開く必要は無いのであってだから

　ああああ後ろから何か「どどどどどどど」とかそういう急いでる足音的なのが追ってくるけど、これはもう多分おれとは無関係で、今後ろにいる見知らぬ少女は、きっと個人的に何か物もの凄すごく急ぐ用事があって

「透さん！」

　サッカー漫まん画がに出てきそうな身のこなしと共に、ありえないはずの土つち煙けむりの幻げん影えいをまとい、ずざっ！　と音がなりそうな勢いで、目の前に愛華が滑すべり込んできた。

「あ……」

　我ながら引きつった微びし笑ようとともに、現実を認識。

「……やあ、愛華さん……」

「『さん』は要らないです」

　こちらを見上げ、大きく、頷く。

「愛華、って、呼んで下さい」

「ははははは」

　天を見上げて愛想笑いをする頭の中で、『しかし、まわりこまれてしまった！』のフレーズが点てん滅めつ。うわああああ逃とう走そう不能なのかよどこのイベントキャラだよこれ。何でこの子はこんな所まで。海の上だぞ。船の中だぞ。なんでここに。どうやってここに。

「やっと、落ち着いて、話が出来ますね」

　その服装は、『十とつ葉は高等学校』の刺しし繍ゆう文字も眩まぶしい、体操用のジャージ。うわあ。寝ね間ま着きだ。臨海学校とかの寝間着だ。宿しゆ泊くはくする気バリバリじゃないか。いや、そりゃあ、ここまで来たんだから、日帰りとかは無理だけど、さあ。

「奇き遇ぐうですね」

　とりあえずこの子は確率分布曲線と近似値について考えた方がいいと思う。いや、意味は分からないけど。

「運命ですよ」

　その結論は、数学者が泣くと思います。

「私、昔から、運がいいんです」

　瞳に星を映したまま、ぐっ、と顔を突っ込んでくる。

　曲芸のように上半身を反そらした姿勢のまま、透は尋たずねた。

「…………なんで、ここに」

「『明日、連れん絡らくする』って、言ったじゃないですか。昨日」

　言いながら、左手の腕うで時ど計けいを見せ付ける。髪飾りと同じ、犬のキャラクターが中心に居座った腕時計。ファンシーな二本の針が、現在時刻を表示している。午後十一時、五十五分。はい、確かに、昨日の明日は、今日です。

「電話番号、聞きそびれましたから」

　腕うでを下ろし、当然のように、宣言。

「どうにか、連絡したくて」

「…………あの、」

「あ、これ、私の番号です。よろしく」

　愛華はポケットに手を突っ込み、メモ用紙を取り出した。携けい帯たい電話番号とメールアドレスが、ボールペンの字で、キッチリ書かれている。どうやら、前もって用意してあったらしい。

「あのさあ」

　透は、仰のけ反ぞった姿勢のまま、メモ用紙を受け取りつつ、声を出した。

　いや、そりゃあ、一人の若い男として、こんな子に追ってこられるのは、勿もち論ろん、悲しい事では無いんだけど、でも、何か、この子、

　常じよ軌うきを、逸いつしてないか？

「あの時は、昨日の『十葉商店街』では、妨ぼう害がいが入りましたからね。敵の」

「…………敵？」

「あの『欠片かけら』ですよ！」

　苦々しく力を込め、まるで吐はき捨すてるように、愛華が呟つぶやく。

　吐き捨てられた単語が意味する『人物』を理解するまでには、けっこう時間がかかった。

「敵……っていうか、あの、君」

「全く、許せませんよね、あの『発はつ症しよ者うしや』は！　あの宇宙人は！」

　こっちの言葉を最後まで聞かず、愛華は、燃えるような使命感を持つ『対策室職員』は、鼻息荒あらく、宣言した。

「恐おそるべき、侵しん略りや者くしやです」

　確かに、そうだけど。

「邪じや悪あくです」

　まあ、ちょっと反対はしにくいけど。

「全てを、食らい尽つくします」

　その件に関しては、全面的に同意だけど。

「家の中に、勝手に入って来て！」

「ええと…………」

「好き勝手やって、透さんを連れ回して！」

「それは……」

「そして、今度は、こんな所にまで、無理やり付いてきて！」

　…………いや、その……

「折角の旅行なのに、『あんなの』の監かん視しの下なんて、本当、透さんは大だい迷めい惑わくですよ！」

　…………あの、

「連れてきたのは、おれで……」

　おずおずと切り出した言葉に、愛華は、大きく頷うなずいた。

「透さんには、それ以外の選せん択たく肢しは、なかったんですよね？」

「…………えーと……」

「ですよね！　もし、透さんが『嫌いやだ』と言っても、『アイツ』は、絶対に、許しはしなかった筈はずですよ！」

　…………いや、そんな事、考えた事も、無かったけど。

「透さんは、『アイツ』に、不当支配されているんです！」

　………………。

「ゲロまで吐きかけるし！」

「いや、あれは」

「ひょっとして、アレはオッケーなんですか？」

「いや、オッケーじゃないけど」

「だったら、最初から、そう言ってくれれば、私も」

「いや、ちょっと、愛華さん？」

「それは、私は、あんまり、そういう世界の事は、知りませんけど」

「あの、ちょっと、そういう世界って」

「でも、それなりに、色々予習もしていますし」

「予習って、何」

「たいていの事なら、笑って済ませるくらいの知識は」

「いや、あの、心なしか、主題がずれ始めて」

「とにかく！」

　外れたレールを力ずくで戻もどすように、力強く宣言。

　そのまま、にっこりと微笑ほほえむ。一点の曇くもりも、無いような笑顔で。

「もう、安心ですよ」

　もう、安心。平和的な台詞せりふ。

　でも、何故か、ゾッとした。

「『アイツ』との生活は、もう、終わりです」

　終わり……って、

「透さんの貴重な時間と、お金を、『アイツ』に捧ささげる生活も、終わりですよ。

　アイツのわがままに、引きずり回される生活も、終わりです。幸い、行き先は、島。

　逃にげ場ばの無い、閉へい鎖さ空間です。こんな所へ来てしまったのが、『アイツ』の運の尽きです。

　帰りの船が来るまでは、最早、どこへも逃げられません。逃がしません。

　この旅の最中に、決着をつけましょう！

　私と一いつ緒しよに、透さんを不当支配している、邪悪な『発症者』を、追おい払はらうんです！

　油断している所を倒たおして、そのまま、『対策室』に、連れん絡らく。それで、全て、終わりですよ！」





　同時刻。

　東京、名も無きビルの、なんでもない一部屋。



　なんでもない、どこにでもあるような、とある一部屋。

　部屋の入り口は、ビルの玄げん関かんロビーから直接入れる自動ドアが一つと、非常口として使われる、スチール製のドアが一つ。自動ドアから入った所はカーペットとソファと机が置かれ、来客者はここで対応される。パーティションで仕切られた『奥おくの空間』へは、部外者は、たとえ誰であろうとも、ここの主の許可なくして入ることはできない。

　とはいえ、『奥の空間』は、別に、人知の及およばぬ大だい魔まき境よう、という訳ではない。

　四方の窓にはブラインドがかけられ、壁かべには壁紙が貼はられ、天てん井じようには蛍けい光こう灯とうとエアコンがつけられている。しっかりと整えられたそれなりに広いスペースに、ごく普ふ通つうの事務机と椅い子すが数組置かれた、珍めずらしくも無い、普通の事務所。

　現在、部屋の中にある椅子の内、二つが埋うまっている。

　二人の『人ひと影かげ』が、部屋の中にいる。

「灰はい人とさん」

『人影』の一人、栗くりば林やし浅黄は、座ったまま顔を上げ、書類の山やま越ごしに、向かいの椅子に座る二人目の『人影』に声をかけた。

「ん？」

　見つめられた人影、色素の薄うすい髪かみをした美少年は、椅子に横向きに座ったまま、視線を手元から動かさないまま、返事する。

「何？」

「仕事場に、携けい帯たいゲームを、持ってこないでください」

「えー」

　少年の手元の小型機械からは、さっきから、電子仕じ掛かけの大だい音おん響きようが、遠えん慮りよ会えし釈やくのカケラもなく、部屋中に鳴り響ひびいている。

「気が、散るんですよ」

　栗林は口を尖とがらせ、右手に持っていたボールペンの動きを、止めた。

「何を書いてるのさ。さっきから」

　少年は、ゲームを操作しながら、質問。

「八月九日の、件ですよ。私、『白い人』と会いましたから。報告を」

　浅黄は一昨日、『対策室』の宿敵、『白い人』を追って、しかし取り逃がし、『白い破片』を持ち帰った。それを報告書に纏まとめなければならない。彼女にとってはあまり得意分野とは言いがたい作業だが、組織に属する身分になった以上、こういう作業も、増えてくる。

「ご苦労さんだなぁ」

「貴方の方は、どうなんですか」

　浅黄は、ボールペンの後ろでこめかみ辺りを掻かきつつ、正面の少年の方を見る。

「あの『白い破片』で、何か、企き画かくしているんでしょう？

　黒部さんへの報告書は、出来たんですか？」

「出来てない」

「何でそんなに気楽なんですか」

「いいじゃん報告書なんて」

　批難の言葉を向けられた少年は、ゲーム画面からほんの少し目を逸そらし、気軽に答えた。

「会った時に直接言えば、それでいいだろ。向こうだって、忘れたりしないよ」

「私達は、一応、公務員……『特とく殊しゆ犯罪対策室、職員』なんですけど」

「『対策室』って、何だっけ」

「……先日、愛華さんの前で、大見得切ってたじゃないですか」

　この『仕事場』に足を踏ふみ入れた事のある『人間』は、そう、多くは無い。

　式しき津づ愛華は、その、『そう多くない人間』の、一人だ。

「そもそも、あなたが入室を許可したんでしょう。灰人さん。『邪じや悪あくな発はつ症しよ者うしやと戦う、正義の公務員だ！』とか、威い張ばって」

「ぼく、そんな事言ってたっけ」

「彼女、完全に信じてましたよ。どうするんですか」

「まあ、面白いからね、愛華ちゃん。つい、余計な事を」

「勢いだけで行動しないでください。……愛華さんと言えば」

　名前と共に、何かを思い出したように、ボールペンを机に置く。

「あの子に、また、情報を漏もらしましたね」

「…………ああ、」

　再びゲーム機に顔を向け、また、ゲーム画面に向かい合う。最初の時点と、同じ姿勢。

「いや、何か、キラキラした瞳ひとみで、見つめてくるもんだから、つい」

「『つい』じゃないですよ。貴方、『対策室』の苦労を何だと思ってるんですか。あの人たちが、室長の『おっさん』が、どれだけ苦労して職員管理・情報統制していると」

「『対策室』の命令なんか、丁重に遵じゆ守んしゆしてるのも癪しやくだろ。たまには逆らって、連中にこっちのありがたみを認識させないと…………何より、面白いし」

「面白い面白くないで行動しないでください」

　童顔を更さらに子供のように膨ふくらませ、浅黄は言葉を続ける。

「少しは、『欠片かけら同盟』全体の立場も考えて、」

「分かってるよ。ぼくも、『虹色流星群レインボー・シユーテイング』の事は、ちゃんと考えて」

「勝手に名前を変えないでください」

「『欠片同盟』なんて、味も素っ気も無い。そのまんまの名前じゃん。かっこ悪い」

「分かりやすくて、いいじゃないですか。分かりやすいの大事ですよ」

「登場時には『虹色流星群が一人、訃ふ山ざん院いん灰人！』ってキメたいんだけど」

「虹にじに灰色は無いです」

「え」

　少年の顔が、固まった。

「……………………本当に？」

「知らなかったんですか？」

「ショックだ。昨日一晩かけて考えたのに。ビビッと来たのに」

「ちなみに黄色はあります」

「取り替かえよう」

「嫌いやですよ。…………ええと、そんな事はいいんです」

「そんな事とは何だ。カッコいい名前は大切なんだぞ」

「愛華さんの件ですけど」



    

  
    
      「ヒトの歴史上、『カッコいいから』。ただそれだけで支持された組織の例はいくらでも」

「ちょっと、まずい事に、なりそうですよ」

「例えば第一次世界大戦の引き金になった『あの集団』とか」

「愛華さん、今は夏休みなもんだから、余計暴走して」

「日本国内で言えば、そうだな、幕末辺りで暴れてた、あの愚ぐ連れん隊たいとか」

「彼女、神代島へ、行ったそうですよ」

「……へえ」

　ゲームの画面を見つめたままの瞳の上で、ピクリ、と、眉まゆが動いた。

「……愛華が、神代島に」

「そうです」

　浅黄は、胸を張らんばかりにきっぱりと、もう一度、頷うなずいた。

「よりによって、神代島に、です」

「まずいね」

「あの『企き画かく』は、たしか、神代島でしたよね。始まったばっかりでしょう」

「うん」

　やっぱり、ゲーム画面から、目を離はなさない。

「……嫌なタイミングだなあ。しかも、愛華だよ。彼女の『特技』は、まずいよ。

　死ぬかもね」

「誰がですか」

「そりゃあ、愛華が」

「えらく、あっさりと言いますね」

「なあに。彼女は生き続けるさ。ぼくらの……心の中に…………」

「またＢ級映画見に行ったんですか」

「ヒトが死ぬのはカッコいいなあ」

「別に、放っておいても死にますよ」

「でも、青空に笑顔浮うかべた生首を貼はり付ける意味は分からない。趣しゆ味みの悪い」

「あれはイメージ画像です。感動的なんですよ」

「生首は笑わない」

「なんでホラー映画っぽく言うんですか」

「タイトルは大事だぞ」

「タイトル？」

「『なま◇くび』の方がいいかな」

「なんで四文字？」

「知らないよ……っと。あ、終わった終わった。これでクリア、と。はいはい」

　その手元で、ステージクリアのファンファーレが鳴り響ひびく。少年は、流れ出すエンディングテーマに関心も見せず、いきなり電源を切って、机の上に投げ出した。

「何をやってたんですか、一体、さっきから」

「人類が銀河をビッククランチから救うゲーム」

「えらく荒こう唐とう無む稽けいですね」

「荒唐無稽じゃない物語なんて、面白くない」

「そりゃそうですけど」

「とりあえず、トーナメント戦とか始めようか」

「何の話ですか」

「デスクワークは退たい屈くつだから嫌きらいなんだ」

「……携けい帯たいゲーム、ちゃんと持って帰ってくださいよ」

「君も、漫まん画が持ってきてるじゃないか」

「持って帰りますよ。今日」

「そりゃ困る。ぼく、まだ読んでないんだ。次は二十三巻だ。貸して」

「だからここは職場で、今は勤務中だとさっきから」

「そろそろぼくも腕うでから飛び道具の一つくらい撃うてそうな気がしてきた」

「まだ出来ないんですか。私はもう出来ますよ」

「本当に？　コツ教えてよ」

「漫画と同じポーズで『波ー！』ってやったら、百回に一回くらいは出ます」

「よし、早速」

「ここでやらないでくださいよ。建物が壊こわれます。折角、本部から、うるさい連中から独立を果たしたんですから」

「じゃあ屋上で」

「ああそれじゃあ成功しません。周囲に人が多い所の方が、『気』を集めやすいです」

「そんな事して犠ぎ牲せい者しやが出たら、ぼく、人殺しになっちゃうじゃん」

「『そいつは味方だ！』って叫さけべば、各自ちゃんと撥はね返してくれます」

「ヒトって意外と便利だな。じゃあ、行ってくる」

　元気な足音と共に、扉とびらが、閉まった。

「行ってらっしゃい」

　浅黄は、背中で見送り、机の上のボールペンを拾った。



　静かになった環かん境きようで、落ち着いて、仕事を続ける。



    

  
    
      三章　到とう着ちやく、海水浴






　波打つカーペットを敷しき詰つめたような穏おだやかな水色の先、岩山の無人島が、頭に雲の帽ぼう子しをかぶって佇たたずんでいる。薄うす明あかるい光に照らされたトップテラスは、夜の残ざん滓しを封ふうじ込めた湿しめり気けに満たされ、まるで早朝、神社のラジオ体操みたいな匂におい。

　冴さえ渡わたった朝の光景の中、遥はるか前方を指し示しつつ、由ゆ宇うは叫んだ。

「神かみ代しろ島しまだ！」

　その指の先、無人島の脇わきに、小さく、島しま影かげが姿を現し始めている。

　島影はまだ小さいのに、断言口調。周辺地図は、もう完かん璧ぺきに覚えているらしい。

「目的地だぞ」

　昨晩は真っ白だったその顔色は、すっかり生気溢あふれる元のピンク色に戻もどっている。一晩の睡すい眠みんで、完全に回復したらしい。その服装は、昨日と同じ。派手なアロハシャツにカットジーンズ。各所が皺しわだらけになっている所を見ると、あの後そのまま寝ねて、そのまま起きてきたらしい。ゲロを丸ごと他人に擦なすり付けておいて、自分は無事。何だか釈しや然くぜんとしないが、洗せん濯たく物ものが増えなくてよかったと思っておこう。

「……おい、透とおる。あの島、小さいぞ」

　叫さけんだ少女は、手すりを掴つかんだまま振ふり返り、不ふ審しんそうに尋たずねてきた。

「あんなに小さい島に、この船は入れるのか？」

「お前、遠近感って知ってるか？」

「知っている」

　由宇は振り返ったまま、怒おこったように頬ほおを膨ふくらませた。

「物体は、遠いほど小さく見える。当然だろうが。

　……だが、あの島は、それにしても、小さすぎないか」

　ああ……そうか。由宇の隣となりで、透は小さく頷うなずいた。また、こいつの事を、新発見。

　こいつの世界は、今まで、家の周りだけ、狭せまい十とつ葉は市の中だけだったんだ。

『遠近感の知識』は持っていても、『遥か彼方かなたの大きなものが、物もの凄すごく小さく見える体感』は、『遮しや蔽へい物の無い広大な空間を、遥か遠くまで見み渡わたす経験』は、今まで、なかった。

『遠近感の経験』は、これが初めてなんだ。

「あれは、目には見えているけどな、まだまだ遠いんだ」

　言いながら、ポケットから携けい帯たい電話を取り出し、時刻を確認。

「あと、半時間くらいかかる。その間で、どんどん大きくなるから」

「この船より、大きいのか。あれは」

「当たり前だ。この船より小さくて、五百人も住めるわけ無いだろ」

　船の進行と共に、徐じよ々じよにその姿を明らかにしていく神代島。神代岳だけと名が付いた、神代富士とも呼ばれるコニーデ型の休火山と、その麓ふもとの平地によって形成された離り島とうだ。

　島の面積は四・二三平方キロメートル、周囲は十五・二キロメートル。一島一村の小さな島で、人口は五一三、世帯数は二四九。主な産業は漁業が少しと、あとは観光業。

　港の近くに村があり、港へは、関東地方各地から、日に三便ほど船が就航。ちなみに全て大型の客船で、フェリーは無い。

　海は東京都とは思えないほど美しく、神代富士からの展望は、快晴なら、遥か本場の富士山まで見渡せる超ちよ絶うぜ景つけい。以上、パンフレットの情報。

「あの島にも、ちゃんと竹たけ芝しばと同じように、港と船着場があってだな……」

「そこにも、職員がいるのか」

「そうだよ」

「氷ひ見み君」

　説明を終えたところで、下から、部長の声が響ひびいてきた。

「そろそろ、荷物整理をしたまえ。下船をまごつくと、地元の方に迷めい惑わくがかかる」

「はい」

　返事をし、急いでテラスを横切って、扉とびらを開ける。

「おい、透。見ろ」

　扉の片かた隅すみを指差し、由宇は感かん嘆たんするように呟つぶやいた。

「塩がこびりついているぞ。海の」

「色々と、よく観察してるなあ。お前」



　遠くに見えていたコンクリート製の船着場が徐々に大きくなり、汽笛と共に、船がゆっくりと入港していく。エメラルドグリーンの海が、海底から巻き上げられた細かい砂と混じって、一時、灰色に染まる。船首と船せん尾びからもやい綱づなが投げられ、船が固定される。

　デッキ中央にタラップが掛かけられ、船と島の世界が繋つながる。いよいよ下船だ。

　重い荷物を担かついで、揺ゆれるタラップを渡り、島に、記念すべき第一歩を刻む。

「帰りも、ちゃんと迎むかえに来てくれよ……」

　一歩を刻んだその姿勢のまま振り返り、船を見て、透は呟いた。

「台風で延期とか、かんべんな」

　デッキから見下ろす波止場と、波止場から見上げる船せん影えいは、全く違ちがう雰ふん囲い気きだ。

　あの鉄の手すり、あの世界で一晩を過ごしたあの手すりは、これからもずっと、あそこで鉄の手すりであり続けるんだろうなあ。我ながら、わけの分からない感想。

「何、しみじみしてんのよ、透──」

　灯あか璃りの声に、ふと我に返る。そう言えば、いつの間にか、周囲に人の気配がなくなっている。皆みなは既すでに、船着場の入り口辺りまで行ってしまっていた。

「ちょっと待てよ。お前ら、声くらいかけていけよ。おい──」

　慌あわてて荷物を担ぎ、その後ろを、必死こいて追いかけてゆく。

　船着場の左ひだり隣どなりは、そのまま地続きの漁港となっており、右隣には、消波テトラブロック越ごしに海水浴場がある。「海水浴場」と言っても海の家一つもなく、あるのは砂と、海と、あとは片隅に、申し訳程度な貸し出しバーベキューハウス。そのくらいだ。まさに、必要にして充じゆ分うぶんな施し設せつ。

　港の前方は二車線の車道になっており、道はそのまま、丘おかを登ってゆく。

　道を辿たどりつつ、丘のふもとで上を見上げてみる。林に挟はさまれたグネグネ道の先、林の緑に埋うまって、空の青との境に、一軒けんの建物が窺うかがえる。

「あれが、本日の宿だ」

　それを指差し、部長が言った。

「宿の前の車道を、そのまま奥おくへ入っていけば村中へと入る……が、今は、関係ないな。

まずは、あそこへ行って荷物を入れ、水着に着き替がえて集合だ」

　旅館までの道、丘を登るアスファルトのグネグネ道は、一・五車線くらいの幅はばしかない。道の脇わきには、まるで当然の装そう飾しよ品くひんのように軽トラが停められていた。

「おい。あの車、ナンバーが『品川』だぞ」

「そりゃそうでしょ鳥と羽ば。ここは東京都なのよ。管かん轄かつも県警じゃなく警視庁よ。港のパトカーにも『警視庁』って書かれてたでしょ」

「灯璃、アンタ、妙みような事知ってるねえ」

　強さを増し始めた太陽の下、鳴き始めたセミの声をＢＧＭに、緑の景色と匂においの中、喋しやべりあいながら、グネグネ道を登ってゆく。

　旅館へは、五分ほどで着いた。断じて瀟しよ洒うしやなホテルなどではない、こじんまりとした、でもそれなりに居い心ごこ地ちのよさそうな、落ち着いた日本家屋。玄げん関かんの脇には、年季の入った脚きや立たつが、同じく、使い込まれたホースと一いつ緒しよに、放置されていた。

　玄関をくぐると、中はロビーだ。板の間にカーペットが敷しかれソファが置かれ、まるで一いつ般ぱん家庭の客室のような雰囲気。片隅には、これまた家庭用の本ほん棚だなが置かれ、中には漫まん画がやら囲い碁ごセットやら将しよ棋うぎセットやらの暇ひまつぶしセットが、所とこ狭ろせましと並べられている。

　ロビーの奥はカウンターになっており、奥には旅館の主人が座っている。

「おい、透。私はちょっと、館内調査を」

「大人しくしてろ由宇。すぐにチェックイン終わるから」

　遊ゆう也やと部長が、カウンターで手続きを始める。今日の客は、自分たちだけのようだ。

「終しゆう了りようしたぞ。用意したまえ」

　声と共に、再び荷物を担いで立ち上がる。客室はカウンター横の通路の奥、続きの二部屋。手前が男部屋、奥が女の子部屋、という事だ。

　部屋のドアを開けると、中は十二畳じよう和室。部屋の真ん中に四角いちゃぶ台が置かれ、その上に古いデジタル時計が載っている。部屋の片隅には冷蔵庫が置かれ、奥のベランダからは、さっきのグネグネ道越しに海水浴場と港が一望できる。オーシャンビューというヤツか。なかなかの立地条件だ。

　敷かれた畳はそれなりに年代モノ、部屋の壁かべは、馴な染じみ深ぶかい漆しつ喰くいの灰色、

　そして……

「…………」

「ちょっと、遊也さん、何してるんですか」

　透はベランダから目を離はなして振ふり返り、襖ふすまを見つめる遊也に声をかけた。

　そう、そして……隣りん室しつとは、襖一枚で、繋つながっている。

「何をするつもりですか」

「ああ、いや」

　ああ、いや。じゃない。透は、心中で呟つぶやいた。

　そう、部屋の左ひだ端りはしの、この襖は、隣となりの部屋に、直接繋がっているようだ。

　という事は、これを開けると、女の子の部屋が、問答無用で見えるわけで、

「つまりだな、透くん」

　ええと、今、女の子の部屋で、何が行われているかというと、それは、勿もち論ろん、

　この襖の向こうで、

　灯璃と、由宇と、七なな尾おが、

「ダメです」

　言い切って、その目の前に移動。

「何がダメなんだ」

「まだ、子供ですから」

「意味が分からんのだが」

「自分の胸に聞いたらよく分かると思います」

「私も、別に、ちょっと開けてみようなどと、けしからぬ事を企たくらんでいるわけではなく」

「じゃあその手つきは何だ言ってみろ」

　襖に向けて、わきわきと動かす遊也の手を見て、透は叫さけんだ。

「ただ、たまたまこの襖の横を歩いて、この部屋を出て行こう、と、ただそれだけだ」

「なんだ、そうなんですか」

「その際、たまたまこの畳に躓つまずいて転び、必然的な力学作用によってこの襖が」

「やっぱり企んでるじゃないですか！」

「人聞きの悪い事を言うな、少年」

『まるで』冤えん罪ざいを掛かけられた被ひ疑ぎ者しやのように、遊也は首を振った。

「あくまでも、そうなる可能性はゼロではない、と、そう言っただけで」

「そんな事故が、ある訳」

「話は変わるが、我が妹は、着き痩やせするタイプだ」

「………………」

「見た目は地味だが、なかなかどうして」

「……………………」

「何をやっているんだ。二人で」

「わ」

　突とつ然ぜん、部屋に戻もどってきた部長の声に、透は飛び上がった。

「ああいやいや別に何も企んでいたわけではなくただおれはこの人を止めようと。いいえ今の沈ちん黙もくはあくまでも沈黙であって打算ではなくて決して心が動いた訳ではなくつまり悪いのは全面的にこの人であって」

「何を言っているのか、よく分からんが」

　兵ひよう藤どう部長は、無表情のまま、重々しく言葉を続ける。

「皆みな、さっきからロビーで待っているぞ」

「えっ」

「女子連中も、かなり急いでくれたのだ。男が遅おくれてどうする」

「…………」

「…………」

　ぽん、と肩かたに手を置かれる感かん触しよく。

　半眼で振り返ると、満面の笑みが待ち構えていた。

「ドンマイ、少年！」

「なんで励はげますんですか」

「自分の心に聞けば分かる」



　海だ。

　白い砂すな浜はまに打ち寄せる波に午前の太陽が照り返し、光の帯を遥はるか沖おきまで届かせている。

　背後、車道越ごしの森から聞こえてくるセミの声はいよいよフルコーラスとなり、入道雲は水平線の果て、誰にも関わりのない場所で積みあがり、海は、まさに、夏そのもの。

　ビーチパラソルを立て、レジャーシートを敷しき、四方に重石としてそれぞれの荷物を置き、拠きよ点てん完成。

　つくづく、海水浴だ。どこに出しても恥はずかしくないような、海水浴の光景だ。

　そして、海水浴と言えば。

「暑っつー」

　右手を額に当て、太陽を見上げて呟く灯璃の水着は、競泳選手が着ているようなベアバックのワンピース。薄うす水色の無む駄だのないフォルムは、彼女の日に焼けた肌はだによく似合い、その締しまった身体も相まって、まさに健康的そのもの。

　その横で夢見るような視線で沖を見る由宇は、その低てい年ねん齢れいな見た目にはちょっとそぐわないタンクトップビキニ、いわゆるタンキニだ。背中出しお腹出しのちょっと大だい胆たん気味のそのデザインは、低い身長の幼児体型とは案外食い合わせがいい。可愛かわいいフリルの付いたトップと、半ズボンを思わせる形状のボトムのツーピース。黒一色の水着は、彼女の白い肌と赤い髪かみに、とてもよく似合っている。

　七尾は、海だというのにいつもの髪かみ型がたのまま。三つ編みを解かない。頭を海に浸つける気が、無いのかもしれない。メガネは外しているせいかちょっと眉み間けんに皺しわを寄せたように目つきが悪いが、それはそれで、また違ちがった魅みり力よくがあるかもしれない。水着は黄色のチューブトップビキニと、ややローライズのボトム。意外にも一番露ろし出ゆつ度どが高い。一応、身体全体に桃もも色いろのパレオなどを巻きつけ露ろ骨こつな視線を避さけているが、ひょっとしたら密かに自信があるのかもしれない。

　健康的競泳水着、無む邪じや気きなタンクトップ、色っぽいビキニと来て、四人目はスクール水着だ。学校で見慣れた、しかしこの南の島ではやけに不ふ釣つり合いで違い和わ感かんバリバリな体操服は、だが、「だからこそ」かえって着用者の素材を充じゆ分うぶんに引き出す。

　紺こん色いろの、飾かざり気もないワンピースの胸には、『一年・式しき津づ愛あい華か』と書かれたゼッケンも、そのままに…………って、

「ちょっと、待てぇい！」

「何を怒ど鳴なっているんだね、透君」

　隣となりの席の不心得者を諭さとす演劇観覧者のような口ぶりで、遊也が言った。

「あ……あの、あの」

　金魚のように口をパクパクさせながら、おずおずと『四人目』を指し示す。

　指し示されたスクール水着の少女は、「うふ」という感じに、いたずらっぽく笑った。

「突然の出発だったから、水着が用意できなかったんですっ」

「何、全く気にする事は無いよ、うん。むしろ」

　遊也は顎あごに手を当て、まるで深遠の賢けん者じやのような身み振ぶりで、頷うなずいた。

「何で当然のように受け入れてるんですか、遊也さん！」

「スクール水着はいいぞ」

　会話にならねぇ。

「おいおい。ひとりだけ除け者はよくないだろ」

「そうだな。ここで会ったのも、また一つの縁えんかもしれん」

「どーもー。ありがとうございまーす」

　鳥羽と羽は幌ほろのフォローに、愛華は手を振ふって微笑ほほえみを返す。まさかの孤こ立りつ無む援えん。

「部長っ！」

「新学期、九月一日から、愛華君も、我が部の一員となってくれるらしい」

　声をかけられた部長は、真面目な顔で、重々しく頷いた。

「先ほど、ロビーで偶ぐう然ぜん出会ってな」

『偶然出会った』で、済ますんですか。それでいいんですか。

「一年生の入部は、とても有り難い」

「はーいっ」

　スクール水着の少女が、むき出しの腕うでで元気よくポーズを決めた。

「十葉高校、学園行事実行部の、式津愛華でーす。よろしくー」

　いいのか、それで。半はん端ぱな顔で、透は呻うめいた。

「青春だ」

　後ろから、遊也の重々しい声が聞こえる。

「何であなたが締めるんですか」

「引率者の義務だと思ってな」

「それは初耳です」



　部長の号令と共に、騒さわがしい一団が、海へと消えて行った。

「ふー」

　それを見送り、透は一人、息を吐はいた。

　そのまま、レジャーシートに寝ね転ころび、天を見上げる。

　レジャーシート越ごしに、砂の感かん触しよく。目の前に広がる空は、どこまでも青い。

　……何だか、一段落したら、急に疲つかれが出てきた。そう言えば、ここ最近、ろくに寝ねていなかった気がする。

　ちょっと、休きゆ憩うけいしてから行こう。そう。一時間くらい。思いながら、シートの上のリュックサックを探り、携けい帯たい電話を取り出す。アラームを一時間後にセット。設定しっぱなしだったマナーモードを解除しようと指を伸ばした、その瞬しゆ間んかん、

　携帯電話が、影かげに覆おおわれた。

　振り返り、背後、太陽の光を遮さえぎった物体を確認。

「…………何だよ」

　灯璃だった。

「何やってんの？　皆みな、行ったよ」

　水着姿の女の子が、中ちゆ腰うごしになってこっちの顔を見下ろしてくる。

　こっちは寝転んでいて、向こうは屈かがみこんでいる。

　という訳で、その、結構、身体のラインとか曲線とか、具体的に言えば、大きさとか、形とか、そういうものが、かなり明らかに、

「いや、あの」

　ちょっと緊きん張ちよう。思わず心持ち目を逸そらして、つい平へい坦たんに返事。

「少し、休憩してから、いく」

「そう」

　灯璃は軽く返事をし、中腰の姿勢のまま、顔を海のほうへ向けた。

「…………」

　目を逸らしたまま、瞳ひとみだけを動かし、こっそりと、その視線の先を確認。

　灯璃の視線の先は、愛華だ。スクール水着の少女が、海の水みず飛沫しぶきの中、楽しそうにはしゃいでいる。視線をそのままで、灯璃は呟つぶやいた。

「透、あの子と、仲良くなってたけど」

「……仲良くなったとか、そういう訳じゃなくて、えっと」

「いつの間に？」

「あの、何と言うか、それほど仲がいいわけじゃなくて、何と言うか」

　灯璃の顔から、今度は意識して目を逸らし、透は言った。

「その、向こうが、一方的に」

「…………やっぱり」

　ため息のように呟き、中腰をやめて立ち上がる。

「やっぱり、って」

「私も、愛華ちゃんの事は、ちょっとだけ、知ってたけど」

「……中学の時、だっけ」

　透は、思い出しつつ、言った。

　七尾は、中学の時、愛華と同じ部活だったとか言っていた。

　そして、灯璃と愛華も、その関係で多少面識がある、とも言っていた。

「うん……」

　灯璃は頷うなずき、少し考えて、口を開いた。

「昔から、あんな調子なのよ」

　中学時代から、あんな感じだったのか。あの子は。

「透、あの子と仲良くなったんならさ、ちょっと、その辺、気をつけるように、言ってあげてよね。さり気なくでいいからさ」

　だから、おれと愛華は、別に。声に出したら自じ爆ばくしそうなので、口は閉じておく。

「特に……夏休み始まって、暇ひまになってから……ええと」

　言葉を選ぶように、口ごもる。

「あの仕事に……『正義の戦い』に、夢中になってるみたいで…………」

『正義の戦い』……つまり、『発はつ症しよ者うしや』との、戦いだ。

「なんとなく、このまま進んで行ったら、愛華ちゃん……

　……その、あまり、いい方向には、行かないと……思うし」

　確かに。透は頷いた。

　初対面の人間に向かって、『憧あこがれてました』とか、健康的な発想じゃない。

　会った事もない人間に向かって、『敵』だ、なんて、普ふ通つうの思考じゃない。

　彼女が……愛華が進もうとしている道は、多分……

「おい、透！」

　沈しずみかかった思考を遮って、海の方から、元気な声が響ひびいてきた。　

「こんな所で、何やってるんだ」

　長い赤毛を早くも海水でぐっしょりにして、濡ぬれた黒の水着を太陽に光らせ、由宇は偉えらそうに胸をそらした。

「あのな、由宇、おれは暫しばらく、ここで休憩」

「相変わらず、呑のん気きなやつだ。私はもう、一仕事してきたというのに」

　裸足はだしの足あし跡あとをぺったぺったと砂地に残し、近づいてくる。

「海は、面白いぞ。海中に、色々な生物が……」

「あ、そうだ、由宇ちゃん、私と一いつ緒しよに……っ、ひっ！」

　深刻な顔を満面の笑みに変え、由宇の方を向いた灯璃の声が、途とち中ゆうで裏返った。

「あの……由宇ちゃん…………」

　半はん端ぱな笑みのまま、鉄を飲んだように顔を引きつらせ、震ふるえる声で後ずさる。

「ん？」

　その驚きよ愕うがくの視線の先、由宇は目を細めて少し考え、

「ああ、これか」

　両手に一つずつ握にぎりこんだ「モノ」を掲かかげ、納得の表情。

　小さな二つの手の中で、それぞれ一匹ぴきずつ、ブヨブヨの物体が蠢うごめいている。二つの触しよつ覚かくを備えた、殻からのない巻貝。海の巨きよ大だいナメクジ、ウミウシだ。

　五本の指に押おさえつけられた軟なん体たい生物がそれぞれ、もがくようにウネウネと蠢いている。

「そこで、拾った」

「っ、──」

　手の上、ぬめぬめと蠢く海ナメクジを凝ぎよ視うしした灯璃の額に、一筋、冷ひや汗あせが垂れる。

「ひ──」

　小動物のような悲鳴と共に、一歩、後ずさる。

「ちょっと、由宇ちゃ──」

　その顔は、見事に真っ青。今までにないような、恐きよ怖うふと怖おぞ気けに覆おおい尽つくされている。

「その、それ……」

　怯おびえきった瞳ひとみで、何とか、口を開く。

「…………それを、その、捨てて」

「ん？」

　不思議そうに、ぬめぬめ生物を持った少女は立ち止まり、

「何だ」

　納得した。

「灯璃は、こいつが怖こわいのか」

　いつもと大して変わらない、低体温気味の声で、低く、呟つぶやく。

　でも、確かに、解る。その声を聞きながら、透は、確信していた。

　こいつは、今、心の底から、面白がっている。

「あの……私、さ、そういう、ナマモノ系は、その」

　灯璃の、か細い声の途中で、

「分かった、捨て──」

　由宇の、足が

「──!!」

　動いた。砂すな浜はまを蹴けり、一動作で灯璃の後ろに回りこんだ少女は、そのまま、

「捨てた」

　灯璃の背中、ワンピース水着の背中に、右手の中の「モノ」を、軟体ナマモノを、

　突っ込んだ。

「────」

　ずるずるずる、という、下方面へのイヤな感じの音と共に、

「──────」

　灯璃が、停止した。

「──────」

「…………」

「────────」

「おい、灯……」

「──────────

　いや──────────────────────────！

　あああああああああああああああああああああああああああああ!!

　あっ背中にっ背中にっ隙すき間まにっいやああああああああっ」

「おい、ちょっと落ち着け。おちつけ灯璃っ」

「いやああああああっ助けてえええええええええええええ」

　あああ涙なみだ目めだぞ。涙目だぞこの人。

「いやああああああああああああああああああ」

　あ、なんだか知らないが、これは、この光景は、とても、

「透！」

「はい！」

　呼ばれた名に思考を中断、一いつ瞬しゆんで立ち上がり、直立不動の姿勢で、返事。

「何でしょうか！」

「取って！」

「？」



    

  
    
      「取りなさい！」

「何をですか！」

「…………あの、」

　そこまで言って、背中で蠢うごめく「モノ」の名前を口にしようとして、

　その顔が、真っ白に染まった。

「っ、ひ────────────────────────!!」

　今、世界の全てが終わったかのように両手で頭を押おさえ、しゃがみ込む。

「いやあああああああああああああああああああああああ落ちてきたああああああああ」

「落ちて……どこに」

「下にっ」

「下…………」

　想像。

「分かった！」

　決死の結論。

「すぐに、取る！」

　手を伸のばそうとしたその出端、顔面に、何か、塩しお辛からい、ベタっとした感かん触しよく。視界が黒く染まる。何かが、飛んできた。顔面に、当たった。

「ひっ」

　しゃがみ込んだまま両手で頭を押さえたまま灯璃はこちらを見上げ、そして、まるでゾンビ映画のヒロインみたいな顔で息を呑のんで、

「きゃ────────────────!!」

　そのまま、その場から、消えた。砂地の上を、アスリートばりの速度で、逃にげた。

「あっ。どこへっ灯璃っ」

　右手を伸ばしたまま、左手で、顔面に張り付いた「モノ」を引き剥はがし、確認。

　二匹ひき目の、ウミウシだった。

「全く、油断もスキも……」

　意味の分からん言葉を吐はきながら、ウミウシを投げた少女は、悪びれる様子もなく、ふん、と鼻を鳴らした。

「…………」

「透、お前も、もう少し、だな……」

「由宇。お前、なあ」

「何だ」

「…………」

　左手の中、蠢くウミウシを見て、考える。

「夕方は、バーベキューだ」

「楽しみだな」

「そこの、バーベキューハウスを、借りるらしい」

「そうか」

「……食いたいものがあったら、言え。買ってやるから」

「どうした」

「いいから食っとけ。な」

「分かった。食う」

　頷うなずいた。

「という訳で、海へ行こう」

「だから、一時間くらいしたらいくってば」

「むう」

　全身から海水をぽたぽた垂らしながら不満げに呟つぶやき、少し考える仕草。

「では、私も、少し休きゆ憩うけいしようと思うが」

　自分のリュックの所へ移動。中を探る。取り出したものは、昨日部長が使っていたアイマスクと、どこかで買ったらしい、小こ瓶びんのサンオイル。

「何だよ、それ」

「借りた。日に焼けようと思ってな」

　言葉と共にアイマスクを額につけ、こちらの手に、サンオイルを押し付ける。

「おい、何を」

　そのまま、レジャーシートの上にうつぶせに寝ね転ころがり、由宇は言った。

「サンオイルを塗ぬれ」

「は？」

　呆あつ気けに取られたこっちの顔を、にやり、と笑って見返し、アイマスクを下ろす。

「焼くには、必要らしい」

「…………」

　無言で手元の小瓶を見下ろし、そして、声をかける。

「あのなあ」

　アイマスクをつけた少女は、うつぶせに寝転がりながら、面白がるように笑った。

「お前が嫌いやなら、他のやつに頼たのむぞ。あくまで、日に焼けたいだけだからな」

「…………え」

　間ま抜ぬけた声を出し、何故かサンオイル瓶びんを凝ぎよ視うし。細かい説明文の真ん中で、顔の付いた太陽がニヤニヤと笑っている。

　また、知識と経験の乖かい離りだ。うん。冷静に、分ぶん析せき。

　この少女は、知識ばかりで、経験が足りていない。だから、テレビでやっているような、過激なことを、何の疑問もなく、やりたがる。やらせたがる。そりゃ、勿もち論ろん、ドラマとかマンガとかでは、こういうのは日常かもしれないけどさ。でも、

「早くしろよー」

　片方の膝ひざを曲げ、余よ裕ゆうの鼻歌すら歌いそうな雰ふん囲い気きで、少女は言った。

　…………いや、それは、分かるけど、

　やっぱり、おれの立場としては、こういう事は、

「…………」

　思考の途とち中ゆうで、とん、と後ろから肩かたをたたかれ、振ふり返る。

　灯璃だった。

　死地から帰き還かんした歴戦の勇者のような凄せい絶ぜつな笑顔を浮うかべて、灯璃は立っていた。

　背中のウミウシをどうやって取って、どこに捨ててきたのか。

　そんな問いには、恐おそらく、何の意味もなかった。

　ただ、灯璃は、そこに立っていた。

「あの、灯」

　喋しやべろうとしたこっちの口を手で塞ふさいで遮さえぎり、手に持っていた携けい帯たい電話の画面を、掲かかげる。

『私に、任せなさい』と、書いてあった。

　その指の操作で、画面が下にスクロールしていく。

『サンオイル、貸して』

　こちらの返事を聞かず、そのまま左手でサンオイルを奪うばい取とる。

「あの……」

　口を開こうとして思いつき、自分の携帯電話を拾う。入力。画面を灯璃に見せる。

『何を、する気なんだよ』

「おーい。透─。遅おそいぞ。

　お前が嫌だというなら、そうだな、遊也辺りに、」

『ほら、ああいうのって、ダメでしょう』

　何も気付いてない由宇の声にあわせ、手元で、携帯電話が震ふるえる。灯璃からメールだ。目の前にいるのに、何やってんだ。

『あの子、自分の魅みり力よくに、ちょっと、気付きだしてるのよ。で、その意味もわかんないで、面白半分で、無む邪じや気きにああいう事してる。ああいうの、放っておくと、本人が痛い目見るのよ？　今のうちに、ガツンとやらなきゃ』

　灯璃、メール打つの早いなあ。

『いや、それは、とてもよく分かるし、大事な事だとは思うけどさ』

『教育、しないと』

　短文送信と共に、口くちの端はしを吊つり上げ、微笑ほほえむ。うわっ。怖っ。この笑い、怖っ。

　急いでボタンを操作、返信する。

『……あの、何を、するつもり』

『ちょっと、「痛い目」を、ね』

　返信に、更さらに返信。「痛い目」って、お前。

　戸と惑まどいの視線の先で、溢あふれ出す笑いを堪こらえるかのように、灯璃は右手で口を塞いだ。

『痛い目を……見せるだけよ』

　口の端から、くっくっくっ……と、魔ま女じよ笑い。うわ。何だこの人。全力加速中だよ。

『そこに、座ってて、向こう、向いててよね』

　送信ボタンを押おすと共に、シートの端はしっこを指差す。

『振り返っちゃ、ダメよ。座ってて。後ろ向きに』

『振り返ったらダメって、お前』

『き、君が……ふ、振り返ったら……』

　耳まで裂さけるような亀き裂れつと共に、灯璃は笑った。

『振り返ったら……由宇ちゃんが、かわいそうだから。ふ……ふふふふふ。ふふ』

　きっと、魔ま王おうと呼ばれるモノは、こんな顔をしている。

「お、やっと、その気になったか」

　シートの隅すみっこに腰こし掛かけ、由宇の声を背中で聞きつつ、透は携帯電話を操作する。

「まあ、私の魅力の前では、当然かな？　ふふふ」

　ああ気付いてないぞ由宇。スリ替わった事に、気付いてないぞ。ちょっと、心が痛むんですけど。

「私は、誰でもいいのだぞ。たまたま、お前が近くにいただけだ」

　カラカラ……と、サンオイルのフタが回る音。

　そして、きゅぽん、という、フタを外す音。

　無言で。

「光栄に思えよ。こんな事は、もう、無いかも知れんぞ。ふふふ」

　灯璃の手が由宇の肌はだに触ふれる、ぺたっ、という音が、聞こえた。

「お……透っ、…………おい」

『あの、灯璃さん』

「っ、お前っ、意外と、指が」

　透は、シートの隅っこに体育座りをしながら、手元の携帯電話を操作する。

『その、できたら、平和に』

　返信は、すぐに返ってきた。

『平和では救えないものも、世の中にはあるの』

　はい、アクセルベタ踏ふんでます。彼女。

「…………ん？　……おい、お前…………あ、いや、別に」

　遥はるか波の音をＢＧＭに、ぺたぺた、という音が、不気味に響ひびいてくる。

「……そ、そうだ。そんな感じで、背中を……え？」

　由宇の声が、不ふ審しんそうな響きを帯びた。

「…………あ……おい？」

「……………………」

　灯璃は、完かん璧ぺきに無言。一体、どんな表情をしているんだろう。

「……あ、いや、いいぞ。背中だけで……いい。他の所は、別に…………

　あ、……？　……っ！　お、おいっ！」

『うふふふふふふふふふ。ふふふふふふふふふ』

　ああああああヤバイよこの人ヤバいよブレーキ踏む気ビタ一文ないよ。

「お…………っ……ちょっと、そんな…………」

　レジャーシートが、がさがさと音を立てる。上で由宇が動いている。

「…………」

　ぺたぺた……

「あっ……お、おい、そこは…………そこは、その、」

　ぺたぺたぺた…………

「…………え？　ちょっと、何で、そんな所に……おい……な…………？　あっ！」

　ぺたぺたぺたぺた。

「！　何っ、今。……な、何っ。今のはっ」

『ふふふふふふふふふ。うふふふふふふふふふふ』

「お…………指、あっ…………身体、私、」

　ああああああああこれヤバイって絶対ヤバイって。そろそろ止めないとヤバイって絶対。

「何……一体……あ、っ！　今！　またっ！」

　よしもう終わりにしようそろそろ終わりにしようもう充じゆ分うぶんだよなこの位で。ええと、由宇に反省させたら終わるんだったな。確か。よし。

「分かっただろ、由宇。あまり、調子に乗ってると、こういう……」

『まだ』

　手元の携けい帯たい電話が、灯璃の忠実な手下のように、文字を吐はいた。

『まだ、始まったばかり……よ。うふふふふふふふ。ふふふふふふふふふふふ』

　あああああああああああああ。もう知らんぞ。おれはもう知らんぞ。

「……私はっ！」

　由宇は多少裏返った声を出し、そして、慌あわてたように咳せき払ばらいをした。

「わ、私は、調子になど、乗っていない」

　こちらの声の発生源が、微びみ妙ようにずれていた事に、気付いていない。

「さっきから、言っているだろうが。私には、別に他意はないんだ。お、お前が、勝手に、変な事を、考えて……！　ちょっと、……う………………いや！　ち、違ちがうぞ！　……私は、別に、何もないっ！　私は、……変な、事になんか、なってないぞっ！」

　気付く余よ裕ゆうは、ないのかもしれない。

「あ……………………そこは、いいんだ。その先は、いい。そこは、塗ぬらなくても、陽は、当たらないからな。ほら、そこは、その、………………だから、その……おい、止めろ！　そ、そこに近づくなっそこに近づけるなっ触れるなっ寄るなっ離はなれろっ手をっ離せっ」

『怖こわがってるうううう由宇ちゃん怖がってるううううううひょおおおおおお』

　おい、誰か、こいつを止めろ。

「な、怖いだろ？　分かっただろ？　だからな、由宇、もう、こんな事は」

「怖い訳ではないっ！」

　あああああお前もだよ意地張るなよ由宇ううう頼たのむからああああああ

「怖くは無い。だが、そこは、あの…………皮ひ膚ふが、薄うすい所でもあるし、その……

　つまり……ダメだっ！　そこはまだダメだっ！　あっ、そんなっ、指をっ、指がっ……

……ゆっくりと……あっ……近づ……

　や、止め、止めろ。な、今は、まだ、その辺までで、」

　どこに塗ってるんだろう…………

「おっ……いや……指、止め…………あっ！　ダメだって言ったのにっ！　ダメなのにっ、私、そこはダメなのにっ……あっ……あ、あ、いやあああああっ、や、止めろー！　

　！　うっ、動けない。あっ、手足が動かないっ。押おさえつけるなっ馬ば鹿かあっ」

　どういう体勢なんだろう……

「……やっ、止め……あ……あ……ふっ…………あぁ…………や……止めろ……ぁ……

……あ……ぁ……あ…………　　　　　　……あ、あれっ？」

　不意を衝つかれたような呟つぶやきと共に、突とつ然ぜん、静かになった。

　周囲に、カラカラカラ……と、ビンのフタをあける音が響ひびく。

　続いて、ぴたぴたと、ビンを振ふる音。

　手の中のサンオイルを、補ほじ充ゆうしている。一体、どれだけ塗ったんだ。

「…………」

　由宇が、荒あらい息に混ぜるように、呟いた。

「………………あの…………………………………なんで、そんな、突然、止め……」

『ふふ、』

「……そりゃ……私、言ったけど…………」

　そのまま、おずおずと、小声で。

「まだ……塗ってる途とち中ゆう………………なのに……」

　レジャーシートの上で、微かすかに、その身体を動かす。

『いい顔……凄すごく……』



    

  
    
      　サンオイルの指でメール打つのは、止めたほうがいいと思います。

『振り返っちゃダメよ…………透……これは、私の……』

　今振り返ったら、おれは、大事なモノを失うと思います。

　再び、ぺたり、と、音がした。

「あ！　また！　……は！　……また来た！　……ああ…………そこは、そこはいいって、言ったのにっ。また……やめ……いや、やめ…………違うっ、いやっ。止め、いやっ。あっ、いや、いいっ、止め、いやっ。……いやっ。止めるの、嫌いや……

　あ……違うのっ、今のは違うっ私違うのっ」

　…………

「あっ！　……そこはいいんだっ。いや、だけど、いいんだっ。あ…………こんな事っ、何でっ。こんなのは知らないっ。私、こんなのは知らないっ。何でっなんで私っ」

　…………

「は…………は！　う……あ！　止め……違うっ、いやっ、……あ！　あ！　あ……

……!!　み……みゃうっ、みゃあああああああうううぅぅううううっ、うううっ」

「ちょっと……」

　透は、注意深く、立ち上がった。

「……、トイレ、行ってくる」



　昼過ぎの旅館ロビーは完全に無人で、主人すらいない。電灯は消され荷物は置きっぱなし、玄げん関かんは開けっ放しの入り放題だ。大らかというか何というか。

　入り口の土間でサンダルを脱ぬぎ、心持ち海パンの砂を落としてスリッパに履はき替かえ、客用トイレに入って、速やかに用を済ます。

　水を流してトイレから出て、ロビーへ戻もどると、

　玄関に、愛華が立っていた。

「わ」

「透さん」

　開きっぱなしの観音開き玄げん関かん戸どのど真ん中、バスタオルを肩かたから下げた姿で、少女は立っていた。スクール水着の紺こん色いろが、太陽の光を反射して、眩まぶしく輝かがやく。

「うまく、『アイツ』から、離り脱だつしましたね。流石は、透さん」

　こちらの名前と共に、心底からの微びし笑ようを浮うかべ、可愛かわいく頷うなずく。後うしろ髪がみを留める犬のキャラクターが、自己主張をするかのように跳はねた。

「私も、忘れ物をしたとか言って、ぬけて来ました」

「いや、あの」

「これで、やっと、落ち着いて、作戦会議が出来ますね」

　透は、ロビーに突つっ立たったまま、少女の顔を覗のぞき込んだ。

「『アイツ』を倒たおす方法を、考えましょう。この隙すきに」

　本気だ。

「いや、大だい丈じよ夫うぶですよ。透さん」

　その視線を受けて、愛華は頷いた。

「私の『特技』で、分かります。『アイツ』は、まだ、あのビーチの岩いわ陰かげで、寝ねそべっています。私たちの接せつ触しよくには、気付いていません。チャンスです」

「…………えーと」

　少し考え、意を決して、口を開く。

「あの、何で、君は、」

「ああ、そう言えば。説明していませんでしたね。私の『特技』の正体」

　何で、君は、そんなに由宇を目の敵にしてるんだよ。そう続けようとした言葉の途中、愛華は得心顔で誤解した。

　そのまま、悪いた戯ずらっぽく口に手を当て、取って置きの宝物を披ひ露ろうする子供のように、呟つぶやく。

「私、分かるんですよ。近くにいる『宝石』の場所が」

　その言葉に合わせて、前髪のハネ毛が、自信の象しよう徴ちようのように、ぴくぴくと揺ゆれた。

　それを目に映したまま、虚うつろに返事。

「…………そんな、アンテナじゃあるまいし」

「灰はい人とさんも、最初はそう言ってました」

　こっちの不ふ審しん顔は、待ってましたの想定内だったらしい。スクール水着の胸をそらして、本当に誇ほこらしそうに、宣言。

「でも、本当なんですよ。私の体が特異体質なのか、それとも私の中の『破片』が特とく殊しゆなのか、それとも両方なのか、それは分かりませんけど。とにかく、私は、分かるんです。

……あ、勿もち論ろん、何時如い何かなる時でも、って訳じゃないですよ。アンテナの発動は、自分では制せい御ぎよできないんです。でも、発動している時の正確さにかけては、ちょっと自信が」

「そりゃ凄いね」

　サンダルを履き、歩き出す。玄関をくぐって、グネグネ道を下へ。

　愛華は、喋しやべりながらついてきた。

「この特技を使えるのは、対策室でも、今のところ、私一人だけなんですよ。『おっさん』にも、秘密にしてるんです。それで、灰人さんとも仲良くなれたんです。『欠片かけら同盟』に、認めてもらったんです。私。透さんみたいに」

　……えらく、『灰人さん』を、気に入っているようだけど。

　愛華の声をわざと聞き流しながら、透は思う。

『灰人さん』が、何者だか、知らないけど。

　このままで……本当に、大丈夫なのか？　この子は…………

　……ある日突とつ然ぜん、『ひょんな事』で、『力』を、手に入れて。

　誰かに、『敵』がいる、と、教えられて。

　だから、『力』を使って、『敵』を倒す。

　自分の『力』を振ふるって、誰かの『敵』を、倒し続ける。

　その先に…………『敵』を倒した、その先に……

　……一体、何が、残るんだ？

「だからですね？　今は、絶好のチャンスなんです。私の特技を、ここで、うまく使えば」

「あの、」

　足を止め、振り返る。

　アンテナ少女は、すぐ近くにいた。予想外の近さに思わず後ずさり、言葉を続ける。

「あの、おれは、別に、あいつを、由宇を倒すとか、そういう」

「そんな、呑のん気きな事を言っている場合じゃ、ないですよ！」

　少女は、焦じれたように、大声を出した。

「『アイツ』には、『鞭むち』が、あるんですよ！」

「ああ……」

　他人の口から出たその言葉は、やけに新しん鮮せんだった。

「向こうが、その気になったら、透さんは、地じ獄ごくの苦痛を味わうんですよ！

　……正面から戦う事になったら、そりゃあ、やり方によっては、勝てるかもしれません。けど、敵の武器は、音なんですよ。向こうが本気になったら、冷静に策を練ってきたら、透さんには、なすすべは無いんです！　負けますよ！」

「……あの」

「『鞭』は、そりゃあ怖こわいでしょうけど、諦あきらめてちゃダメです！

　大体、おかしいじゃないですか！　一方的に押おしかけてワガママ放題。透さんの家と、お金を勝手に使って、その生活をめちゃくちゃにして！　そんなのが、許されるはずないじゃないですか！　どうして、決心しないんですか？　今しかないんですよ、透さん！」

　…………何でだろう…………

　愛華から目を逸そらし、再び坂を下りながら、考えてみる。

　そう、そう言えば、そうなんだ。

　愛華の言う事は、客観的に見れば、間ま違ちがっていない。

　由宇は──そう、一方的に、家に入ってきた。一方的に、こっちの生活に、入ってきた。

　そして、実際……おれは、昔、由宇と衝しよ突うとつした。彼女と、戦う事になった。

　そして……考えてみれば、その時から、客観的な状じよう況きようは、大して変わってはいない。

　あいつは、ワガママを止めた訳じゃない。『鞭』がなくなったわけじゃない。

　…………なのに…………

　なのに、今のおれは、なんで、こんなに、呑気に……

「ええと……」

　おれは…………

　おれが、あいつと、生きている理由は、何なんだ？

「あの…………さ、つまり、それは」

「あ──────────！」

　ビーチから、切せつ羽ぱ詰つまった由宇の声が、響ひびいてきた。

「あ」

　忘れてた。

「っ、あ、灯璃っ、や、も、もう塗ぬらなくていいっ。もういいっそれはもういいっ」

　あ、流石にばれてる。そりゃそうだな。

「あっ…………あー!!　嫌いやあっ、もうヌルヌル嫌あっ！」

　うわ。なんかもう物もの凄すごい事になってるぞこれ。ゴメン忘れてた。思わず、走り出す。

「？　どうしたんですか、透さんっ！」

　面食らったように、愛華は叫さけんだ。

「いや、まだ、大だい丈じよ夫うぶですよ！　『アイツ』は、まだ、動いてませんっ！　あそこから、」

「動いてないからやばいんだよっ！　由宇がやばいっ」

　全力で、走り出す。由宇の方へ。

「あの、『アイツ』がやばいって、どういう事ですかっ」

　愛華は、後ろから付いて来た。

「あ……っ…………あっ！　あ…………い……いや──────!!」

「だーかーら、言ったでしょ？　由宇ちゃん？　ふふっ」

　由宇の悲鳴にかぶせて、灯璃の声が聞こえる。

「こんな所で、そんな事してたら、こういう目にあうのよ？　ん？　分かった？　分かったらハイって言ってっ。私の言う事にっハイって答えてっ由宇ちゃんっ」

「あ、わ、私は、別にその、サンオイルをっ」

「あら？　まだそんな事言うのこの子は。じゃあお望み通り、塗ってあげるわよっ」

「あっ！　あっ、嫌だっ、嫌だっ。怖いっ！　ヌルヌルは怖いっ！　私がっ私が私っ」

「ふふふふふまだ半分以上残ってるんだからっいよいよ本番なんだからっうふふふふふふふふふふふふふふ。さーて。次はどこかなー。どこに塗ろうかなーっ」

「あ！　そんな！　あ、…………ああ……」

「さーてと、次はどこかなー？　どこにしようかなー？　どこになるかなー？」

「よ、よせ………………あ……、そんな事……言うなっ…………言うな……」

「上かなー下かなー真ん中かなーうふふふふふ」

「あぁ……見えない……分からない……　　　　　あっ……

　は…………　　あ……私……震ふるえてる……？　　　　　………………私……ふふ」

「ほらほらそんなの付けてるからよっ。こんな所で無防備は危ないのよっ」

「は……はい……　　　　　由宇は………………　悪いの……」

「正解は……」

「………………お願い…………由宇は…………」

「……ここでしたーっ！」

「あ……あっ！　うっ、わあああっ、それは、それは……そんな所っ……そんな所は変っ！　止めろっ。それは、ダメだっ。ダメなんだっ。ほ、本当にっダメなんですうっ！」

「止めんかあああああああお前らどこまで行くつもりだああああ」

「だから、透さんっ！　気付かれますって、大声出したら！」

「ふふふふふふふふあはははははははははははーっはっはっはっはっは」

「灯璃！　おい、正気に戻もどらんかっ、灯璃ー！」

「何してるんですかっ透さん！　折角、チャンスだったのにっ！」

「そうよ透っ。あとちょっとで由宇ちゃんをこの手にっ」

「会話が何一つかみ合ってないっ！」





　同時刻。

　東京、名も無きビルの、なんでもない一部屋。



「灰人さん」

　引き出しの奥おくから、Ａ４サイズの紙を取り出しつつ、浅あさ黄ぎは正面の少年に声をかけた。

「悲しいお知らせがあります」

「何さ」

　正面の少年、灰人は、今日はちゃんと真まっ直すぐ座っている。

　ただし、勿もち論ろん仕事はしていない。机の上に行ぎよ儀うぎよく広げられているのは、書類でもなく専門書でもなく、漫まん画がの単行本。ちなみに、三十二巻。

「『白い人』の、『配布対象者』が、また一人、発見されました」

　少し間を空け、言葉を続ける。

「完全に、私たちの、マーク外で、です」

「へえ」

　灰人は、漫画から目を離はなさずに、口だけを動かして返事する。

「大変だね」

『白い人』は、全国で、自分の『白い破片』を、配り歩いている。『配布対象者』とは、『白い人』と接せつ触しよくした人間、『白い人』に、『白い破片』を貰もらった人間たちの、総そう称しようだ。

「アイツは……『白い人』は、多分、私たちが思っているより、遥はるかに大量に、『配布』を、行っていますよ。ええ」

「『対策室』の情報とやらも、当てにならないもんだね」

「あの人たちの平常業務は、基本的に、人間相手ですからね」

「『人間以外』への対処は、苦手、か。ま、筋は通ってる」

　灰人は、漫画のページをめくった。

「しかしアイツ、一体、何を考えてるんだろうね。いや、さっぱり分からないよ。ぼくには」

「私にも分かりませんよ」

　他の者に、高質量の『破片』を配って回る。それは、取りも直さず、自分自身の『欠片かけら』が、その分、減少してしまうという事だ。自分自身の存在を、削けずってしまうという事だ。

「何を考えて、あんな事を、やっているんでしょうか」

「さあねえ……『対策室』は、あの『おっさん』は、何と言ってるのさ」

「『今までのは実験、本番へ向けた試し行こう錯さく誤ごか……？』とか、言ってましたけど。

　……適当に、あてずっぽ言ってるだけかも、知れませんが。つくづく、もったいぶるのが好きな人ですから。ええ」

「自分の『破片』を配って……自分の部下を、作っている、とかじゃないの？」

「今まで捕ほ捉そくした『配布対象者』には、そのような傾けい向こうは、ありませんでしたよ。ええ。

皆みな、好き勝手に動いて、好き勝手に生きてます。だから困ってるんですけど」

「ふん」

　灰人は、口くちの端はしを歪ゆがめた。

「『白い人』の、意思を継つぐ者達…………つまり……」

　珍めずらしく真面目な顔になり、初めて、漫画から目を離す。

「『白い使徒』……か……」

「だから、いちいち妙みような愛あい称しようをつけないでくださいって」

「カッコいいじゃんか」

「『白い使徒』だと、『白い人』と混同するんですよ」

「人、使徒。うん、母音が一いつ緒しよだね」

「発音がややこしいです」

「じゃあ仕方ない。第二候補にしよう」

「第二候補？」

「『ホワイト・ピープル』」

「何で突とつ然ぜん英語なんですか。そこは統一しときましょうよ」

「真ん中の『・』が重要なんだ」

「『白の使徒』にしましょう」

「ずっと思ってたけど、君のセンスは変だよ」

「ええ、あなたにだけは言われたくないです」

　確認したＡ４紙をたたみ、封ふう筒とうに押おし込む。

「……何してるのさ、さっきから」

「先日用意した、紅くれない、由宇さんの戸こ籍せきです。約束ですのでね。証明の為ために、住民票を取ってきました」

「ああ、あの……ええと…………氷見、透くん、だっけ。

　君もマメだなあ。仕事なんて、適当でいいのに」

「そういうわけには、行きませんよ。……そっちの方は、どうなんです？」

「こっち？」

「……あの『企き画かく』ですよ」

「ああ…………そうか。うん。愛華が、神代島に行っちゃってるんだっけ……うん。

　対策しないと、まずいね。『アレ』が、地元島民にばれたら、まずいよ、うん」

　愚ぐ痴ちりながら、読み終わった一冊を閉じ、次の巻を拾い上げる。

「彼女の性格からして、発見して、そのまま放置するとも思えないし……

　あああ。もう。折角、『白い破片』を預かって、『素体』を調達して、船まで手配したってのにさ。なんでいきなり、こんな事に」

「あなたが、無責任に愛華さんを焚たきつけるからですよ」

「あの子の『特技』には、興味があったんだよ」

「確かに、珍しいですね。単なる特異体質なのか、それとも、新しい可能性なのか、」

「ぼくも、あんな感じの必殺技が欲しい」

「まともに会話している私が、馬ば鹿かなのかもしれませんね、ええ」

「技名は『灰の終末エターナル・アツシユ』で決まりなんだけど。肝かん心じんの中身が」

「必ず殺したいんなら、銃じゆうで撃うてばいいじゃないですか」

「それは必殺技じゃない」

「基本は頭と心臓だそうです。ヒト相手に限りますけど」

「君は何一つ分かっていない」

　三十三巻の『もくじ』を見つつ、言葉を続ける。

「島を、殺せれば、楽なんだけど」

「だから、そういう事を、あまり」

「地味だから、やらないけど」

　少年は、ページをめくった。

「……仕方ない。こっちから、誰か、派は遣けんしよう。場合によっちゃあ、『素体』を、引き上げなきゃならないかもしれない」

「誰か…………って、誰を、ですか」

「『蒼あお』を、使おう」

「『あの子』、ですか」

　浅黄は、封筒に、封ふうをした。

「あの子を、単独で、神代島に？」

「うん」

「大だい丈じよ夫うぶなんですか？」

「大丈夫大丈夫」

　漫まん画がを片手に、左手をひらひらと振ふる。

「使い捨てても、惜おしくない」



    

  
    
      四章　夕焼け、煙けむり






　夕焼けを身に纏まとい始めた太陽が、神かみ代しろ岳だけの向こうに沈しずもうとしている。

　紅と青のコントラストに飾かざられた空に、筆で掃はいたような雲が、二、三束、夢む幻げんに照らされ、白く浮うかんでいる。

　少しその色を濃こくした海に、飽あきもせず変わりもせず、ざざーん……ざざーん、と、波が打ち寄せている。打ち寄せて引く波が、次に打ち寄せる波の勢いを削そぎ、そして、勢いの無くなった波がまた引いて、更さらに、次の波の勢いを削ぐ。

　この、無む為いのような繰くり返しは、多分、誰にも認識できないような長い間、誰にも数える事もできないような回数、ここで、繰り返されてきたのだろう。

　その、前で、

「…………」

　はるか沖おきを見つめる由ゆ宇うが、口をへの字に曲げている。

「…………おい」

　その横で、透とおるは、自分でも分からないほど繰り返した声こえ掛かけを、また、繰り返した。

「………………」

　無視。

「……機き嫌げん、直せ」

「何が」

　うわ。めっちゃ怒おこってる。まだ怒ってる。無理も無いけど。

「悪かったって」

「……何が」

　怖こわい。

「灯あか璃りも、謝ってただろ」

「…………」

　ツリ目を更に吊つり上げ、沖を見つめいてる。こっちを見ない。

「…………」

「だから、悪かったって」

「お前」

　由宇は、前を見たまま、喋しやべった。

「な、何だよ」

「私は、もう少しで」

「もう少しで？」

「…………その……もう少しで」

「？」

「…………何でもないっ！」

「…………」

　透は、はあ、と、ため息をついた。

「分かった」

　そのまま、頷うなずく。

「バーベキューの買い出し、連れてってやるから」

「…………」

「おれが個人的に、何か食い物買ってやるから」

「…………」

「おーい！　透！」

　バーベキューハウスから、鳥と羽ばの声が響ひびいてきた。

「さっさと買いに行けよ！　もうすぐこっちは用意終わっちまうぞ！」

「ほれ」

　透は、立ち上がった。

「行くぞ、おい」

　由宇は、目を吊り上げたまま、付いて来た。

「…………ふん」

「だから、機嫌直せって」



「おいっ透っ。饅まん頭じゆうがあったぞ」

　いきなり、機嫌が直った。

　買ったトウモロコシを片手に、由宇は『お土産コーナー』に、走っていった。焼けた黄色い穀物をゴリゴリと齧かじりつつ、『神かみ代しろ島しま』と書かれた箱を持ち上げ、振ふってみせる。

「これを買おう」

　なんて単純なヤツ。ここまで扱あつかいやすいと、ちょっと不安。

「お前、バーベキューで饅頭焼く気か？」

　ここは村の中心にある商店、その名も『加か藤とう商店』。店の前には日焼けした日よけ幌、入り口は台に乗って動くタイプの旧式自動ドアと、なかなか趣おもむきのある外見だったのだが、店内に入ってみると、中はそれなりに近代的で、品しな揃ぞろえも豊富だ。

　そう広くない敷しき地ちには生せい鮮せん食品に、惣そう菜ざい、おやつ、カップラーメン、日用品、ちょっとした電化製品や下着まで。狭せまい敷地に、まさにコンビニ顔負けの品揃えが整せい頓とんされ、並べられている。観光客用のお土産もある。今、由宇が持っている饅頭も、その一つ。

「饅頭バーベキューも、意外と新しい味わいが」

「ない！」

『生鮮コーナー』の前でカゴを下げたまま、透は叫さけんだ。

「いいから、こっち来いこっち！　そこはお土産コーナーだっ」

「お土産とは何だ」

「帰ってから、友達とかにあげるんだよ！」

「私には、友達はいないな」

「悲しい事をサラッと言うな！　いいから、それ戻もどしとけっ。今は要らないのっ！」

「むうう」

「由宇ちゃんさあ」

　隣となりで、ポツリと灯璃が呟つぶやく。

「バーベキューとか、した事無いの？」

　言いながら、肉のパックをどんどん手元のカゴに突っ込んでゆく。

　彼女の今の服装は、さっきの水着に、上から青いロングパーカーを羽織ってサンダルを履はいただけの、実にラフな服装。水でうっすらと透すける普ふ段だん着ぎは、なんとなく、水着だけよりも魅みり力よく的てきというか、刺し激げき的てきというか。

　ちなみに、由宇の服装もほぼ同じだ。水着の上から、ゆったりめの赤いパーカー。

　いっぱい海水を吸った長い髪かみが背中にべったりくっつき、布地は早くもぐしょ濡ぬれ。灯璃よりも更さらに派手な外見となっているが、不思議とあまり色気は無い。力が有り余っている、元気な子供という感じ。

「ん、まあ。こんなもんかな」

　カゴの半分ほどをパック詰づめの肉でいっぱいにして、灯璃は呟いた。

　カゴを床ゆかにおいて、それぞれの値札を確認し、少し考えて、確信と共に宣言。

「よし、合計で、このくらいね。意外と安く済みそう」

　なかなか、堂に入った顔だ。

「こっちは？」

　その目の前に、透は持っていたカゴを掲かかげた。こっちのカゴには『肉以外』が満まん載さいだ。キャベツやピーマン、たまねぎ、焼肉のタレ、紙皿、等々。

「えーと……うん、予算内。結構、余よ裕ゆうはあるかも」

「量は……足りるかなあ」

　まだ『お土産コーナー』の前で未練がましくしている由宇を見て、不安が湧わいてくる。アイツは、物もの凄すごく食うぞ。それこそ、人間離ばなれするほど。

「じゃあ、もう三パックくらい入れておこうか」

　あっさりと頷いた灯璃の言葉が、しっかり耳に入ったらしい。由宇は饅頭から目を離はなし、こちらに走り寄るその勢いで肉パックを掴つかみ上げる。

「お前、それ大きすぎないか」

「大だい丈じよ夫うぶだ」

　断言し、そのままカゴの中に放り込む。

「まあ、いいじゃん透……じゃあ、こんなもんかな。以上で、完かん了りようっと」

　旅行中の財務大臣は、灯璃だ。彼女がレジを済ませている間に、カゴを担かついで奥おくへと移動。商品を、ビニール袋ぶくろに詰め込んでゆく。三つの袋が満載になった。

「肉は、私が持つ」

　食い終わったトウモロコシをゴミ箱に突っ込んで、由宇は宣言した。

「生食いするなよ」

「するかっ」

　残る二つの袋を抱かかえ上げ、灯璃を待って、店の外へと出る。ここからバーベキュー場までは、車道を歩いて十分程度。太陽の赤い輝かがやきはさっきよりも増し、いよいよ、その姿を神代岳の向こうに消そうとしている。

「もう、日も沈しずむなあ」

「うん」

　灯璃が、財布をパーカーのポケットに突っ込みながら、言った。

「長い、一日だったね」

「そうだな」

「私は、日の出を見たぞ。船で。透と一いつ緒しよに」

「よかったねー。由宇ちゃん」

「…………まあ、な」

　灯璃の満面の笑みに、由宇は、何故か勢いを削そがれたように、軽く答えた。

「…………」

　五分ほど歩いた所で、ふと、透は、足を止める。

「あ」

　そうだ。太陽と言えば。立ち止まって、ビニール袋を、地面に置く。

「どうしたの？　透」

「お茶、忘れた」

　すっかり、失念していた。そう言えば、飲み物がない。

「買っておかないと」

「あ、そうか。……旅館に一つ、ペットボトルがあったけど。船で買ったヤツの残り」

「足りないだろ。買って来よう。由宇、ちょっと、荷物見ていてくれ」

　荷物を置いたまま、来た道をＵターン。もう少し、早く気付けばよかった。片道五分で往復十分、余計な時間を…………って、

　後ろから付いてくる足音に気付き、透は、立ち止まった。付いてくる足音は、二つ。灯璃は、まあいい。財務省なんだから、付いて来てくれたほうがいい。だが、

「だから由宇、お前は付いて来ちゃダメだろうが」

　灯璃の後ろから、赤パーカーの少女も、一緒に付いて来ている。

「お前は、荷物見ていてくれよ」

「二人で何をするつもりだ」

　由宇は、不満そうに口を尖とがらせた。

「だから、誤解を招くような事言わんでくれ。おれ達は、お茶をだな」

「私も行きたい」

　ああもう。

「あのなあ、あんな所に肉なんかを置きっぱなしにしてたら、まずいんだよ」

「何がまずいんだ」

「そこら辺のカラスなんかに、取られるかもしれない」

「む」

　これは、効いたらしい。由宇は、ぴくっ、と眉まゆを動かした。

「そしたら、夕食がなくなるんだ」

「…………」

　難しい顔。

「分かった、見てくる」

　そして、頷うなずき、身を翻ひるがえして、荷物の方へと戻もどってゆく。ああ良かった良かった。

「早く、帰って来いよ」

　少女は、走りながら振ふり返って、念を押おした。

「分かった分かった」

「くれぐれも、余計な事をするなよ」

「余計な事って何だよ」

　

　二リットルのお茶を三つ買って、急いで道を引き返す。

「由宇ちゃん、ちゃんと待ってるかな……」

　食ってなきゃいいけど。灯璃の言葉に心の中で追加をし、さっきの場所に着く。

　待っていた由宇は、こちらの姿を確認すると、待ってましたのように、持っていた肉のパックを掲かかげて見せた。

「あ、お前、何で袋ふくろから、肉を……」

「見ろ」

「何だよ」

　こちらの言葉を遮さえぎって、こちらの目の前に肉のパックを突つきつける。何やってんだ。こいつ。思いながら、言う通り、その手元を覗のぞき込む。

「…………」

　その手に掲げられた肉のパックは、ラップがはがされ、空っぽになっていた。

「…………お前」

　中身の肉がなくなったパックをまじまじと見つめ、透は、口を開く。

　こいつがここにいて、そして、肉が無くなっている。つまり、

「ついに」

「何だっその目はっ」

　空のパックを掲げたまま、由宇は不満げに叫さけんだ。

「あのなあ、生食いはやめろと、あれ程」

「してないっ」

「ちゃんと、火を通して」

「食ってないっ」

「どうしてもと言うなら、しいたけとかを齧かじって」

「食ってないって言ってるだろっ」

　怒おこったように頬ほおを膨ふくらまし、ラップが破れた跡あとを指し示す。

「ほら、よく見ろ。ここが…………」

　空っぽのパックの上のラップは、伸のび切って、引きちぎれていた。何も考えず、ただ力ずくで引き剥はがされたように。

「だからお前、そんな、ケモノじゃないんだから、少しは文化的に」

「お前は私を何だと思ってるんだ」

　食欲魔ま人じん。って言ったら怒るから、言わないでおく。

「そうだ。ケモノがいたんだ。私が引き返し、ここへ戻ってくると、」

　大きく頷き、空になったパックを持ったまま、全身を使って、パントマイム芸人のように、『現場』を再現。

「この、袋の上に、何かが…………

　真っ黒のケモノが、ここにいた。ここで、この荷物を、漁っていたんだ」

「はあ……」

「私の姿に気付いて、なお、逃にげもしないで」

「ほお」

「飛とび掛かかってきた。生意気にも、私に向かって」

「へえ…………」

「強かった。敏びん捷しようさは並だが、やけに力が強くてな、異常だぞあれは」

　断言しつつ、袋から、二つ目のパックを取り出す。

　発はつ泡ぽうスチロールのパックに、なぎ払はらうような、横向きの鋭するどい亀き裂れつが走っていた。

「とっさに、これを盾たてにして、助かったんだ。見ろ。この亀裂を。正直、危なかったぞ」

「二つ目にまで、手を伸ばしたのか」

「そうだ。二つ目のパックを使って……おい。何だその目は」

「…………そいつは、どこに行ったんだよ。その、ケモノは」

「うむ」

　傷の付いたパックを袋に戻し、頷く。

「お前らが来る、ほんの数秒前、不意に身を翻し、消えて行った。

　恐おそらく、お前らの加勢を恐れたのだろう。知ち恵えも回る。手強いケモノだ」

「へえ…………」

「被ひ害がいが一つで済んだのは、私のお陰かげだぞ」

　空っぽのパックを片手に、ふんぞり返る。

「……どんなケモノだよ」

　透は呟つぶやいて、周りを見回した。道を取り囲む自然林の向こうに、夕日に焼けたオレンジ色の海面が見える。この島は、どこからでも、海が見える。小さな島だ。

　……こんなに小さな島に、どんな野生獣じゆうがいるってんだよ。

「ええと…………」

　視線をさまよわせ、考えるそぶり。

「たぶん、トラだ」

「ほほお」

「ネコかと思ったがな、あのサイズで、ネコは無いだろう。だから、トラだ」

「新種だな」

「しかし、おかしいな。トラの体毛は黄色と黒のはずだが、アレは」

「赤かったか」

「だから違ちがうと言ってるだろうがっ」

　怒る赤毛の少女を見て、灯璃は、おもむろに口を開いた。

「由宇ちゃん…………」

「何だ！」

「おなか痛くなったら、すぐに言ってね」

「だから違うと言ってるだろうがあああ」



　まあ、被害が一つで済んだだけで、良かったと思っておこう。

　食材を抱かかえてビーチへと帰り、バーベキューハウスの元へ行く。バーベキューの用意は、ほぼ調っていた。レンガ造りのバーベキュー竈がまの上にアミが置かれ、その下で木炭が真っ赤に輝いている。結構、本格的だ。

「木炭は、遊ゆう也やさんが持ってきてくれた」

　ビニール袋ぶくろから牛ぎゆ脂うしと割わり箸ばしを取り出し、部長は言った。

「感謝しておくように」

「ありがとうございます、七なな尾おさん」

　愛あい華かがお茶の用意をしながら、丁てい寧ねいに微笑ほほえんだ。

「いやあ、大した事では」

「百円ショップで買ったやつを、五つな」

「おい妹。ネタバラシをするんじゃない。折角少女たちに恩を」

「大した事じゃねーんだろ」

　引かれた脂あぶらは即そく座ざにジュウジュウと音を立てて下に落ち、一いつ瞬しゆんの炎ほのおと共に、いい匂においが辺りに漂ただよい始める。もう、アミは充じゆ分うぶんにあったまっているようだ。

　部長はそれを確認すると、あまった脂を火の中に放り捨て、ビニール袋の中に手を突っ込んだ。

　そして、空っぽのパックをつまみ上げ、不ふ審しんな表情。

「何だ、これは？」

「あ、いや」

「それは、ですね」

「だから、何でお前らは二人して私の顔を見るんだっ」

「おお」

　由宇の批難の声に、部長は思い当たったように頷うなずく。

「程々にな、少女」

「お前らはっ本当にっ誰一人ひとり私の話をっ」

「肉はこうして火の上で焼いて、その後に」

「だから私は生食いなど…………っ」

　吊つり上がりかけた由宇の眉まゆは、しかし、漂い始めたいい匂いと共に、あっという間に元の位置に戻もどった。

「…………う」

「箸はしと紙皿、ここに人数分置いとくから、それぞれ」

　鳥羽の言葉が終わらないうちから自分用の箸と紙皿をキープ。肉を凝ぎよ視うし。準備万ばん端たん。

「……焼けた」

「まだ裏側だけだっ」

　即座に伸のばそうとする由宇の手を押おさえ、透は肉をひっくり返した。

　お預けを食った由宇は、煙けむりと油を吐はき出しながら変色していく食材を見て、一言。

「フライパンの上でなくても、肉は焼けるのだな」

「あったり前じゃないの」

　いや、こいつに限って、それは「当たり前」じゃないんだよ。七尾。声に出さず、透は呟いた。こいつの頭の中にあったのは、「フライパンに油を引き、肉を過熱すると調理完かん了りよう」という、規格そのまんまのレシピか、または、「加熱による肉内の糖とアミノ酸の褐変反応」という科学公式しか、無かったんだ。つい、さっきまでは。

「あっつー！」

　焼けたての肉を真っ先につまみ上げて口に突っ込み、赤あか髪がみの少女は叫さけんだ。小さな口からはふっ、はふっと蒸気を吐き出し、そのまま、咀そし嚼やくして飲み込む。

「煙くさい！」

「木炭で焼くと、そうなる」

　言いながら、透は、ビニール袋に手を突っ込み、新しいパックを取り出した。

　アミの空いた場所に、どんどん肉を並べていく。焼けたハシから四方八方から誰かが手を伸ばすので、次々新しいのを載せていかないと間に合わない。そう言えば、今日は、朝、それぞれ船内の自動販はん売ばい機きで軽食を食べただけだ。昼飯って食べてなかったなあ。

「こら鳥羽ぁ！　アンタ、ひっくり返すなら専用の箸使えっつっただろ！」

「うるせーなこの女は。どうせ火で消毒されるからいいんだよこんなもん」

「うわ。何、この男？　野人？　衛生観念ってモンが」

「あーもううるせえうるせえ」

「由宇ちゃん！　焼き鳥は人数分しかないから、二個は取っちゃダメ！」

「大だい丈じよ夫うぶ、これは透の分だ」

「何がどう『大丈夫』なのか、説明してみろ。由宇」

　もうもうと吐き出される白い煙が、沈しずみかける夕日に照らされ、形を持って煌きらめいている。

　四角いかまどの中で、木炭が火の粉を散らして、赤く輝かがやいている。

「あっ！　由宇ちゃん、それはまだ赤いって！」

「大丈夫だっ。いちいち世話を焼くな！」

「だから肉は焼かなきゃ食べられないって、さっきも」

「食ってないって言ってるだろーがっ！」



    

  
    
      　横を向いて言い返す由宇の隙すきを突ついて、愛華がその目の前の肉をつまみ上げた。いつの間にか、お茶の用意は済ませたらしい。

「はい、透さん」

　そのまま箸を水平移動させ、こっちの紙皿に投下して、微笑ほほえむ。

「あ、ありがと」

「ちゃんと自己主張しないと、ダメですよ」

　意味ありげな言葉と共に、可愛かわいらしく片目を閉じる。

「そうでないと、どんどん陣じん地ちを広げられちゃいますからっ」

「うわあああああああスクール水着の少女がっまさかのアプローチを」

「オイ兄貴。麦茶取ってこい。ダッシュで」

「やっぱり同年代がいいのかあああああ」

「茶取れっつっただろ。口は要らん」

　低い声と共に、七尾が兄の脛を全力で蹴けった。

「ギャーギャー騒さわぐな、見苦しい」

「おい妹。なぜお前は実の兄貴にそんなに厳しい」

「普ふ通つうだ」

　無表情で喋しやべる七尾は、とても怖こわい。

「何か、気に入らない事でもあるのか妹。良ければ、相談に」

「うっさい。焼くぞ」

「七尾君、君はもう少し、お兄様への敬意をだな」

「余計なお世話です、兵ひよ藤うどうさん」

　目が据すわってる。

「ヤバイですアイツのあの目はヤバイです。逆らっちゃダメです部長っ。はいはい新しい肉取りに行きましょう三人でっ。シートの上に置いてありますから」

　部長の身体を、鳥羽と羽は幌ほろが二人がかりでレジャーシートの方へ引きずっていった。

「青春だ」

「だから、なんであなたが締しめるんですか。遊也さん」



　夕焼けが徐じよ々じよにその陣地を広げ始め、神代岳が、先せん端たんから闇やみに包まれてゆく。

　あれだけあった食材も八割方無くなり、一同の腹もそろそろ膨ふくれ始めた。今、アミの上では残り二割方が焼け始めているが、それを見守っているのは、今回の焼き担当七尾と、まだまだ食い足りなそうな由宇の二人だけ。他の連中は、砂すな浜はまに寝ね転ころがったりカニを追ったり、てんで勝手に行動中だ。

「うおおおおおおおお来いやああああ羽幌おおお」

　鳥羽が、夕日をバックに吼ほえている。

「何で俺が行くんだ」

「友情を深めるには浜はま辺べで乱らん闘とうが一番なんだよ！」

「よし。行こう」

「おいっちょっと待てっお前本気出すなっぎゃああああああああ」

　あの二人は、放っとこう。透は、スムーズに目を逸そらした。

　ちょっと、お茶を飲んでこよう。思ってバーベキュー台から離はなれ、レジャーシートに座り込む。置いてあったペットボトルに手を伸のばしかけた、その時、

「透さん」

　そっと、後ろから、声がかかった。

「…………」

　無言で手を止め、僅わずかに顔を動かして、バーベキュー場の由宇の姿を、横目で確認。

　食欲権化少女は、相変わらずアミの上に夢中。ただ一人、焼きあがったら即そく座ざに飛とび掛かからんばかりの勢いだ。こちらには、全く注意を払はらっていない……それを確認し、無言で、声のした方へと、顔を向ける。

　当然……声の主は、愛華だった。

「何？」

　片手に麦茶のペットボトルを掴つかみ、囁ささやくような、抑おさえた声で──出来るだけ、何気ない風を装って──聞き返す。

「あの、」

　少女は、こちらの視線の先をうかがい、そして、小さく首を振ふった。

「いえ、その話じゃないです」

　由宇の話じゃないのか。よかった。密かに胸をなでおろす。

「……その話は、また、後ほどで……」

「…………」

　後ほど……か。心の中で、静かに呟つぶやく。

　勘かん弁べんして、くれないのかなあ。やっぱり。

「今は…………えっと、」

　少し迷い、愛華は口を開いた。

「先ほどは、無事でしたか？」

「へ？」

　ペットボトルを持ったまま、思わず、間ま抜ぬけな声で聞き返す。

　愛華は、それに勇気付けられたかのように、遠えん慮りよがちに言葉を続けた。

「さっき……透さんが、三人で買い出しに行かれた時ですけど……

　……あの、何だか、『妙みような感じ』が、私の、感覚に」

　言葉と共に、前髪のハネ毛がぴくぴく動く。連動しているのだろうか。これ。

「いえ、『アイツ』じゃないです。『アイツ』の他に、近くに……別の『宝石』が……

『アイツ』とは、異質で、やけに……激しい、荒あら々あらしい、そんな感じのヤツが」

「ええと……」

　そんな事言われたって、その『感覚』とかが分からないこっちとしては、どうにも返事しようがないんだけど。

「あの、気のせいとか、そういう……」

「いえ、そんな筈はずは……勿もち論ろん、これは、自分では、制せい御ぎよできないんですけど…………

『いるかいないか、分からない』時はあっても、『いる』と感じた時は、絶対に……あ！」

　愛華は突とつ然ぜん、何かに思い当たったように、手を打った。

「そうだ！　きっと『アイツ』が、何か企たくらんでるんですよ！」

「…………」

「この島で、こっそりと、何か、しているに違ちがいありません！

『発はつ症しよ者うしや』は、自分の『破片』を、他の生物に埋うめ込む事で、その生物を、」

「…………まあ、あんまり気にしなくても……」

　わざと、さり気なく言いながら、そっと立ち上がる。

「透さんっ！」

　愛華は、少し強い調子の声を出した。

「私はですね、『アイツ』を！　あの『発症者』を、」

「いや、あの、だから、あまり……大声で言うと」

　バーベキュー場へと、引き返す。愛華は、キッチリと付いてきた。

「『発症者』が、どれ程恐おそろしい存在か、透さんは知ってるんでしょう？」

　声を背に、なんとかアミの前に戻もどる。愛華は、すぐ近くにいる由宇を気にするように見、そして、仕方なく、という感じで、しぶしぶ口を塞ふさいだ。

　てんで勝手に遊んでいた連中も、一応、皆みなアミの前に戻り……

「あれ？」

　一同の顔を見回し、透は呟いた。

「……灯璃は？」

　集まった顔ぶれは、自分と愛華を最後に、八人。灯璃の顔が、見当たらない。

「はひふははははひほほそへへ」

「モノを口に入れたまま喋しやべるな、由宇」

「『旅館にお茶を取りに行った』と言っているようだ」

　由宇の言葉を、部長が翻ほん訳やくした。何で分かるんだこの人は。

「へー……」

　肉を箸はしでいじりながら、さっきの旅館へと続くグネグネ道を見上げる。白いガードレールが、夕日の残光を照り返している。暗い夜道というわけでは無い。が。

「まあ、一応、見て来るよ、おれ」

「おーおー。ひーちゃん、細かいコト」

　背後から、七尾の声がした。



　海パンにＴシャツ姿で、旅館へのグネグネ道を、のんびりと、登ってゆく。朝に止まっていた軽トラは、今は、なくなっていた。持ち主が、何らかの仕事を終えて、そして帰っていったのかもしれない。そんな事を、のんびり考えつつ、角を曲がる……

　その、思考が、

（え？）

　突然、漂ひよ白うはくされた。呆あつ気けに取られた。

（何？）

　目に映る光景、今、視線を上げ、目の前に開けた光景。

　暮れなずみ始める、島の自然林。葉を広げる広葉樹と、それに巻きついてつぼみをつけるアサガオ。足元を埋め尽つくす、低い背のシダ植物と、白い小さな花を咲さかせる草々。

　何気ない風景、カラーの写真集を飾かざっていてもおかしくないような、夏の、自然の風景。

　その、ど真ん中、溢こぼされた、一滴てきのコーヒー跡あとのように、

『自然でない存在』が、

『バケモノ』が、

　いた。

（……何……）

　思わず……そう、何も思わず、立ち止まる。

（…………これ？）

　立ち止まって、目の前の『それ』を、つくづくと、見つめる。

『それ』と対たい峙じしていた時間は、『それ』が、動き出すまでの時間は、『それ』が、こちらに向かって飛とび掛かかってくるまでの時間は、多分、一秒にも満たない、ほんの、瞬しゆ間んかんだっただろう。一秒にも満たない、ほんの、瞬間の光景は、突然、

「……ぎゃああッ!!」

　自分の喉のどから漏もれた、悲鳴と共に、

　赤一色に、覆おおわれた。

　一拍ぱく遅おくれて、顔面に鋭するどい痛み。反射的に痛みの箇か所しよを右手で押おさえ、左手を地面について屈かがみこんで、やっと気付いた。この、赤い色、今、おれの視界を覆った赤い色は、おれの、血だ。何で、血が？　なんで、おれの目の前に、血が？　分かった。今、さっき、おれは、その、飛び掛ってきた『バケモノ』の、攻こう撃げきを受けて……

　赤に塞がった視界の中、耳が音を捉とらえる。チャッチャッという、不気味に近寄ってくる、硬こう質しつの音。今度は、何故か、即そく座ざに分かった。足音だ。爪つめを出したまま歩いている、ケモノの足音。こちらに近寄ってくる、肉にくし食よく獣じゆうの足音。

「透──」

　坂の上から響ひびいてきた大声で、足音は止まった。続いて、アスファルトが蹴けられる音。林の木が揺ゆれる音。逃にげていった。『何モノか』は、逃げていった。



    

  
    
      「どうしたの？　透、何か、悲鳴が──」

　上から灯璃の声と、サンダルの足音。その確信で、浮うわついた心が、落ち着く。

　据すわった心で、現状認識。目の前は、真っ赤だ──

　けど、痛みの箇所は、怪け我がの場所は、目じゃない。もっと上、額の辺りだ。よかった。

「透！」

　灯璃が足を止め、鋭い声を出した。

「その、血は！　どうしたの！」

「あ、いや……」

　そうか。確認。額を、切られたんだ。あの一いち撃げきで。そして、血が目に入った。

　額に当てたままの右手、その指を恐こわ々ごわと動かし、傷きず跡あとに触ふれる。指先に、どろりとした液体の感かん触しよく、しかし──

　傷は、大きくは無い。大だい丈じよ夫うぶだ。

「どうしたの。ひーちゃ……あ！」

　七尾の声と共に、下から数人の足音。自分の悲鳴は、下まで聞こえていたらしい。

「透さん、その、額は…………！」

「何に、やられたんだ？」

　叫さけぶような愛華を制して、部長が、落ち着いた一言。

　何に？

『大丈夫』をアピールする為ため、顔の血を右手で拭ふいて、わざと平気な顔で立ち上がる。

　立ち上がりながら、考える。

　何に、やられたんだ、おれは？

「その……」

　思い出す。

　さっき……あの、一秒にも満たない、ほんの、瞬間。網もう膜まくに映った『バケモノ』の、姿。

　ごく自然の風景、ど真ん中に居座っていた『違い和わ感かん』。その、外見。

「ええと……確か」

　瞬間の記き憶おくを、必死で掘ほり起おこす。

　そう……確か、……耳が頭の上についてて……爪があって……

　……全身を、茶色の、毛に、覆われて、

　つまり…………

「ネコ……」

　いや、あのサイズで、ネコは無いな。

「茶色の……、トラ……？」

　物もの凄すごく、怪あやしい顔をされた。



　一同の見守る中、砂すな浜はまのレジャーシートに座り、ティッシュで額の血を拭ぬぐう。

「額の傷は、出血が激しいものだ。傷の深さ自体は、大した事がない」

　遊也が、珍めずらしく真しん剣けんな顔で言いながら、リュックから救急箱を取り出した。

「だが、野良ネコの爪は不潔な事が多い。ちゃんと消毒しておかないと、まずいぞ」

「だから、野良ネコじゃなくて……」

「茶色のトラ、か？」

「…………いや、その」

　他人の口から言われると、確かに、物凄く嘘うそっぽく聞こえる。何だが、自分の記憶にも自信が持てなくなってきた。気が焦あせって、変に大きく見えたんだろう、と言われれば、そうかなあ、としか思えない。傷は、確かに、ついているんだけど……

「あ、じゃあ、自分で消毒やっときますんで、皆みなは、」

　照てれ隠かくしに片手で傷を押おさえ、片手でバーベキュー場を指し示す。

　最後の二割の食材を載せたアミには、さっきから火がかけっ放しだ。片付けるにしろ食べるにしろ、とっとと何とかしないと、えらい事になるかもしれない。

「しかし……」

「いや、皆で見てて治るモンでもないし。大丈夫ですよ」

　努めて、明るい声を出す。部長は、しぶしぶ頷うなずいた。

「……そうか。では、一応、あっちの方を片しておこう。灯璃君、君は手当てを」

「私がやる」

　部長の声を遮さえぎり、由宇が手を上げた。

「え？　由宇ちゃん、手当てとか、出来るの？」

　レジャーシートに座り込みながら、灯璃は由宇に声をかける。

「できる」

　バーベキュー場へと向かう一同を追おい払はらうように手を振ふり、断言。

「本で、読んだことがある」

　言葉と共に、自分のリュックを探って、

　そして、サバイバルナイフと、ライターを取り出した。

「おい」

　傷口を押さえながら、透は声を出した。

　何、その剣けん呑のんなアイテム。

「本によると」

　右手にサバイバルナイフ、左手にライターを持ち、自信満々。

「まず、ナイフの刃はをライターの炎ほのおで消毒して」

「え、あの。ちょっと待て」

「生ナイフで皮ひ膚ふを切きり裂さくと、傷口から雑ざつ菌きんが入るらしい」

「皮膚を」

「よって、あらかじめ、炎で消毒を」

「あの、一応確認しとくけど、本気じゃないよな」

「ついた」

　ライターの炎が、燃え上がった。

「あ」

　やばい。確信。

「あああちょっと待て由宇。ちょっと落ち着いて、その本思い出してみろ。その本って、ひょっとしたら表紙にベトナムとかゲリラとか民族解放戦線とかぴくせる☆まりたんとかそういう系統の単語が」

「最後のは無かった」

「それ以外はあったのかよ！」

　火を消してライターを放り投げ、ナイフを構える。

「さあ行くぞ」

　どこへだ。

「来んな！」

「我が慢まんしろ。命には代えられん」

「いやそんな大層な怪け我がじゃないからっ。ほら本当に大だい丈じよ夫うぶだからっ」

「こうしている間にもお前の体が徐じよ々じよに」

「助けてええええ死が来るうううう」

「ついに幻げんか覚くし症よう状じようが」

「いやあああああ目の前に死神がああああおいはらってえええ」

「あー。由宇ちゃん。ほら、そろそろ、肉、焼けてるよ」

「！」

　横からかけられた灯璃の言葉に、にじり寄ってきた血の色の看護人は、ぴたり、と、その動きを止めた。

「むう」

　効果は抜ばつ群ぐんだ。サバイバルナイフを構えた少女は、浜はま風かぜに乗って漂ただよってくる肉の匂においに、少しだけ迷って、そして、

「はーい。じゃ、これで終わり。全部食えよ、お前らー」

　との鳥羽の声に、止めを刺さされたかのように、ゆっくりと、ナイフを下ろした。

「じゃあ……」

　唾つばを飲み込み、呟つぶやく。

「行ってくる」

　コイツは、何よりも食い気なのか。自分で言っといて何だが、ちょっと複雑な心境。

「ちゃんと、手当てしろよ」

　言い置いて、踵きびすを返し、振り返りもせず、全力で走ってゆく。

　む、やはり、なんとなく、面白くないような。

「……由宇ちゃん、さあ……」

　砂すな浜はまを走ってゆく水着少女の後ろ姿を見つつ、灯璃は呟いた。

「だいぶ、変わったよね」

　そのまま、レジャーシートの上に座り、救急箱からガーゼと消毒液、サージカルテープを取り出す。ああ良かった。こっちは普ふ通つうだ。普通って凄すごい。

「まあ……」

　血を心ばかり拭ぬぐって傷口から手を離し、灯璃の目の前に座り込む。

「変わったな。あいつ」

　透は、つくづく、呟いた。

　由宇と始めて会ったのは、四ヶ月半前。

　最初の頃のアイツは、人間性のカケラもなかった。

　今は……まあ、色々と、まだ、間ま違ちがってる事も多いけど、

　というか、相変わらず、八割方間違ってるけど。

　でも、由宇は、変わった。それは、断言できる。

　灯璃は、ガーゼを袋ふくろから取り出しながら、少し笑って、言葉を続ける。

「遊んでるよ、由宇ちゃん」

「『遊んでる？』」

「そう」

　ガーゼに消毒薬を滲にじませ、こちらの傷口を拭う。近寄ってくる身体に、ちょっと緊きん張ちよう。

「遊べる子供は、幸せだし、ちゃんと、生きられるのよ。きっと」

「子供…………か」

　小さく、呟く。

　半年前に、ヒトの身体を手に入れ、『ヒト』となった由宇。

　その『人生』は、まだ、半年間しかない。あいつは、生まれたばかりの子供だ。

　そのことを、灯璃は、知っているのだろうか。

　多分、知っている……かも、知れない。確認しない方が、いいだろうけど。

「遊び……か」

　思い出す。昼間、灯璃の背中に、ウミウシを放り込んでみた、由宇。

　無む邪じや気きに、サンオイルで挑ちよ発うはつめいた事をやってみた、由宇。

　考えて見れば、あれは、以前のあいつからは、考えられない行こう為いだ。何の意味もなく、何の合理も無く、ただ、『面白そうだから、やってみた』。ただ、それだけの行為。

　他人に、自分以外の世界に干かん渉しようし、その反応を観察し、そして、笑う。

　ただ、その為ためだけの、『子供の悪いた戯ずら』。

　勿もち論ろん、怒おこられた訳だし、それなりの因果応報を食らった訳だけど。まあ、それは、それ。

　これからも、アイツは、次々と、ああいう行為を……

　…………。

　……それはそれで…………かなり、悪くないような……

「何考えてるの？　透」

「いやっ別に何もっ」

「ふむ」

　傷口にガーゼを押おし付け、サージカルテープを貼って、余った所をハサミで切る。

　切きれ端はしのサージカルテープを仕し舞まい込みながら、灯璃は口を開いた。

「君も、変わってきてるよ、最近」

　救急箱のふたが、バタン、と音を立てて、閉まった。

「明るくなった」

「そうかな」

　そうかも知れない。透は、気負いなく、思った。

　おれも、最近、変わってきたかもしれない。

　皆みなのおかげ…………で。

　この旅行も、多分、その一つだ。おれは、変わってきているんだろう。皆との、触ふれあいで。

「『人は、絶対に明るくなきゃダメ。明るいのが正義、暗いのは悪』なんて事、言うつもりは無いけどさ。君は、そっちの方が、明るい方が、いいと思う」

「なんで？」

「笑ってるもの。以前より」

「…………」

「初めて会った時の君は、ぜんぜん、笑ってなかった」

　灯璃と、初めて会った時……今年の春、四月だ。

　宝物のようなその時の記き憶おくは、多少、気き恥はずかし目の緩かん衝しよ材うざいにくるまれている。

　あの時の自分は……本当、思い出すのも辛つらい、というか……

　いや、勿論、その時の自分は、それはそれで、それなりの言い分は、あったんだけど。

　でも、あの時の自分は、不幸だった。それは、確かに、確信できる。

　笑いも、遊びも、出来なかった。

「君が変わったのは、たぶん、由宇ちゃんのおかげ」

　救急箱をリュックに仕舞いこみ、笑顔を浮うかべる。

「来てよかったね。ここに」

　その笑顔は、相変わらず、とても綺き麗れいだった。

「…………うん」



「おいおい愛華君。そんなに無理して食べなくても。残りはこの少女が」

「いえっ食べますからっ。独ひとり占じめさせてちゃいけませんっ」

「おいっなんでこいつはさっきから私の肉をっ」

「『あなたの肉』じゃ、ないでしょうがっ」

　遠くに見えるバーベキュー場では、愛華と由宇が、残りの肉を取り合っている。

　と言うより、愛華が、由宇をばっちりマークしている。

「…………」

「あの子、気になるの？」

「あ、いや」

　灯璃の声に、透は慌あわてて視線を逸そらした。

「私もさ、ちょっと……気には、なるのよね

　あの子、昔……中学時代から……本当に、いい子なんだけど、ね」

　そう。心の中だけで、頷うなずく。

　いい子だ。あの子は、愛華は、本当に、いい子だ。

『正義の公務員』として、皆の為に、働きたいと思っている。

　その発想は、打算とかじゃなく、本当に、純じゆ粋んすいなものだ。

　おれの事だって、本当に、善意で、『助けてあげよう』と、思っている。

（でも…………）

　何かが、間ま違ちがっている。そんな気がする。

　あの子の発想は……根本的なところで、何かが、欠けている。

「おれが、変われた理由」を、あの子は、今、持っていない。そんな気が、する。

　

　太陽がその姿を完全に消し、ばちばちと爆はぜる木炭の残り火が、輝かがやきを増し始めた。

　じきに夕焼けの残ざん滓しも追おい払はらわれ、島に、夜がやってくるだろう。

「よし、こんな所で、いいだろう」

　バーベーキュー場の片かた隅すみにレジャーシートを丸めて立て、部長は言った。

「後片付け、終しゆう了りようだ。……このリュックは誰のだ？」

「あ、私のです」

　愛華が頷き、部長の手から茶色のリュックを受け取った。

「あ…………えと、そうだ」

　そして、思いついたように、そのままリュックから携けい帯たい電話を取り出す。

「おいおい。こんな所で彼氏に電話かよ」

「違ちがいますっ」

　鳥羽の軽口に、怒おこったように言い返し、電話を操作、耳に当てる。

「じゃあ、どこ？」

「ええと…………その」

　暫しばらく考え、呟つぶやくように言う。

「職場です」

「職場？　アルバイトかなんかしてんの？」

「いえ……少し」

　そして、こちらの顔を、窺うかがう。

『職場』って、やっぱり……『欠片かけら同盟』だろうなあ。その視線を受け止め、透は思った。

　思って、少し辺りを見回す。由宇は砂すな浜はまでナマコをいじり、灯璃に後ろから「逃にがしなさいっ」とか言われている。二人とも、こちらに注意を払っている様子は、無い。

　愛華もそれを確認したのか、顔を近づけ、小声になって、一言。

「さっきの事、浅あさ黄ぎさんに、聞いてみますね」

「さっきの、って」

「あの、『トラ』ですよ」

「いや、アレは、ひょっとしたら、おれの見み間ま違ちがいかも……」

「自分の観察力を、卑ひ下げしちゃいけませんよ、透さん」

　何故か、自信満々に、愛華は頷いた。まるで自分の事のように。

「なんと言っても、透さんは、卑ひ口ぐちを倒たおすほどの力を、持ってるんですから！」

　……あまり、その名前を、おれの前で、口にしないで欲しい。心の中だけで、思う。

　思い出したくないんだよ。その名前は。

　アレは、死んだんだ。おれの家族は、アレとは関わりのない所で、成仏したんだ。

　もう、それで、いいじゃないか。

　この子は、おれの事を、どれだけ知ってるっていうんだ？

　ファンだとか憧あこがれてるだとか、どういう根こん拠きよで、言ってるんだ？

「ひょっとしたら、その『トラ』も、何か、『宝石』に関係するモノかも知れません。

　一応、念のために、です。透さんが見つけた、と言えば、きっと、浅黄さんも」

「うわあああああああ二人で内ない緒しよ話ばなししてるうううショックだああああ」

「オイ兄貴。ちょっとそこの海に身を投げろ。大だい丈じよ夫うぶ風か邪ぜなんか引かないから」

　電話が、繋つながった。

「あ、もしもし……」





　同時刻。

　東京、名も無きビルの、なんでもない一部屋。



「もしもし……ああ、愛華さんですか。

　どうですか。神代島は。充じゆ分うぶんに、楽しんで……いや、仕事なんか、いいですよ、ええ。

　…………」

　電話を受けた浅黄は、淡たん々たんとした口調で、受話器に向かって喋しやべる。

「…………『バケモノ』？　ああ……」

　受話器を持ったまま、瞳ひとみを動かし、向かいに座る少年を見た。

　見られた少年は、大きく、ため息をついた。

「いえ……別に、愛華さんが、気にしなくても……」

　少年は、ため息をついたその手で、マジックペンとノートを取り出し、真っ白の見開きページに、でかでかと大きく、『気付かれたの？』と書いて、掲かかげる。

「……気にしなくても、いいんじゃないですか？」

　浅黄は、ノートを受け取り、受話器を持ったまま、片手で器用にペンを取り出し、キャップを外した。キュッキュッキュッと音を立て、ノートに、大きく文字を書く。

『そうです。気付いたようです。愛華さん』

「ああ、ええと『バケモノ』を、気にしなくていい訳じゃなくてですね、ええと」

　少年は、ノートを受け取り、マジックペンを動かす。

『誤ご魔ま化かしてよ。何とか』

　浅黄は、ノートを受け取り、ペンを動かした。

『分かりました』

「きっと、幻げん覚かくですよ、それ」

　少年は、ノートを奪うばい取とった。

『そんな幻覚はない』

「え？　透さんが、見た？　ええと……それは、」

　少し間を空け、答える。

「集団幻覚です」

『意味が分からない言葉は、使わなくていい』

「ええ、若き日の幻げん想そうです」

『やけくそになったら、負けだと思うんだけど』

「え……はい。だから、気にしないほうが、いいですよ。では」

　浅黄は、電話を切った。ペンを構えて、ノートを受け取る。

『まずいですよ。灰はい人とさん』

「普ふ通つうに喋っても、いいと思うんだけど」

「そういえばそうですね」

　頷うなずいて、ノートを閉じる。

「誤魔化しきれませんでした。残念ながら」

「誤魔化すつもりだったの？」

「あなたが、そうしろって言ったじゃないですか」

「ああ、確かに、そうだったよね」

　座ったまま、天てん井じようを見上げる。

「……こりゃ、万一、大事になるかも……だね。じゃあ、仕方ない。回収だ」

　少年は、椅い子すから立ち上がった。

「『蒼あお』を呼んでくる。どうせ彼女、今日も一人静かに読書だろ。飽あきもせず」

「本当に、彼女一人で行かせるんですか？」

「うん」

　呟つぶやきながら、部屋を出て行く。

「背に腹は、代えられない、ってヤツだよ」



    

  
    
      五章　夜、宿しゆ泊くはく






　旅館ロビーのテレビに、天気図が映し出されている。

『台風九号は、午後七時現在、父島の南東二百キロメートルにあり、一時間に……』

　天気図の前で、アナウンサーが、静かに原げん稿こうを読み上げている。

『進路によっては、明日以降、伊い豆ず諸島が、暴風域に……』

「…………やっぱ、来てたのか……台風」

　浴衣姿で、リモコンを持ったまま、透とおるはテレビの前で唸うなった。

　夏休みの真ん中にしては、船も海も、やけに空いてると思ってたんだ。明日の船は、大だい丈じよ夫うぶなんだろうか。ちゃんと、お盆ぼんには、家に帰れるんだろうか。

「どうにもならない事を気にしても、仕方ないぞ、少年」

　後ろから、遊ゆう也やの気楽な声が響ひびいてくる。

「心配して、台風がそれる訳ではないだろう」

　ソファに座って、家から持ってきたらしい文庫本から目を上げ、呟く。

「どうにもならない事は、忘れるに限る」

「そりゃあ、そうですけどね」

　言葉を返しながら、リモコンをテレビの上に置き、透はソファに座り込んだ。

「大丈夫じゃねーの？　まだ、遠いし。明日くらいは、持つだろ」

　奥おくの机で、将しよ棋うぎ盤ばんを挟はさんで羽は幌ほろと向かい合う鳥と羽ばが、熟考のついでに喋しやべった。

　今、ロビーにたむろしているのは、以上の四名。男ばっかり。風ふ呂ろ上がりのけだるい時間を、それぞれ、ここで過ごしている。

「部長は、どこへ行ったんだよ」

「寝ねた」

　パチッ、と、やけに本格的な音と共に駒こまを動かし、羽幌が一言。

「もうかよ」

　という事は、風呂に入って、そのまま布団に直行した訳か。やけに早い。

　まあ、今日の予定は全て終しゆう了りようした。日もとうに暮れ、外は真っ暗。起きていても、別に、やる事は無いけど。

「長たるもの、色々と気苦労も多いのだろうよ」

「あなたは気楽そうですね、遊也さん」

「何を言うか」

「ただいま──……っと」

　玄げん関かんの戸が開き、黄色い声と共に、部屋の中の匂においが変わる。

「お、男連中。順調にダラけてるね。もう、お風呂入ったの？」

　元気よく喋る七なな尾おを先頭に、女子四人がドヤドヤドヤっという感じで室内へ入ってきた。全員、Ｔシャツにジャージの、完かん璧ぺきな運動着。ちなみに水着はもう着ていない。

「む」

　最後に入ってきた由ゆ宇うが、ロビーの柱時計を見上げ、呟つぶやく。

「九時前か。間に合ったな」

「何にだよ」

　透は、同じく時計を見上げ、質問する。

「今日は、十時半から『ネゴシエーター・リカ』の放送がある」

「まだ見てたのかそれ」

「この島は、放送時間が違ちがってな。危うく見み逃のがす所だった」

「見逃しといていいだろ」

「何を言うか。今日のは凄すごいぞ。長年諍いさかいあってきた二つの学園異能者集団、『闇やみの生徒会』と『光の番長連合』が、いよいよ、リカの仲裁で一つのテーブルに」

「だから、どの辺の客層をターゲットにしてるんだそれは」

「……あー。もう、こんな時間か」

　灯あか璃りが、同じく時計を見上げて、言った。

「君らは何してるの？　こんな所で？」

「あ、ちょっと、睡すい眠みん前の、頭の体操を……よし、これでっ」

　散々長考の末、駒をおずおずと動かしながら、鳥羽は言った。

　一秒後、羽幌が迷いなく次の手。「ぎゃあ」という声と共に、また長考。

「そう。それじゃ、私たち、お風呂行って、寝るから。また明日」

「おっけー。さっさと風呂入りましょー。海水でベッタベタよ。あーやだやだ！　……」

「こんな所に、風呂があるのか」

「当たり前でしょー由宇ちゃん。なくてどーすんのよ」

「そんな大量の水が、こんな離り島とうに、どうやって」

「あー。考えたら凄いよねー。人間の英知ってヤツ？　英知スゲー」

「大浴場は、久しぶりです。私」

　四人で、てんで勝手に喋りつつ、ロビーの横を通って、女の子部屋へ。

　最さい後こう尾びの灯璃が、バタン、と、部屋の扉とびらを閉めた。

「…………」

「…………風呂、か」

　遊也が軽く呟き、読んでいた文庫本を閉じた。

「……………………風呂ですね」

　鳥羽が、長考を止め、顔を上げた。

　二人で、なぜかアイコンタクト、深く、頷うなずく。

「我々も、そろそろ、行くか。諸君」

「はい、行きましょう、遊也さん」

「そうですね。そろそろ、部屋に……」

　透は、立ち上がってテレビに歩み寄り、本体のスイッチで電源を切った。青い天気図が、残光と共に消えうせる。

　確かに、そろそろ我々も、男部屋に行った方がいいかもしれない。まだ九時前だが、こういう時は、早く寝た方が……

「そうだ、遊也さん、明日は、何時に起き…………」

　振ふり返る。

　ロビーに残っていたのは、羽幌一人だけだった。

　鳥羽と遊也の二人の姿が、消えている。

「……」

　無言で顔を動かし、男部屋のドアを見る。

　ドアは、開いていない。開けられた気配も、ない。

　二人が、あの中へ入っていった痕こん跡せきは、ない。

　…………。

　羽幌は、達観した仙せん人にんのように、一人、将しよ棋うぎの駒こまを片していた。

「おい、羽幌」

「なんだ」

「あの、二人は」

「ああ」

　駒箱のフタを閉め、俗ぞく世せを諦あきらめた高こう僧そうのように、一言。

「出かけた」

「…………どこへ」

「知らん」

　…………。

　二人の下した靴ぐつが、ない。



　旅館は島の車道に面しており、その窓は全て、オーシャンビューという事で、西向き。　つまり、旅館にある全ての窓は、車道の方を、向いている事になる。

　勿もち論ろん、旅館の二階にある大浴場の窓も、その例外ではない。

　実際、男風ぶ呂ろの窓から外を眺ながめてみると、下には、車道が見えた。という事は、つまり、逆に考えれば、

　下の車道にいれば、『稼か働どう中』の風呂が、ごく近くに、

「いい海だな、鳥羽君」

「そうですね」

「何をやっとるんだお前らはっ！」

　車道のすみに腰こし掛かけ、『まるで』海を見ているかのような男二人に向け、透は叫さけんだ。

「しっ！」

「『しっ！』って、遊也さん、あの……」

　声を遮さえぎるように、上から、音。

　ガラガラガラ……と…………サッシを開けるような……

　そう、ちょうど、風ふ呂ろ場ばの入り口を、開けるような音が、響ひびいてきた。

「おー。なんだこれは。大きいぞ。プールか？」

「プールな訳ないでしょ由宇ちゃん！」

　灯璃と、由宇の声が、聞こえてきた。

　目の前で鳥羽が、男の微びし笑ようと共に、頷いた。頷くな。

「つくづく……浮うき世よ離ばなれしてるとは思ってたけどさあ」

　足音と共に、新しい声。七尾だ。

「温泉とか大浴場とか、行った事もねーの？」

　何しろ風呂場だから、声はよく響く。よく響いて、下まで聞こえてくる。

「その年になって？　信じらんねー」

「風呂は一人か二人で入るものだ」

「この日本で、どんな生活してたのさ。一体」

「馬ば鹿かにするな。温泉くらい知っている。温泉とは、主に火山による地熱によって」

「かけ湯をして入るんですっ！」

　さらに新しい声、愛あい華かの高い声が、響き渡わたった。

「常識がないんですか、あなたはっ！」

「お前、……いちいち怒ど鳴なるな。私に向かって」

「そうよ愛華ちゃんっ。相手は子供なのにっ。ほら、まだこんなに小さいのにっ」

「…………小さいのか、私は」

　小さいって…………何が。

　いや。

　透は、想像をやめた。

「以前、私は灯璃に、この問題を解決するべく、質問をしたのだが」

「なっ…………」

　七尾が、怯ひるんだ声を出した。

「やはり、こういう質問は、出来るだけ実績を上げた者にするのが、望ましいと思う」

　ざばっ、と、湯船をかき分ける音。

「お…………おい、」

「ちょっと現物を見せろ。七尾。実際に」

「わ！　何すんのっ。この子何すんのっ。ぎゃー！」

「おお。何だこれは。ヒトのこの部位は、こんなに」

「ちょ、ちょっと…………」

「…………」

　七尾兄は、爽さわやかに親指を立てた。

「な？」

「なんて兄貴だ」

「おい透っ。年長者に向けて、なんて口をっ」

　小さな四角い窓からどんどん吐はき出される白い湯気が、中からの光に、照らされている。

「お、これはなかなか……私の手には、余る」

「おいっ止めろよっ何やってんだっこの子はっ」

「柔やわらかいような硬かたいような、これはなかなか微びみ妙ような」

「何言ってんのっやめろっやめろおい、やめろっ」

「じっとしていろ。私はちょっと将来におけるモデルケースを」

「おいっ止めろっちょっと止めろよっ……や、止めて……っちょっと……っ」

「ん？　どうした七尾。体調でも悪く」

「何やってるんですかっあなたはっ！　いい加減に」

「お前では参考にならん」

　愛華の高い声を、由宇は低く切り捨てた。

「…………なっ」

「お前は、灯璃よりも更さらに、実績が低い」

「……何をっ言ってるんですかっ！」

　カラカラカラ…………

　頭上で、また、サッシが開く音。

　今度は、さっきのより、大きい。何だか、凄すごく直接的というか、すぐ近くで鳴ったというか、遮さえぎるものがない所で鳴ったというか、そんな感じ。

「あ、灯璃さん、窓を開けるんですか？」

　窓。

「大だい丈じよ夫うぶでしょ。外は海だし。まさか、誰かが下からよじ登って来る訳でもなし」

　……………………。

「行くか」

「ああ」

　二人の男は、頷うなずき合あった。

　そう、確か、玄げん関かんには、脚きや立たつが置いてあった。

　何で、そんな事を思い出してんだよ。今、この場で。



「うわ！　この子肌はだスベスベですよ。……の癖くせに、なんて生意気なっ」

「！　何をするっ」

「ちょっと見てくださいよっ灯璃さんっ。この子のこれっ。うわっ」

「おいっ、さっきから思っていたが、お前はいちいち私に」

「あ！　本当だっ。由宇ちゃん凄いっ綺き麗れいに焼けてるっちょっと見せてっ」

「や、止めろやめろ！　灯璃は触るなっ私に触るなっ」

「何で嫌きらうのよっ由宇ちゃんっちょっと来てっこっちにっ」

　ざっぱざっぱと湯船をかき分ける音が聞こえてくる。元気な奴やつらだ。

　いや…………元気といえば、

「おお、沖おきに見えるアレは、灯台ですね。夏の灯台とは、なんとも風流で」

「ああ、鳥羽君。よく見ろ。あの光は、動いているぞ」

「動く灯台ですか。何とアバンギャルドな」

「アレは、漁船だ」

「そうですか。まあ、どうでもいいですね」



    

  
    
      「まったくだ」

「お前ら…………」

　何気ない会話をしながら、二人は、てきぱきと作業を進めていく。

　勝手に、脚立なんか持ち出してもいいのかよ。

　そんな透の心中には勿もち論ろん何の斟しん酌しやくもせず、一仕事を終えた遊也は、呟つぶやいた。

　立てかけた脚立を見て、満足げに、一言。

「さて」

　さてじゃない。



「あー。そう言えば。七尾先せん輩ぱいっ」

　シャワーの音に混じって、愛華の声が、響ひびいてきた。

「…………何？」

「あ、その顔。新しん鮮せんです。なんか、七尾先輩って、髪かみ解くと、全然印象変わりますね。

そっちも、可愛かわいいですよ。うん」

「止めてよ……そういう事言うの…………」

「照れてるんですか」

「うっさい」

「あの姿の時は、強気なのに」

「黙だまってろっ」

「水着だって、結構大だい胆たんだったし」

「…………アレは、その、……」

「それがまた、似合ってる所がにくいっ」

「あの、……流れ、で。あんまり、言わないで……」

「変わってませんねー。中学の時から」

「昔の事なんて、忘れたっつーの」

「乱暴に見えて、結構、繊せん細さいで」

「……うっさい」

「もう、バスケはやらないんですか？　折角……」

「…………」

「でも、中学の皆みんなは、先輩の事、尊敬してましたよ。後こう輩はいたちも」

「…………」

　暫しばらく沈ちん黙もく、そして、

「………………ねえ」

　シャワーの音が、止まった。

「愛華、ちょっと、話、あるんだけど」



「気付かれましたか？」

「む、それは不味いぞ、鳥羽君」

　遊也が、真しん剣けんな顔で、手を打った。

「あの中には、凶きよ暴うぼうなのが一人交じっているのだ。下手をすると、命に関わりかねん。

　このミッションに際し、遺書はちゃんと用意してあるだろうな」

「ご冗じよ談うだんを」

「冗談ではないよ。ははは」

「はははじゃないでしょうが」

「オイ、無む駄だ口ぐちを叩たたかず、ちゃんと梯はし子ご押おさえてろよ、透。もうすぐだからな」

「そうとも。我々の勝利は、縁えんの下したの君に掛かかっているのだ」

「…………」

　釈しや然くぜんと、しない……。

　下で、梯はし子ごに手を添そえながら、透は思った。

　おれの、この立場って、リスクとリターンが、見合ってないんじゃないだろうか。

　何でおれは、こんな所で、リスクだけ背負ってるんだ。



「ところで……さ、愛華」

　七尾は、真面目な声で、呟いた。

「九月から、うちの部に入る……って、言ってたけど」

「はい？」

「その…………」

　ばちゃばちゃばちゃ！　という元気な水音が、七尾の声を掻かき消けした。

「おい！　静かにしろっ」

「由宇ちゃん！　湯船で泳いじゃダメって言ったでしょっ」

「広いぞ」

「広さは関係ないのっ！」

「あー…………もう。…………愛華、アンタさ」

「何ですか？　先輩」

「……大だい丈じよ夫うぶなの？　突とつ然ぜん、その……思い付きみたいに、入部するとか、言っちゃって」

「大丈夫ですよ」

　軽い口調で、断言。

　…………大丈夫…………なのだろうか？

　透は、一人、考える。梯子を押おさえながら。

『正義の為ために』一直線に、突つき進すすんでいく愛華。

　それが、今、ここに来て、いきなり部活。

　……悪いけど、真面目に先を考えての事だとは、思えない。

『由宇を倒たおす』そのための、潜せん入にゆ捜うそ査うさのつもりで、この部活を、今、この場だけ、利用。

　悪いけど、その可能性は、かなり、高いとしか、思えない。

（それで……今後、自分の立場が、学生生活が、中学以来の友人関係が、危うくなっても）

『正義の為』だから、仕方ない？

『敵を倒す為』だから、仕方ない？

『戦いに、勝利する為』には、仕方ない？

　敵を倒す、戦って倒す、戦いに勝利する。

　その為に──自分の、身近なものを、身近な生活を、薪まきのようにくべていく。

　その先で……『敵』を殲せん滅めつした、その先で、

『正義の戦士』は、一体、何を、得るんだろうか。

　それは、……それは、……とても、危険な事なんじゃ、ないだろうか。

　危険…………

「もうすぐだぞ。鳥羽君。目的達成まで、もうすぐだ」

「ええ、ここまで来たんですから、あとは、ただ結果を」

　危険だ。



「あ！」

　灯璃が、突とつ然ぜん叫さけんだ。

「ちょっと……何、ゴキブリ？」

「げ？　何でこんな所にゴキブリがっ」

「きゃ─────！　飛んだ！」

「なんて悲鳴だ。たかがムシだろうが」

「あっ…………あなたは、やっぱり普ふ通つうじゃないっ！」

「ムシは熱湯をかければ死ぬのだ」

　じゃー。と、シャワーの音。

「うわっ。こっち来たっ。何コイツっ何でこんなに飛ぶのさ」

「あ！　由宇ちゃん、そこよっ窓のところっ網あみ戸どに止まったっ」

「よし、では」

　由宇が、シャワーを構える気配。



　どばっ。

「あっつー!!」



　男部屋のドアを、開ける。布団は、すでに、敷しかれていた。

「…………」

　部長は、床とこの間まの前、一番奥おくの布団で、完全に熟じゆ睡くすいしている。

「…………」

　羽幌は、一人、静かに日記を書いていた。

「…………お前ら」

「…………」

「お前ら、火傷、してるぞ」

「よく観察したな。見事だ。羽幌君」

「……寝ねます。おれ」

「ああ、おやすみ」

「おやすみなさい」

　一言を残し、透は布団の一つ、襖ふすまの近くを選んで、中へと潜もぐり込んだ。

　糊のりの利いたシーツが、浴衣越ごしに肌はだに触ふれる。

　ああ……そう言えば、ここ数日間、……まともに…………眠ねむって、いなかっ…………

　最後まで考え終わらないうちに、あっさりと、意識は、布団の中へと、沈しずんで行った。

　三人の話し声やら、おやつの袋ふくろを開ける音やら、トイレに行く音やら、そんな色々な音の切きれ端はしが、寝たりおきたり、夢うつつの耳の中へ次々と断片的に入り、そして、最後に、部屋の電灯のヒモが引かれる音がして、静かになった。

　頭に、なれない枕まくらの感かん触しよくを感じながら、途と切ぎれ途切れの、正体のわからない夢を立て続けに見た。何やら、自分の身体が蛸たこだがナマコだかになる夢。目の前の、何だか柔やわらかいものに身体を絡からませていた。ああなんかよく分からんがこの感触は凄すごくいいしこの姿勢はとても落ち着くなあなどと考えた所で、

　ふと、突とつ然ぜん、目を覚ます。

「…………」

　今の夢は、何だ。ああ、夢か。そうか。

　惜おしかった。

　目を開ける。

「……あ──」

　小さく息を吐はいて、モソモソと口を動かす。

　部屋の中は、電灯の中心、点された豆球が放つオレンジ色の光に、覆おおわれている。

　視界の片かた隅すみに見える窓の外は、まだ、真っ黒だ。布団の中からでも、星が見える。夜は、まだ明けていない。

　遥はるか彼方かなたで、ざざーん……ざざーん…………と、波が打ち寄せる音。

　すぐ近くで、複数の寝ね息いきと、いびき。

　今、何時だろう。九割がた眠ったままの頭で、自動的のように考える。

　このまま目を閉じれば、まだそのまま寝れそうだが、或あるいはもう夜明け直前かもしれない。目覚めたついでに、そろそろ起きておいた方が、いいのだろうか……

「んー……」

　頭の位置をそのまま、もぞもぞと手を動かし、触れた携けい帯たい電話を引き寄せ、開く。

　闇やみの中、液えき晶しようの光が、灯ともった。八月十三日、午前四時二十分。

（…………）

　微びみ妙ようだ……さて、どうしよう。

　携帯電話の光に、闇に慣れた目が疲つかれた。そのまま二、三回瞬まばたきし、そっと目をこする。

　寝ね起おきの目の焦しよ点うてんが、ゆっくりと合って、目の前の景色が、はっきりと……

「！」

　目の前に、浴衣があった。

　正確には、浴衣に包まれた、人間の身体があった。

　より正確には、浴衣が巻きついた、誰かの足、太ふと腿ももがあった。

　また、瞬き。今度は、五、六回。

　目の前に、艶あざやかな、日に焼けた皮ひ膚ふが、ええと、そして、

　すね毛がない。

　目が覚めた。

　女の子だ。女の子……の身体が、すぐ近くに、って……

（え…………と）

　なんで……？　

　脳は、まだ万全じゃない。ええと、なんで

　そっと身体を動かし、自分の状じよう況きようを確認。身体の下に、布団の感覚。……多分、寝た時と、同じ布団だ。少なくとも、おれの身体は、布団の上に、いる。

　そして……

　鼓こ動どうを始めた心臓と調子を合わせるように、ざざーん……ざざーん…………と、微かすかに、波が打ち寄せる音が聞こえる。ああ、波の音って、本当に、一定なんだなあ。

　……いや、現実逃とう避ひしてる場合じゃ、ないっての。

　そっと、首だけを動かして、視界を変える。

　すぐ近くで、部屋を仕切る、襖が、開いている。

　これか。透は、息を吐いた。あの後、女の子も交じって、そのままになったのか。それとも、何にも関係のないところで、誰かが開けたのか。

「ん……」

『足の持ち主』が、鼻声を漏もらした。吐いた息が、足にかかったらしい。

「む……」

　声は、こちらの足元から聞こえる。うわ。何この姿勢。互たがいに、その、目の前に、足が。

「…………ん」

　この声は……愛華だ。目の前の、これは、愛華だ。うわあ。

　何でここに。寝ねぼけたのか。寝ぼけてトイレとか行って、そして帰ってくる所を間ま違ちがったのか。それとも、超ちよう絶ぜつ的に寝ね相ぞうが悪いのか。いや、今は、原因なんか、どうでもいい。問題なのは、結果だ。今、ここにこれがこうしてあるという、その、結果。

　それこそが、大問題だ。

　そっ……と、身体の位置を変える。布団は、それ程大きくは無い。身体が畳たたみの上に出てしまうが……仕方ない。早急に対処しないと、この位置関係は、物もの凄すごく、危険。

「……さん　………………」

　声がした。

　ビクッ、と身体を止める。おずおずと、瞳ひとみを動かし、見る。

「…………」

　愛華は、目を閉じたまま、寝息を立てている。寝ね言ごとだ。

「…………何だよ、もう……」

　独り言を返し、引き続き、身体の位置を変える。

　さて、この目の前の物体を、どうしようか。朝までこのままってのはまずいだろうし。どうやって、向こうの陣じん地ちへ、押おし込もうか。考えを巡めぐらした、その瞬しゆ間んかん、

「透さん！」

「──！」

　寝言の少女は、弾はじかれたように、ガバっと、起き上がった。

「……あれっ…………？」

　そのまま、目を瞬いて、ゆっくりと、頭を掻かく。

　周囲を見回し、少し考えて、納得の表情。

「…………ああ……そうか」

　寝ぼけているらしい。

　そして、身体を起こしたまま、下へと視線を下ろしてくる……

「…………透さん」

　目が、合ってしまった。

「な、」

　よし。こっちも、寝ぼけたフリで対応だ。それしかない。わざと鼻声で、恐こわ々ごわと返事。

「何？」

　別に、やましい事なんか、してないんだけど。

「…………今、何時ですか？」

「ええと……四時」

「そうですか…………」

　身体を起こしたまま、間ま抜ぬけたように、返事。向こうは、完かん璧ぺきに寝ぼけてる。

「四時……ですか、……そうですか……」

「じゃ、…………おやすみ」

　ハラハラしながら、声をかける。浴衣姿の愛華は、その、色々と、ギリギリというか、

「四時…………」

　ため息のような言葉と共に、

　愛華の上半身は、乾かわいた砂糖の人形みたいに、ふらふらと傾かたむいて、崩くずれ始めた。

「大だい丈じよ夫うぶ…………ですよ」

　浴衣のまま、こっちに、顔を、

「皆みんな……寝てますから……大丈夫…………」

　あの、暗がりで、半はん睡すい状態で、至近距きよ離りで、その服装で、そんな事を、言わないで

「……」

　そのまま、その上半身が、布団に墜つい落らくしていく。よし、寝そうだ。

　頼たのむから、このまま、大人しく…………

　という、透の願いは、叶かなわなかった。

「大丈夫ですよ、透さん！」

　起き上がりこぼしのように、その身体が、元の位置に戻もどる。今度は、意思の動きで。目が覚めた動きで。

　口を動かした事で、喋しやべる事で、脳が動き始めたらしい。

「そう……大丈夫…………えっと、そう！　うん、皆、寝てますし」

　ああああ。もう。起きちゃったよ。携けい帯たい電話の画面を見た姿勢のまま、確信。

　今いま更さら、寝たふりしたって、通用しそうにないし……

「…………」

「最後の、大チャンスですよ」

　愛華は頭を動かし、女の子部屋の方を振ふり返った。

「『アイツ』は、寝てます……うわ、凄すごい格好……。気付かれません、今なら」

　そして、やっぱり、言う事は、相変わらず。

　…………この分じゃあ……透は、思った。

　やっぱり……このまま、放っておいても、解決しそうにないなあ。

　ため息をつき、確信。

　分かった。ちょっと、甘あまく見みてた。こんな島まで、追って来るくらいだ。そりゃ、生半可な決意じゃないはずだよな。適当に誤ご魔ま化かして、忘れたり、飽あきたりを待つ、なんて発想は、端っから、通用しなかったんだ。

　仕方ない。そろそろ、腹をくくろう。

「分かったよ」

「ついに、決心が」

　ついた。透は、掛かけ布ぶ団とんを払はらい、身を起こした。

　決心なら、ついた。君の考えてるのとは、正反対の方向だけど。

「ロビーで、ちょっと」

「あ……そうか、流石は、透さん。ここだと、『アイツ』が、万一、起きたら」

「話を、しよう」

　音を立てないように立ち上がり、部屋を仕切る襖ふすまをそうっと閉め、部屋のドアをあけて、ロビーへと歩いていく。愛華は、後ろから、いそいそとついて来た。

　夜明け前のロビーは、当然のように灯が消され、真っ暗だった。

　電灯をつけ、ついでに自動販はん売ばい機きでコーヒーを二つ買って、机の上に置き、ソファに座り込む。壁かべの柱時計の動く音が、妙みように響ひびいている。現在、午前四時半。

　皆が起きてくるのは、……六時か、遅おそくとも、七時くらいか。それまでに、何とか、話がつけられればいいけど。

　机を挟はさんで対面に座った愛華が、待ちかねたようにパンフレットを取り出した。

「じゃあ、さっそく、始めましょう。ええとですね。この、パンフレットの地図は大おお雑ざつ把ぱなんですけど、まず、私が、この辺りで」

「その前に、さ」

　身を乗り出すような愛華を押おし留とどめるように、言葉を遮さえぎる。

「君は、由宇を、その……倒たおした……として、その後、由宇を、どうするんだ？」

「それは、勿もち論ろん、」

　当然のことを確認するかのように、迷いなく、一言。

「『対策室』に、引き渡わたします。当初の、予定通り」

「……野良ネコを、保健所に持ってくんじゃないんだから…………」

「そんなに、平和なモンじゃないですよ！　『アイツ』は！」

　断言した。

「透さん、『アイツ』らは、ヒトの形をしているけど、中身は、違ちがうんですよ」

「どういう根こん拠きよで……」

「『発はつ症しよ者うしや』は、現実に、日本中で、色々な悪さをしているんですから！　人類の敵、天敵なんですから！　私は、『対策室』に、その資料を、見せてもらったんですから！」

　資料と伝聞で、何でこんなに断言してるんだ。この子は。

「そりゃあ……まあ、そういう事も、あるだろうけどさ、」

　誰かが、『敵だ』と言ったから、そうに違いない。そんな発想で……

「『アイツ』は、『敵』なんです。人類の」

　敵だとか、戦うだとか、倒すだとか、言わないでくれよ。

「あの、さ」

　注意深く、口を開く。

「おれは、由宇を倒すとか、そういう事は……」

「今、倒しておかないと、透さんは、『アイツ』に、好き勝手されるんですよ！　これからも！」

　……………………。

「残された時間は、少ないんです。家に帰っちゃったら、また、同じ事になります。

　……昨日は、『アイツ』の監かん視しが予想外に強くて、手が出せなかったけど」

　……この子は……

　透は、缶かんコーヒーを開けた。

「何で、そんなに呑のん気きなんですか。透さん！」

　気き迫はくに押され、思わず怯ひるむ。

「この島から出ちゃったら、このチャンスを逃のがしちゃったら、また、あの生活に、『鞭むち』に怯おびえる生活が、始まるんですよ！」

　…………。

「今日、『アイツ』を倒して、その足で『対策室』へ、行きましょう。そして、透さんも、『対策室』の一員として、日本中の『発症者』を、追おい払いに」

「だから、明日からは、お盆ぼんだし。おれは、家に」

「透さん、貴方は、ほんのちょっと前、卑ひ口ぐちを……『敵』を、倒した人じゃないですか！

　なんで、今になって、お盆がどうだとか、そんな事を言って、グダグダしてるんですか？」

「あの……なあ」

　いや、落ち着け。透は、言葉を飲み込んだ。

　落ち着いて落ち着いて。そう、怒ど鳴なったって、何の解決にも、ならない。

　この子は、この子なりに、おれの事を、考えているんだ。

　それは、一応、忘れちゃいけない。うん。ええと、

「卑口の事を、忘れたんですか、透さん！」

　愛華は、叫さけんだ。

「『アイツ』は…………、卑口と、同じ存在なんですよ！」

「お前」

　自分の口から、こんな声が出るとは、思わなかった。

「いい加減に、しろよ」





　同時刻。

　東京、名も無きビルの、なんでもない一部屋。



「ふう」

　机に座ったまま、少年は、電話を切った。

「どうなりました？」

　向かいの席からの、浅あさ黄ぎの質問に、少年は答える。

「竹たけ芝しばからの船に、『蒼あお』を乗せた。台風だから欠航の検討もあったんだけどね。まあ、そこは、何とか。うまく個室が空いてて、良かったよ」

「あの子、目立ちますからね。ええ。

　なるべく、平へい凡ぼんな服を用意してあげたんですけど、それでも、あの外見は」

「なんとなく、不安なんだけど」

　少年は、半眼で呟つぶやいた。

「大だい丈じよ夫うぶなの、あれは」

「物もの凄すごく、自然な服装ですよ。あの年ねん齢れいの女の子なら」

「そう」

　少年は浅黄から目を逸そらし、部屋の時計を見る。

「……船の到とう着ちやくまで、あと、三時間、か。間に合うとは、思うんだけど」

「時間が気になるんなら、わざわざ公共の船を使わなくても、いいじゃないですか」

「いざという時は、『単なる旅行者』って事にして、切り捨てるから、さ」

「…………『あの子』は、そのことを、知ってるんですか？」

「知ってるよ。彼女、本ばっかり読んでるだけあって、頭は回るからね。下手に隠かくしても、一いつ緒しよだ。ストレートに言った。『万一の時は、全部罪をかぶってね』って、」

「で、どういう反応を？」

「いつも通り。座ったまま、本から顔を上げて、『はい、わかりました』ってさ。それだけ」

「…………もう少し、生きる意思を、持てないんですかね、彼女」

「そのままの彼女が好き」

「今度は恋れん愛あい映画ですか」

「つまんなかったなあ」

「つまんなかったですか」

「アクションシーンが全然ない。ビルの一つも吹ふき飛とばない映画なんて」

「ビルが吹き飛ぶ恋愛は、なかなか、ないと思いますが」





　ロビーの柱時計が、六つ、鐘かねを鳴らした。

「…………」

　ロビーに一人、取り残された愛華は、その音で、我に返った。

　衝しよ撃うげきに満たされていた脳が、やっと、少し、動き出す。

　頭を機械的に動かして、旅館の廊ろう下かを見る。

　彼女の『英えい雄ゆう』が消えて行った、閉まってしまった部屋の扉とびらを、呆ぼう然ぜんと、見つめる。

「おーい」

　突とつ然ぜん、

「透」

　その、隣となりの扉が、開いた。

「……ん？　いないのか？　透」

　中から、赤あか髪がみの少女が、姿を現した。

「今の足音は、お前の…………ん？」

　愛華の瞳ひとみに、少女の姿が、映った。

「何だ」

　少女は、視線に気付き、振ふり返った。

「何だ、きさまは」

　愛華は、立ち上がった。

「透さんを…………」

「…………」

「解放、しなさい」

　赤髪の少女は、ピクリ、と、眉まゆを動かした。

「ほお」

　ツリ目を細めて、小さく、呟く。

「何やら、言いたい事が、あるようだな」



    

  
    
      六章　早朝、締しめ括くくり






『それら』が、この島で、朝を迎むかえるのは、今日で、二回目になる。

『それら』は、今日もまた、絶え間ない空腹で、目を覚ました。

『それら』は、急き立てられるように、寝ね床どこを後にした。

　空腹を、満たさなければ、ならない。

　満たす手段は、何故か、数限りなく、思いついた。

　かつての自分たちには、思いも付かなかった方法が、次々と、湧わいてくる。

　かつての自分たちには、考えられなかった力が、体中に、溢あふれている。

　なぜ、そんな力が、自分たちに、もたらされたのか。

『それら』にとって、そんな疑問は、それこそ、湧わき出る余地もない、下らない物だった。

『それら』は、決意し、行動する。



　今日こそ、アレを、食ってみよう。

　昨日は取とり逃にがした、あの、『大きなヤツ』を、食ってみよう。





　部屋に戻もどり、後ろ手にドアを閉めたその瞬しゆ間んかん、透とおるは、早くも、後こう悔かいした。

「…………」

　ちゃぶ台の上の、備え付けデジタル時計が、すっトボけたように『５：‥55』のゾロ目を表示している。

「…………はあ」

　そのまま、空気を抜ぬかれたゴム人形のように、ため息をついて座り込む。

　黒いオガクズが詰つまったような頭で、無む為いに考える。

　何でおれ、部屋に帰ってきてるんだよ。

　愛あい華かと話し合って、ちゃんと説得するんじゃなかったのかよ。

　何で、部屋に帰ってきてるんだよ。

　怒おこって、怒ど鳴なって、勢いに任せて背を向けて、そして、そのまま。何やってんだ、全く。

　変わらない、ざざーん……ざざーん……という波の音を聞きつつ、座り込んだまま思う。

　デジタル時計は、『５：‥５６』になった。

　……もう、時間は、ないな……

　他人事のように、思う。

　やり直すなら、早くしないと。もう一回話し合うなら、すぐに戻らないと。

　皆みなが起きだしたら、もう、機会はなくなってしまう。

　そう、もう一回、立ち上がって、このドアを開けて、ロビーへ、

　もう一回、このドアを、開けて？

　透は、わざと、妙みような顔をした。

　何だよそれ。たった今、足音高くドアを閉めて去っていった所だろうが。また、すぐに、開けるのか。何、その、みっともない構図。まるで喜劇そのままじゃないか。物もの凄すごく恥はずかしいぞそれは。何でおれが、そんな事をわざわざしなきゃならないんだ。

　第一、このまま放置して、何か、問題があるわけでも……

「透くん」

「わ」

　思考の途とち中ゆうでいきなり名前を呼ばれ、透は思わず声を出した。

「な、」

　いつの間にか俯うつむいていた顔を上げ、声をかけてきた人物を、目の前の人物を、見上げる。遊ゆう也やだった。

「何ですか」

　座ったまま、言う。起きたのか、この人。何時の間に。

「どいてくれ、透くん」

　遊也は、だらしない浴衣姿のまま、頭を掻かいた。

「洗面をしたいんだが」

「あ」

　そういえば、この位置は、邪じや魔まだ。立ち上がり、横に動いて、ドアの前を空ける。

「すまんな」

　遊也は、ノブに触ふれながら、横顔で呟つぶやいた。

「青春だ」

「何を言ってるんですか」

　きぃい…………という、軽いきしみ音と共に、ドアが開いてゆく。

「『戦い』は、禍か根こんか、または、全ぜん滅めつしか残さん。絶対に」

「はあ」

「だが、喧けん嘩かはいい。まさに、青春だ」

「意味が分かりませんが」

「適当に言っているだけだ。気にするな」

「はあ」

　きぃ…………バタン。

　ドアが、閉まった。

「…………全く」

　なんか、気勢が削そがれた。

　軽く、息を吐はいて、前を見る。

　部屋の中は早朝の水色に白み始め、豆球のオレンジ色はすっかり追おい払はらわれている。

　ざざーん……ざざーん…………という音に、微かすかな、エンジン音が混じり始める。

　車道を走る軽トラックだ。近づいてきたエンジン音はだんだんと大きくなり、そして、小さなクラクションと共に、また、だんだんと離はなれていき、

　そして、また、静せい寂じやく。

　ざざーん……ざざーん…………という波の音が、朝の光によって、目覚めていく。

　いい所だ。いい時間だ。

　透は、確信した。

　旅行最終日、八月十三日の、早朝だ。

　もう、今日の夜には、おれ達は、この島を後にする。

　それぞれ、それぞれの家へと、帰ってしまう。勿もち論ろん、愛華も。

「やっぱり、なあ…………」

　こんな事が、出来るのも……

　そう、今しか、ないんだよなあ。

「はあ」

　もう一度、ため息をついて振ふり返り、ノブに手をかける。

　まあ、やっぱり、流石に、喧嘩したばっかりで、ちょっと気まずいけど。

　仕方ない。これも、青春ってヤツだ。



　部屋を出て行く透の背後で、デジタル時計が、『６：‥０２』を、表示した。



「…………あれ？」

　一歩踏ふみ出した透は、拍ひよ子うし抜ぬけた言葉を吐いた。

　ロビーのソファには、さっき出て行った遊也が一人、座っている。

　ソファに座って、昨日の夜の文庫本を、引き続き読んでいる。もう、洗面は終わったのか。なんて早いんだ。いや、そんな事は、どうでもよくて。

「あの」

　座っている遊也に、おずおずと、声をかける。

「あの…………愛華は？」

　やっぱり、間ま抜ぬけだ。何をやってるんだ、おれは。

　でも、仕方ない。

「愛華が…………ここに、いませんでしたか？」

「ああ……」

　遊也は、文庫本から目を離はなした。

「あの、スクール水着の少女か」

　どういう覚え方をしてるんだ。

「由ゆ宇う君と共に、外へ出て行ったぞ」

　気楽な言葉と共に、玄げん関かんの方を指し示す。

「…………へ」

　その指の先を追いつつ、思わず、間抜けな声が出た。

　誰が、誰と、どこへ、行ったって？

「あの」

　愛華が、由宇と、外へ、行った。

「…………それって」

「何だ？」

　遊也は、文庫本に視線を戻もどした。

「やばいんじゃ、ないんですか」

「何が？」

「貴方、さっきから、ホントーに何も考えてないですね。さては」

「何を言うか。私はいつも本気だ」

「はいはい！」

　叫さけびながらロビーを横切り、玄関へと走って急いで靴くつを履はく。かかとを踏んだまま立ち上がってつま先で床ゆかを叩たたき、足を押おし込みながら携けい帯たい電話を取り出し、走り出しながら電話帳を呼び出す。昨日使いすぎたせいで、電池残量は一目盛りしかない。あった。式しき津づ、愛華。祈いのるような気持ちで通話ボタンを押し、電話を耳に当てる。朝の太陽の下、耳元の機械から規則的なコール音が鳴り響ひびく。十二回目のコールで、

「透さん」

　携帯電話は、少女と、繋つながった。

「！　愛華！」

　殆ほとんど期待していなかった僥ぎよ倖うこうに感謝しつつ、耳に神経を集中。

「あの、さっきは、ゴメン、急に怒ど鳴なっちゃって。その……」

「いいんです」

　電話の向こうで、愛華は、言い切った。

「え……？」

「私」

　こちらの言葉を遮さえぎって、電話の向こうの少女は、宣言した。

「倒たおします」

　決意に満ちた、巌いわおのような、硬こう質しつの言葉。

「…………倒しますから」

　一拍ぱく空けて、そう、今まさに、自分の目の前にいるものを、まっすぐ睨にらみ付けたような、そんな、間かん隔かくを空けて、

　倒とう置ち法ほうの主語を、口に出す。

「コイツを」

『コイツ』。愛華が口にした、その、『人物』は。

「ほお」

　愛華の、目の前にいる。

「きさまが、私を、」

　愛華の目の前にいる、『愛華の敵』が、低い声を出した。

「倒すだと」

「ええ」

　受話器の向こうで、愛華が言う。こちらに向けてでなく、目の前の『敵』に向けて。

　透は、唾つばを飲み込んだ。

　この電話の向こうで……この道の先、ほんの数分ほどの距きよ離りの所で、

　愛華と、由宇が、

『正義の戦士』と、『発はつ症しよ者うしや』が、向かい合っている。

　ほんの小さな火花で爆ばく発はつしてしまうような、そんな種類の静せい寂じやくの中、向かい合っている。

　引き起こされる『爆発』は……

　透は、確信した。

　今の二人が始める『戦い』は、絶対に、不幸な結果になる。

『倒す』なんて、耳に心ここ地ちいい言葉でなんか、終わりはしない。

　どちらかが、どこかに、大きな傷を負って、そして……

　取り返しが、付かなくなる。

　そう、永遠に、取り返しが、付かなくなる。

「ええ」

　すでに愛華は、こちらに、受話器に、意識を向けてはいなかった。

「私は、私一人でも、倒します」

　一人でも。

　透の耳から入った、硬質の、固い言葉は、そのまま頭の中でぶつかり、音を立てた。

　音は、通信の、切断音だった。

　電話は、切れた。

　繋がっていた電話を、愛華は切った。

「…………!!」

　おれは、馬ば鹿かだ。

　透は、全力で足を動かしつつ、思う。

　何をぐずぐずしていたんだ。何をのんびりしていたんだ。

　あの子が、そのうち、こうなる事は、分かりきっていた事じゃないか。

　こうなる事くらい、予想しておかなきゃ、いけなかったじゃないか。

　取り返しが、付かなくなってしまう。

　愛華は、『一人』に、なってしまう。

　周りに誰もいない場所に向けて、一人で、突つき進すすんでいってしまう。

　駄だ目めだ。

　即そく座ざに、思う。そう、駄目だ。もっと早く、止めるべきだった。

　今、愛華と由宇を、『戦わせ』ては、いけない。

　あの子は……

　あの子は、あの道を、進んで行っては、いけない！



　ビーチへと続くグネグネ道、この旅行中、もう何度往復したのかも分からないグネグネ道を、また、下ってゆく。昨日の朝、昨日の、ちょうど今いま頃ごろ、初めて通ったこの道は、もう、既すでに、おれたちにとって、思い出のつまった道になっている。

　昨日はまだ初めての景色だった神かみ代しろ島しまは、もう、おれ達の、思い出の場所になっている。

　だから……

　だから、おれは、愛華を止めなきゃ、いけないんだ。

　おれは、愛華を止めて、そして、

「？」

　突とつ然ぜん、

「！」

　突然、視界の片かた隅すみに映った『何モノか』に、思考を中断する。

「…………」

　朝あさ露つゆに濡ぬれた広葉樹、巻きついて色とりどりの花を咲さかせる朝顔、

　その中、緑と水色が混じった、その風景の中に、

　今、確かに、『何か』が……

　がさがさがさ！　

　道の傍そば、林の奥おくで、音が聞こえた。『何モノか』が、力ずくで、草を掻かき分わける音。

　がさがさがさがさ！

　何も気にしない、外敵に全く気を払はらわない、野生動物にあるまじき、『規格外』の、音。

　がさがさがさ…………がさがさがさ！

　音は、足音は、

『規格外』のスピードで、前方へと、

　由宇と愛華が対たい峙じしている、その箇か所しよへと、向かっている。

「な…………」



　グネグネ道が、終わった。目の前、車道越ごしに、海の景色が広がる。遥はるか沖おき、昨晩も変わらず出航し、そして、今朝も変わらず入港しようとしてくる、大型客船。右の漁港に係留された漁船と、積み上げられたテトラブロック。

　そして、海水浴場。

　朝日のビーチに、二人の人ひと影かげが、立っている。

　由宇と、愛華が、静かに荒あら々あらしい空気を纏まとって、

　魔ま王おうと勇者のように、向かい合っている。

　由宇は海を背後に、愛華は林を背後に…………

「…………」

　透は、車道を横切りつつ、息を吸い込んだ。

　愛華の背後、林の中から、

　さっきの、『黒いモノ』が、

　愛華は、気付いていない。

　車道から、二人のいる位置までは、まだ、少し、距きよ離りがある。

　届かない。間に合わない。

　だから、透は、叫さけんだ。

「──由宇!!」

　ただ、名前だけを、叫んだ。

「…………」

　こちらに気付いた由宇は、一いつ瞬しゆんだけその瞳ひとみを動かして、



　そして、ワンステップで愛華に近づいて、

　そのまま、愛華を、全力で蹴けり飛とばした。



「！　がっ」

　バランスを崩くずし、砂地にしりもちをついた愛華は、火花のような悲鳴を上げる。

「何をっ！」

　悲鳴を怒ど声せいに変え、いきり立って起き上がろうとする、その目前、

「それ……なら！」

　叫ぶ愛華、ほんの数十センチ手前、

　ほんの数秒前、由宇に蹴り飛ばされるその瞬しゆ間んかんまで、彼女の首筋があった、その箇所を、

　愛華の背後から躍おどりかかった、『黒いモノ』が、駆かけ抜ぬけた。

　ひゅっ──

　殺傷性のありそうな、風切音を立てて、

『黒いモノ』の爪つめは、空を切った。

「────!!」

『黒いモノ』は着地し、そして、しなやかなゴムマリのような動作で、砂地の上、一動作で体勢を立て直す。

「由宇！」

　二人へと走り寄りつつ、透は、もう一度、名を呼んだ。

「ふん」

　由宇は、立ち上がった『黒いモノ』に視線を移し、偉えらそうに呟つぶやいた。

「…………由宇」

　足を止め、荒あらい息の中で、透は、もう一度、由宇の名前を呼んだ。

「由宇」

　よかった。心の底から、思う。

　由宇は、ちゃんと、おれの言葉を、分かってくれた。

　由宇は、ちゃんと、おれの事を、分かってくれていた。

「透さん！」

　起き上がりかけた姿勢のまま、愛華は、戸と惑まどったように、答えを求めるように、こちらの顔を見て、

　そして、『黒いモノ』に、顔を向け、不ふ審しんそうに呟く。

「……コイツは…………」

　透は、荒い息を無理やり整え、愛華の視線の先の『モノ』を、見た。

『黒いモノ』は……『バケモノ』は、逃にげもせず、怯ひるみもせず、立っている。

　こちらに、牙きばを向けて。

「……何、ですか？」

　太陽の光の下に、『バケモノ』が、いる。

　一ひと抱かかえほどもある、黒くろ猫ねこ。

　やりすぎたボディービルターのように、異常に膨ぼう張ちようした全身の筋肉。それに耐たえ切れなかったかのようにパンパンになって破け、それでも張り付いている道化の着物のような皮ひ膚ふ、不精ひげのように伸のび放題の全身の黒い体毛、大きくなりすぎて、自ら仕し舞まう事すら出来なくなっているに違ちがいない、前足の爪。真一文字に古傷が走った顔面の中、金色の両目と、そして、その真ん中、小さな額に、白い、不気味な『宝石』を、ぎらぎらと輝かがやかせて──

「……『宝石』……？」

　愛華は、座ったまま、由宇の方を見た。

『バケモノ』に、背を向けて。

「愛華！」

　透は、名を呼びながら、一歩、足を踏ふみ出そうとして──

「そいつに、背を向けたら──」

　そして、発見した。

　何で、この時『それ』を発見できたのか、自分ではよく分からない。

　後で、じっくり考えてみても、多分、分からないだろう。

　でも、確かに、透は、この時、『それ』を、確信した。

「透さん──」

　何を考える間もなく、ふと気付いたら、透は、身を屈かがめていた。

　身を屈めた、その上を、『二つ目』の、凶きよ悪うあくな風が、吹ふき抜けていった。

　吹き抜けていった『茶色い風』に煽あおられ、頭とう髪はつが、二、三本、持って行かれた。

『茶色い風』は、『一匹ぴき目』と同じく、砂地の上に、着地し、振ふり返った。

　同じく、金色の瞳ひとみと、白い、額の『宝石』を輝かせて、こちらを見た。

　その視線を受け、透は、確信する。

　バケモノだ。本当に、バケモノなんだ。

『バケモノ』は、二匹がかりの不意打ちの失敗を、嘆なげくでもなく、悔くやむでもなく、静かに、次の動作に、入った。『黒いバケモノ』が、素早く位置を変える。こちらの背後に、回り込む。『茶色いバケモノ』と、対極の位置へ。

　二匹で、こちらを、挟はさみ撃うちにする形へ。

「と──透さん」

　愛華が、力なく、座り込んだ。

「この、こいつらは──、」

「オタオタするな、馬ば鹿かが」

　由宇は、『黒いバケモノ』を見み据すえつつ、断言した。

「食われるぞ」

「なっ…………」

　言い返そうとした愛華を手で制し、透は振ふり返って、『茶色いバケモノ』と、向かい合った。

「由宇」

　背後の少女に、声をかける。

「何だ、透」

　後ろから、返事が返ってきた。同じく、『黒いバケモノ』に、向かい合っているに違いない、少女の返事が、聞こえてきた。

「いや」

　透は、口を閉じた。

　別に、何を喋しやべる必要もない。

　さっきも、こいつは、おれの事を、ちゃんと、理解してくれた。

　おれの叫さけびを、ちゃんと聞いて、愛華を、助けてくれた。

　おれ達は──少しずつだけど、ほんの少しずつだけど、理解しあっている。

　おれは──由宇を、この日々を、信じている。

　それが、おれが、こいつと、生きている、理由なんだ。

　そして、

　目の前の『茶色いバケモノ』と、向かい合いながら、透は、座り込んだままの少女に、意識を向ける。

　おれは、愛華にも、生きていって欲しい。

　おれ達と一いつ緒しよに、この島の記き憶おくを、楽しい思い出に、していって欲しい。

　おれ達は、この島に、戦いに来たんじゃない。遊びに、来たんだ。

「性しよ懲うこりも無く、ボーッとするな、透」

　背中から、由宇の不ふ機き嫌げんな声が響ひびいてきた。

「偉えらそうな事、言うなよ。由宇」

「余計な事を言うんじゃない。透。このままこいつを背中にけしかけるぞ」

「お前、そんなこと言うんならおれだってやるぞ」

「やれるものならやってみろ。馬鹿が」

　目の前で、『茶色いバケモノ』が、前足を引いた。

　焦じれたように口を開いて、飛び掛かる姿勢。

「まったく」

　背中で、由宇が、苦々しく、呟つぶやいた。

「なぜ、私が、私を狙ねらっていた者の為ために、働かなければならんのだ」

　あ。

　透は、目を見開いた。背中越ごしに、声をかける。

「…………知ってたのかよ、お前」

「当然だ。そのくらい、気付かない訳ないだろう」

「そうなのか」

　由宇の耳に入れないように、気を遣っていたつもりなのに。

　折角の旅行、いやな気分にならないように、考えていたつもりだったのに。

「余計な世話を焼くな。私は、子供ではないのだぞ。……私は、何でも知っている。

　…………お前が、それを、愛華を、止めようとしていた事も、知っている」

「…………あ、そ」

「……借りは、一応、返してやる。それだけだ。私が、お前の思い通りに動くと思うなよ。くれぐれも」

「わかってるって」

「わかれば、いい」

『バケモノ』二匹が、砂を蹴けって、飛び掛かってきて、



　そして、それぞれ、ＫＯされた。



『茶色いバケモノ』と『黒いバケモノ』は、岩いわ陰かげで、折り重なるように倒たおれている。

　その全身は完全に脱だつ力りよくし、所々、血が滲にじんでもいるが、前足は僅わずかにぴくぴく動いている。多分、死にはしていないだろう。

「…………ふん」

　手に付いた『バケモノ』の体毛を放り捨て、由宇は口を曲げた。

「ところで、きさま」

　やっと立ち上がった愛華を、恐おそろしいツリ目で、下から、見上げる。

「私に、」

　面白がるように、一言。

「何か、用だったな」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、怯ひるんだ愛華は、

「……ええ」

　少し、考え、

　由宇の顔を見て、岩陰に倒れる『バケモノ』を見て、

　最後に、こちらの顔を見て、

　そして…………納得したように、静かに、頷うなずいて、

「……話が、ありました。由宇さん」

　すぐに、立ち直った。

　両手を腰こしに当て、背の低い由宇を、上から見下ろす。

「違ちがうとは、言わせませんよ」

　そして、対たい抗こうするように、宣告。

「……あなたは、『発はつ症しよ者うしや』です」

「ほほお」

　由宇は、下から、真まっ直すぐに、愛華の視線を受け止めた。

「あなたは、透さんを、強制的に、支配しています」

「そうだな」

　由宇は、口元を吊つり上げて、言葉を続ける。

「確かに、そうだ……で？」

　わざとらしい由宇の言葉に、愛華は、言い返す。

「この旅にだって、無理やり、付いてきたんでしょう」

「まあな」

　愛華の目が、細く、吊り上がった。

「私は、あなたを、倒しに来たんですよ」

　そして、唾つばを吐はくように、一言。

「ムカつく」

「え」

　透は、突つっ立たったまま、息のような言葉を吐いた。

　……え？　この子、今、なんて、

「奇き遇ぐうだな」

　由宇の声が、低くなった。

「私も、お前が、ムカつくんだ。愛華。いや、ムカついていたんだ。さっきから」

「おい…………由宇？　何を」

　決死の、蚊かの鳴くような、透の言葉は、

「へえ、そうですか。それは、本当に奇遇ですね」

　完全に、無視された。

「あの…………ちょっと、二人とも、何を」

「さっきの、バケモノだって、」

　愛華は、由宇と睨にらみ合ったまま、器用に瞳ひとみだけを僅かに動かし、岩陰を一瞬だけ見る。

「『発症者』なんですよ。…………あなたと、同じように」

「ああ、確かに、強かったな。『私と透』には、敵わなかったが」

「何をさり気なく自分の手て柄がらにしてるんですか」

「お前は、座っていただけだったな」

　…………愛華の額に、血管が浮ういた。

「お前は、結局、何もしなかったな」

　あ、ヤバいです。これはヤバいです。

「何も、出来なかったな。私と違って」

　あ、由宇、何で、そんなに意地悪な事を。ええと、

「お前と私は、どうやら、違うようだぞ」

　えと、何とか、フォローを、ここはその、決死の覚かく悟ごで、

「あ……」

　声が裏返った。

「あの…………」

　すげー小さい声しか、出なかった。

「あの…………二人で、何を…………」

「どこが違うのか、わざわざ説明してなど、やらんが」

「……透さんは、『私を』助けてくれたんです」

「感謝でもしたらどうだ。せめて、それくらいは」

「それはどうも」

「えっと……あの」

「うるさい！」「あなたには、関係ないです！」「はい!!」

　双そう方ほう向こうから怒ど鳴なられ、撥はね飛とばされたように飛び退ずさって、人形のように頭を下げる。

「……」

　え？　何？　何で怒おこられたんだ、今？

　無言のまま、おずおずと顔を上げる。

　激げき突とつする二人の視線は、殆ほとんど、目視できるほど、白熱していた。

「さっきの蹴けり、ちょっと、私し怨えんが入ってたんじゃないですか？」

「当たり前だ」

「へえ、やっぱり、不安だったんだ」

「…………ふん」

　由宇は、唇くちびるを舐なめた。

「……散々、やられといて」

　愛華は、言いながら、さり気なく、足の位置を変える。

「このまま……ってのも、ちょっと、スッキリしないんですよ、個人的に」

「なるほど」

　由宇は、腕うで組ぐみを解き、同じく、さり気なく、手を垂らした。

「珍めずらしい……な、同意見だ」

　怖こわいぞ。由宇が怖い。

「そうです……よね」

　愛華も、怖い。

「あの……」

　何故か半笑いで、透は、無む為いに、手を差し出した。

「ちょっと…………」

　白熱した空気は、

「…………二人とも、落ち着いて……」

　真っ赤に、燃え上がった。

「や…………」

　二人の足が、砂を蹴った。

「思い知れこの負まけ惜おしみ陰いん険けん女がっ！」

「何よっこのっちょっと今だけほんのちょっと一時的に勝ったからってっ！」

「やめてー！　二人とも、喧けん嘩かはやめてー！」



「…………で、」

　ロビーの柱時計の前で、部長は、重々しく呟つぶやいた。

　柱時計は、九時十分を、指し示しいてる。

「集合時間を過ぎてまで、何をやっていたんだ。君ら三人は」

「はい」

　その前に突つっ立たったまま透は、返事した。

「あの、」

　左ひだ頬りほおに走った、四本の引ひっ掻かき傷きずを押おさえつつ、何と言うべきか、考えを巡めぐらせる。

「ええと」

　脳天に出来たタンコブが、玄げん関かんから吹ふき込む潮風に吹かれて、ヒリヒリする。

「その、女の戦いを、少し」

「戦ってなど、いないぞ。私は」

　右後ろから、由宇が不満げに言った。

「こいつが、一方的に、喧嘩を吹っかけてきただけだ」

「何をっ」

　左後ろから、愛華の声がした。

「そもそも、最初の一いち撃げきはあなたでっ」

「何だと。最初の一撃はお前だったぞ。記きお憶くり力よくも無いのかこいつは」

「何ですか。だいたい、子供の癖くせに生意気なんですよあなたはっ」

「誰が子供だっ。お前、いちいち引っかかる事を」

「子供ですよーだ！　私なんて、すでに、透さんに」

「子供というヤツが子供だ。馬ば鹿かというヤツが馬鹿だ」

「バーカバーカ」

「この…………」

「……………………」

　部長は、珍しく、ため息をついた。

「なぜ、透一人だけ、怪け我がをしているんだ」

「それは、まあ、ええと、成り行きというか、とばっちりというか。そうです。何で、おれ一人が、こんな目に」

「…………苦労しそうだな、これから」

　透は、ため息を返した。

「まったくです。はい」

「さ・て・と。話も終わった所でっ」

　七なな尾おが元気な声を上げ、ソファから立ち上がった。

「よっしゃ。とっとと行きましょ。山は待ってくれねーぜー……っと、」

　リュックを背負い、愛華の方を見て、言う。

「……ほれ、行くぞ、愛華」

「はい」

　愛華は、七尾に向かって、頷うなずいた。

「…………おい、灯あか璃り。行こう、私たちも」

「あ！　由宇ちゃん、何か、今日は一段と元気っ。可愛かわいいっ！」

「余計なことを言うなっ！」

　…………なんとなく……

　透は、そんな二人を見ながら、複雑な顔をする。

　なんとなく……なぜか、

　釈しや然くぜんと、しない…………何なんだ、これは。

「青春だよ」

「遊也さん、あなた、絶対意味分かってないですね」





　同時刻。

　神代港に着岸していた、朝の大型客船が、出航した。

　旅館の送そう迎げいも一段落し、船着場は、また、静せい寂じやくを取り戻もどしている。

　港の周辺、海水浴場の喧けん騒そうが、ひと時、空白になる時間。

　その時、その場所に、一人の少女が……

　青い髪かみの少女が、立っている。

　背中まで垂らす特とく徴ちよ的うてきな襟えりと、その襟に巻かれて胸元を飾かざる赤いスカーフのついた、半はん袖そでの、白い上着。膝ひざ上うえの長さの、紺こん色いろのプリーツスカート。つまり、セーラー服。

　南の海の海水浴場、岩場の上に、セーラー服に身を包んだ美少女が、潮風に青い髪をなびかせ、さながらシュールレアリスムの芸術品のように、突つっ立たっている。

　その顔色は真っ白で、瞳ひとみには感情のカケラもない。

　その口から、機械のような、抑よく揚ようの無い音声が漏もれる。

「あなた達は、」

　少女の、蒼い瞳の前で、『バケモノ』が一匹ぴき、ゆっくりと、立ち上がろうとしている。

「大きく、なりたかったんですか」

『茶色いバケモノ』が、ふらつく足を踏ふん張ばり、頭を振ふって、立ち上がろうとしている。

「強く、なりたかったんですか」

『茶色いバケモノ』は、先ほどよりも更さらに激しくなった空腹に、苛いら立だつように、目の前の『獲え物もの』に向けて、牙きばをむき出しにした。

「あなたたちは」

　その、むき出しの溶よう岩がんのような感情を正面から受け止め、しかし、少女は、鏡面のような瞳を、微び動どうだにしない。

「生きたいですか？」

　があぅあ！　形を持った飢き餓がそのもののような叫さけびに、全く、何の感想を持つ事もなく、

　青髪の少女は、飛び込んで来た『バケモノ』に向けて、右手を動かした。

「わたしは」

　どしゃっ、と、軟なん質しつの音を立てて『バケモノ』の身体が、墜つい落らくした。

「反対です」

　少女は、右手に掴つかんだ血と肉の塊かたまりを、義務のように確認して、

　そして、放り捨てた。肩かた越ごしに、後ろ手に、捨てた。

　放り出された、血と肉の塊──バケモノの心臓──は、

　ぼちゃん、と、音を立てて、海に、沈しずんだ。

「……………………」

　目の前で、『バケモノ』の身体から、命が抜ぬけてゆく。

　それを、最後まで見届け、蒼い少女は、ポケットから携けい帯たい電話を取り出す。

「発見しました」

　呟つぶやいて、『もう一匹』の方へ、屈かがみこむ。

「回収を、します」





　同時刻。

　東京、名も無きビルの、なんでもない一部屋。



「解決したって、さ」

　電話を切った少年が、向かいに座る人ひと影かげに向けて、声をかけた。

「解決しましたか」

　向かいに座る浅あさ黄ぎは、何気なく、返事をした。

　そのまま机の引き出しを閉め、鞄かばんに封ふう筒とうをつめる。

「それは、よかったですね」

「まあね。という訳で、仕方ないや。神代島での『企き画かく』は、中止っ。と。

　あーあ。折角『白い人』の次の動きくらいは、つかめると思ったのにさ」



    

  
    
      「電話によると、『素体』は、巨きよ大だい化かしていたそうですが」

　浅黄は、鞄を拾い、立ち上がった。

「何か、ヒントには、なったんじゃないですか。ええ」

「そんなんで、何が分かるもんか。……『白い破片』を動物に与あたえて島へ放し、その行動観察で『白の使徒』の方向性を探る…………うーん。失敗してから言うのもなんだけど、そこそこの『企画』だったんだけどなあ。惜おしいなあ。もう。

　……ま、仕方ない。『原因不明のモンスターを、たまたまそこにいた職員が退治し、連れ帰った』という事に、しておくしかないね。回収、回収っと。船を用意しよう」

「大変ですね」

「君は、どこへ行くのさ。鞄なんか持って」

「十とつ葉は市です。昨日の書類を、紅くれないさんの住民票を、持って行くんですよ。ポストに放り込んでおけば、いいでしょう」

「わざわざ行かなくてもいいのに」

「まあ、けじめ、というヤツですよ。ええ」



　ドアが、閉まった。



    

  
    
      エピローグ






　黒板の隅すみっこの『今日の日付』の下に、『八月十六日』が、記入されている。

　八月十六日、夏の登校日を迎むかえた十とつ葉は高等学校に、始業五分前のチャイムが、鳴り響ひびいた。



　勿もち論ろん、大人しく着席して先生のご到とう着ちやくを待とうなんて愁しゆう傷しような心がけのヤツは、教室の中には、ほんの数えるほどしかいやしない。久々に集合した級友どもは、各々思い思いの場所に集まり、てんで勝手に喋しやべり捲まくっている。夏休みのど真ん中、ふと訪れた、教室という非日常。まさに、夏の日の喧けん騒そうだ。校庭のセミも、さぞかし面食らっているだろう。

「おー。透とおる」

　透が教室の扉とびらを開け、一歩を踏ふみ出すと、その喧騒から一人が分ぶん離り、目の前に移動してきた。

「遅おそいぞ。やっと来たのかよ」

　久しぶりの、学生服坊ぼう主ずあ頭たま。鳥と羽ばだ。

「おっ。もう、額の傷、治ったのか」

「まあ」

　後ろ手に戸を閉めて、返事。

「大して、深くも無かったみたいで」

　左ひだ頬りほおの傷は、まだ少し痛いんだけど。透は、心の中だけで思う。

　こっちは、意外と深い。バケモノより強いって、どういう事だよ、全く。

「そうか。……ところで」

　鳥羽は、持っていた鞄から一通の封筒を取り出し、こちらに披ひ露ろうした。

「旅行の写真が出来たぞ。これ、お前の分な」

　何時の間に撮とってたんだ。そんなの。思いつつ、受け取って、封ふうを開ける。

「現像代と手間賃コミで、五百円でいいぞ」

「高いぞ」

　言い返しつつ、写真を見る。数十枚ある写真は、どれもこれも、人間の顔のアップばかり。近づきすぎてピンボケになってるヤツすらある。

「なかなかよく撮れてるだろ」

　当人は自信満々だ。

「お前、もうちょっと、こう、人物以外も…………」

　典型的な素人カメラマンだ。後ろの景色なんか、分かりやしない。これじゃあ、どこに行ったかすら分からないじゃないか。神かみ代しろ岳だけ頂上の景色は、皆みなで見下ろした僻へき遠えんの海は、霧きりにかすむ遼りよ遠うえんの富士山は、そりゃあ物もの凄すごく綺き麗れいだったのに。

　でも、まあ、

「いいや」

　これが、おれの、「生きている理由」だ。

　透は、頷うなずいた。

「じゃあ、これ」

　鞄かばんから財布を取り出し、五百円玉を抜ぬき出す。

「よしよし。……で」

　五百円玉をそのままポケットに突っ込みつつ、鳥羽は言った。

「どうだった？　お盆ぼんは」

「…………んー」

　教室の中へと足を進めつつ、答える。

「大変だった」

「大変、ねえ」

「仏前に供えとくつもりで買ったお土産をな、あいつ、早速食っちゃって。

　……しかも、一人で、殆ほとんど全部。おれの分まで」

「ほお」

「『三日間も放置しておいて、何になる』とか、言いやがって」

「スジは通ってるな」

「…………そう、なんだけど」

　口ごもる。ちょっと、計算ミス。鳥羽は「そりゃ酷ひどいな」とか、言ってくれると思ったのに。まさかの敵対意見。もうちょっと、言いい募つのりたい愚ぐ痴ちも、あったんだけど。

「？　どうした？」

「ああ、いや」

　……まあ、いいや。軽く、思う。

　そんなに簡単、即そく座ざに、分かり合えるんなら、誰も苦労なんてしない。

「海は、楽しかったよな」

「まったくだ」

　まあ、こんな感じて、少しずつ、進むしかないんだ。結局。

「あ、勿論、キッチリ逆ぎやく襲しゆうはしたぞ。うん」

　鳥羽は一歩引いて、妙みような視線を、こちらに向けた。

「…………何をやったんだ、この変態が」

「人聞きの悪い事言うな」

「お前の潜せん在ざい能力は、遊也さんを遥はるかに上回る」

「どこの変身ヒーローだ」

　ちょっと、からかっただけだ。口に出さずに思う。そう、由ゆ宇うのヤツ、充じゆう分ぶん日に焼けて、『皮が剥はがれる！　背中が猛もう烈れつに痒かゆい！』とか、必死な悲鳴を上げるから、つい。

　アイツ、人間感覚に慣れてない上に、反応が大きいから、いぢると楽しいんだ。

「大した事はやってない」

　そう、楽しかった。

　…………最後には……もう、殆ど

「透さん！」

　背後からの唐とう突とつな叫さけびと、戸が勢いよく開く音が、回想を断ち切った。

「あ」

　振ふり返って、背後を確認する。後ろでくくった髪かみ型がた、髪かみ飾かざりに印刷された犬のキャラター、寝ね癖ぐせのように一ひと房ふさだけハネた前まえ髪がみ。見まごうはずも無い、そう、あの日と同じ、

「愛あい華かっ」

　思わず、半歩後ずさる。そして、その服装を……確認。

　白のブラウスに、紺こんのスカート。黒のハイソックス。十葉高等学校の、夏服。

「お久しぶりです」

「あ、あの……」

「透さん、このクラスだったんですね」

「そ、そうだけど」

　突っ込んでくる顔に身をそらしつつ、透は返事する。

「私は、一年のＢ組です。よろしく」

　だから近いってっこの子はっ

「よ、よろしく……」

「まあ、部室で、いくらでも会えますけど。……あ、そうだ」

　スカートのポケットから、何やらリボンの掛かかった小さな箱を、取り出した。

「昨日、ちょっと、両親と、おばあちゃんの所へ行ってまして……」

　真まっ直すぐこちらを見つめたまま、こちらの手に押おし付ける。

「由宇さんに、渡わたしておいてください。手間をかけた、ワビ入れってコトで。へへへ」

　愛華は、照てれ隠かくしのように笑って、身を翻ひるがえした。始業のチャイムと共に、その身体が、元気よく外へと飛び出してゆく。そして、最後に、振り返って、

「ついでに、伝えておいてください！」

　頭を下げた。



「今度は、負けませんから！」



    

  
    
      あとがき






　こんにちは冬樹です。「たま◇なま」も三巻です。何かもう自分でも夢のようです。が、ある日ふと気付いたら本当に全てが夢であってカレンダーはあの日の朝、実はこれから投稿作を郵便局へ持っていく所だったとか、そういう展開は、どうやら、多分ないようです。良かった。しかし考えてみると、もうあの日から殆ど丸一年経った訳ですね。



　半年前、六月の末日に東京にて授賞をいただき、ホテルで一泊して目覚めるとその日が一巻の発売日でした。ああ今日からなんだなあと暫くほくそ笑んだ後、「じゃあこれから日本横断本屋確認の旅に出よう」と決心しました。日本を横断しつつ各所の本屋で自分の本をひたすら確認してひたすらニヤつこうという企画です。それにどういう意味があるのか、そもそも何が「じゃあ」なのかは分かりません。わかりませんが、とりあえず小物を下手に褒めたら碌な事考えないという見本くらいにはなるかもしれません。



　という訳でまず折角だからとスタートは神保町から。そこいらの喫茶店でＤＳ動物の森しろカブ全力購入などをしつつ本屋の開店を待ち、山手線使って一日かけて東京の各所本屋をうろつき、翌朝、ホテルで筋肉痛が発症しました。もう若くないなあ。



　筋肉痛を押して西へ。横浜・熱海・沼津・静岡・豊橋と、いちいち途中下車していたら最終地の名古屋ではすっかり夜。京都から夜行列車に乗り込んで更に西です。目覚めると九州は小倉でした。思えば遠くへ来たもんだ。多分もう戻れないな。いろんな意味で。



　そこいらの店でモリモリと朝飯を食って本屋を確認、山陽本線で東へ。新山口でも一軒を確認して今日の宿は山口県の由宇温泉です。最終選考残留の連絡をいただいてからずっと気になっていた温泉です。いや別に本当に大して意味は無いんですけど。いい湯だった。



　さて一泊してまた東へ。広島・岡山と途中下車していちいち確認し、今度の宿泊地は岡山の奥地、高梁市です。川辺の城下町というのはなかなかいいモンです。高梁川を渡った先にあるスーパー内本屋に「たま◇なま」が一冊だけ残っていました。感無量です。



　翌日、いよいよ「日本縦断本屋確認の旅」も締めくくり。倉敷から姫路・神戸と通って、そこからやっと家へと帰ってきました。長い旅から帰ったのですね。

　日本各地で、数十の本屋を巡ってみました。大した数では無いです。表面をサラッと撫でて回っただけです。それぞれの土地に、それぞれの人々の歴史と生活を携えた本屋があるわけです。何だかそれは物凄い事だと思います。今、こうして書いているこの文章も、これから様々な人々の手を経て本になり、そしてひょっとしたらその一角に並ぶ訳です。世界は本当に広いです。たった数十年生きた程度ではその片鱗すら見えやしません。



　という訳で、三巻は、これまでのものとはちょっと書き方を変えてみたかもしれません。あ、とは言え、基本はいつも通り、「大して変わってない」ので、どうかお気軽に手に取りください。ありがとうございます。貴方が誰なのか、私には確認する術はありませんが、それでも、ありがとうございます。



　２００７年　12月　４日

冬樹　忍



　次は四巻です。静かに無言な、蒼い死が。



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

冬樹 忍 先生／魚 先生
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